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　ザッと正面から吹ふきつけた突とつ風ぷうに、思わず目を閉じる。

　だが、ばさりと耳を打った御み簾すが大きくはためく音に、慌あわてて瞼まぶたをこじ開けた。

「……っ」

　瞬しゆん間かん、ひゅっと息を吞のんだ。

　薄うす闇やみの中、浮うかびあがるように舞まい踊おどる、白とも見まがう花びら。

　はらはらとおちていく光の欠片かけらのようなそれらのむこうに、彼はいた。

　本来二人の間にあるはずの御簾は風に煽あおられて捲まくれあがり、あるのは薄うす墨ずみを垂らしたような夜の闇と、儚はかなく舞う花弁だけ。

　そんな中、切れ長の目を瞠みはり、作りものめいた冷たく整った顔を驚おどろきに染めて、彼はこちらを見つめていた。

　見られた──!?

　焦あせる心とは裏腹に、吸いよせられるように目が離はなせない。

　暴あばかれてはいけない、御簾の奥に閉じこめておかなければいけない秘密があるのに、隠かくれるどころか、指ひとつ動かない。

　まるで時が止まってしまったかのように、見つめあう。

　やがて、永遠にも似た時が再び動きだしたのは、おりてきた御簾によって彼の姿が遮さえぎられたあとだった。

「今……」

　ゆらゆらと余よ韻いんに揺ゆれる御簾に煽られるように、鼓こ動どうが速くなっていく。ひやりとした汗あせが背中を伝うのに、指先が震ふるえた。

「どうしよう」

　なにもかも見み透すかすような黒々としたまなざしに自分が映っていたことを思いだせば、ぎゅっと心臓が冷たい手で摑つかまれたような気がした。

　──大だい丈じよう夫ぶ……あんなことぐらいで、ばれたりしない。

　騒さわぐ胸を静めるように、必死に自分に言い聞かせる。

　それでも震えの止まらない手の甲こうへ、ひらり、と溶とけることのない雪のように、一枚の花弁が舞いおちてきた。
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　ざっざっと荒あらく地面を踏ふむ音が、徐じよ々じよに近くなってくる。

　行ぎよう儀ぎ悪く、簀すの子こ縁えんから足を投げだすようにして腰こしかけ、庭を眺ながめていた少女は、そちらへと顔をむけたが慌てる素そ振ぶりもない。

　普ふ通つうなら御簾を隔へだてたむこう側、さらには几き帳ちようや屛びよう風ぶといった仕切りを立てかけた部屋の奥にあって、人前に姿を晒さらすなどあり得ない年ごろの娘むすめが、だ。

「茜あかね！」

「保やす秋あき」

　建物の陰かげから姿を現すなり呼び声をあげた青年に、少女はいつもどおりの笑え顔がおで応こたえた。

　なんのことはない。近づいてくるのがだれだかわかっていたのだ。

　そもそも正せい殿でんから離れた屋や敷しきの西の端はしの、人ひと気けもないあたりにくる者などかぎられている。足音にも聞き覚えがあるとくれば、今さらとりつくろう必要もなかった。

　もともときつい目元をさらに吊つりあげ、保秋がこちらにむかってくる。その緋あけの袍ほうに冠かんむりといった出仕姿に、茜は双そう眸ぼうを瞬またたかせた。

「宮中からそのままきたの？　太た郎ろう君ぎみならおいでにならないみたいだけど……」

「太郎君って……時とき明あきらさまはおまえの兄貴だろうが」

　太郎君とは所謂いわゆる一家の長子のことをいうが、兄きよう妹だいで呼びあうにはいかにも他人行儀だ。

　保秋はそんな内心もあらわに顔を顰しかめた。が、すぐにはっとしたように「んなことより！」と茜へと一層つめよった。

「おまえ、入じゆ内だいするってほんとか!?」

「……は？」

　唐とう突とつな言葉に、茜は目を丸くした。

　ジュダイってなんだっけと考えかけ、次の瞬間、まさか！　と思わず吹きだす。

「ないない、あるわけないじゃない」

「けど、内大臣有あり明あきら公の女むすめって……」

「姉よ」

　さらりと告げた事実に、今度は保秋が呆ほうけたような表情で「は？」と呟つぶやいた。

「だから、帝みかどのもとにあがられるのは、姉さま──照しよう子こよ」

「あっ、ああ」

　姉の名をあげれば、彼はようやく合が点てんがいった様子で肩かたから力を抜ぬいた。

「──そっか。そーだよな。おまえのわけねえよな」

「なんかひっかかる言い方だけど……まあ、帝のお妃きさきさまになりたいとも思ってないし」

　茜は苦く笑しようして、髪かみを一ひと房ふさ指にからめた。

「保秋が言うことも、もっともだしね」

　緑の黒髪と言われるように、まっすぐ艶つややかで黒々とした髪がもてはやされる世にあって、その髪は陽ひに透すかせばきらきらときらめく薄うすい茶色をしていた。

　目は大きすぎず切れ長なのが美しいとされるが、ぱっちりとした大きな瞳ひとみは、これまた人と比べて薄い色をしている。

　肌はだの色さえ、今のように人目を忍しのんで外へでている分、抜けるように白い肌とは言いがたい。

　早い話が、ことごとく都人が好む容姿に反しているのだ。

　自分では、髪が陽に透けるさまは綺き麗れいだし、大きな目も愛あい嬌きようがあるんじゃないかと思っている。それに、ずっと部屋に閉じこもっているのは息がつまった。

　しかし、世間の考え方は違ちがう。事情がなかったにしても自分が選ばれるわけがないのだ。

　暗にそう告げる茜に、保秋はぎょっと目を瞠った。

「ばっ、オレは別に、んな意味で言ったわけじゃ……！」

「うん、保秋に悪意がないのはわかってる」

　慌てたように言い募つのる彼に頷うなずいて、「だから、それはいいんだけど……」と茜はどこか困ったように笑みを浮かべた。

　彼女の様子に、唇くちびるを開きかけては閉じ、うろうろと視線を彷徨さまよわせていた保秋がつと眉まゆをよせた。

「──どうか、したのか」

「う、ん……」

　一見すると不ふ機き嫌げんそうな保秋を茜は思案げに見上げた。

　彼とはお互たがいが成人の儀ぎを迎むかえる前からの知りあいだ。この、ころころと表情が変わる幼おさな馴な染じみの顔色を読むのには長たけている。

　保秋の顔にいらだちにも似た案じる色を認め、茜は小さく苦笑した。

　こんなに喜き怒ど哀あい楽らくが激しくて、人々の思おも惑わくが渦うず巻まく宮中で無事に務めをはたせているのかと、余計なことが心配になってくる。

　──けど、こういう保秋がうまくやってるんだもの。

　茜は話を聞かされた時から胸に宿っている不安をなだめながら、

「おい、茜」

　痺しびれを切らし、今度こそいらだった顔つきになった保秋にことの次し第だいを説明すべく、おもむろに口を開いた。




　もうそこまで迫せまった部屋を前に、茜はそっと息を吐はきだした。

　──一体、なんの用だろ。

　殿とのがお呼びでございます、と有う無むを言わさず寝しん殿でんへと連れてこられたが、心あたりがまるでなかった。

　ほとんどと言っていいほど訪おとずれたことのない正殿の空気はよそよそしく、どうにも居い心地ごこちが悪い。おまけに、常つね日ひ頃ごろから自分をいない者として扱あつかうあの人の呼びだしなど、いい予感はしなかった。

　あの顰め面つらは見ていて楽しいものではない、と記き憶おくにある顔を思いだしていた茜は、耳に届いた咳せき払ばらいにはたと顔をあげた。

　ここまで先導してきた女性が、あげられた御み簾すの脇わきに控ひかえ、冷たくこちらを睨にらんでいる。そのまなざしは『待たせるとはなにごとか』とあからさまに告げていた。

「あ……」

　まずい、といつのまにか止まっていた足を慌あわてて動かす。

　しかし、急せいているからといって足音をたてるなど論外だ。ますます視線が尖とがったものになるだけでなく、すぐそこにいるだろう人物の不興を買うのは間違いない。

　それでもできるかぎり急いで簀子を進んだ茜に、女は苦む一いち瞥べつをくれた。

「これだからあやかしは……人の礼儀を知らぬ」

「──ッ」

　聞こえよがしに呟かれた不ふ穏おんな響ひびきに、さっと表情がこわばる。

　けれど、女はそんな茜の様子を歯し牙がにもかけず前へむき直ると、御簾のむこう──母も屋やの奥へと声をかけた。

「失礼いたします。お呼びの者、参りましてございます」

　一いつ拍ぱく置いて、ぱちん、と扇おうぎの鳴る音が響いた。続いた「とおしなさい」という声に、茜はこわばりを解くように深く息を吸いこむと、ゆっくりと正面へと進みでた。

　余計な勘かん気きをこうむらないよう指先にまで神経を使い、小こ袿うちぎの裾すそを払はらって母屋へむき直ると膝ひざを折る。

「──お呼びとうかがい、参りました」

　奥の畳たたみに、脇きよう息そくへもたれかかるように座した男の姿を一いつ瞬しゆんだけ目に留とめ、床ゆかに指を添そえて頭をさげる。強い視線がこちらを射い貫ぬくのを感じた。

「……こちらへ」

　冷ややかな促うながしに、茜は面おもてをあげて立ちあがると母屋を囲む廂ひさしの間へと歩を進めた。

　改めて座り直そうとした時、

「茜あかね！」

　立てかけられた几帳を押し退のけるようにして、横合いから飛びだしてきた人ひと影かげがあった。すがりつくように袖そでをひかれたかと思うと、きつく手を握にぎりこまれる。

「茜、茜はついてきてくれるわよね？　わたくし、一人では恐おそろしくて…っ」

「!?……姉、さま？」

　予期せぬ出来事に、茜はぎょっと身を退ひいた。それでも、放さない、とばかりに手を握る人物を見下ろせば、零こぼれおちそうな雫しずくをたたえたぬばたまの瞳と目があった。

　女性ならだれもが羨うらやむような長く艶やかな黒髪を振ふり乱し、抜けるような白い肌は高こう揚ようのためかうっすらと上気している。普ふ段だんは赤く可愛かわいらしい唇からはすっかり血の気がひき、かすかに震ふるえているのがわかった。

　みっともない、と眉を顰ひそめられてもおかしくない姿だが、今にも消えてしまいそうな儚はかない風ふ情ぜいとあいまって、えもいわれぬ色いろ香かをかもしだしていた。

「……姉さま、どう──」

「照子」

　いつも御簾の奥でおっとりと微笑ほほえんでいる、普段の彼女からは到とう底てい考えられない行動に、どうしたのかと問いかけようとして、割ってはいった声に反射的に続きを吞のみこむ。

　こちらの手にとりすがった照子もまた、ぴくりと身体からだを震わせ、ゆるゆると正面へ顔を巡めぐらせた。

「お父さま……」

「内大臣家の姫ひめともあろう者が、はしたない真似まねは止やめなさい」

　言っていることは厳しいものの、その声は柔やわらかい。自分にむけられた冷ややかさは欠片かけらもなく、しようのない、と言わんばかりの声こわ音ねには愛いとしさが滲にじんでいた。

　さわり、と胸の奥が細さざ波なみ立つ。

　一方の照子はといえば、叱しつ責せきに怯ひるみながらも諦あきらめきれない様子で「でも……」と茜の手を自らの胸むな元もとへとひきよせた。

「それは今から私が話をするところだ」

　戻もどりなさい、と屋や敷しきの主あるじが告げるのに、控えていた女たちがすすっと照子をとり囲んだ。

「さあさ、姫さま。こちらへ」

「殿の仰おおせですよ」

　口々に言いながら、しっかと握った茜の手をやんわりと、しかし確固たる手つきではずさせる。そのまま抱かかえられるようにして、照子はもといた几き帳ちようの奥へと連れ戻されていく。

　事情が吞みこめないまま啞あ然ぜんと見送っていると、うって変わって刺さすような視線を横顔に感じた。

　茜ははっと我に返ると突つっ立ったままになっていた膝を折り、正面へと姿勢を改めた。値ね踏ぶみするようにじっとりと注がれるまなざしに、そわそわと身み動じろぎそうになるのを、ぐっとこらえる。

　──姉さまの様子も変だし……なんなの？

　ここへくるまではなにを言われるのかと気が進まなかったが、こうなると叱責だろうとなんだろうと早くなにか言ってほしくなる。

　そんな茜の心中を読みとったように、ぱしっと扇を打つ音が響いた。この家の主人であり、茜と照子の父親である有明のそれに、室内の空気がぴんと一層張りつめた。

「──このたび、御ご譲じよう位いがあったことは知っておろう」

「……はい。殿におかれましても、ご昇しよう進しんおめでとうございます」

　さも当然のように投げられた問いとも言えない問いかけに、茜は慎しん重ちように顎あごをひく。

　家の者たちが声高に囁ささやき（？）あっていたのを耳にした覚えがある。

　先の帝みかどはあまり身体の丈じよう夫ぶな方ではなかったらしく、早々に退位を決めると、帝の位を立派に成長した東とう宮ぐうに譲ゆずり、院の御ご所しよへと移られたらしい。新しい御み代よのはじまりに伴ともない、政まつりごとをとりしきる宮中でも新たな人事がおこなわれ、大だい納な言ごんであった父も内大臣へと昇進した。

　左右大臣に次ぐ地位を得ることになった主に、さすがは摂せつ関かん家の流れを汲くむ殿さまよ、今きん上じよう帝ていの覚えもめでたくこの家も安あん泰たいだと、祝い事の準備に家人たちが走り回っていたのは、つい最近のことだ。

　だが、それと自分が呼ばれたことに一体なんの関係があるのだろう。

　茜が内心首を傾かしげていると、有明の顔つきが一ひと際きわ厳おごそかなものになった。改めてなにかを告げようとした口元に、一瞬、誇ほこらしげな笑えみが閃ひらめく。

「それに伴い宣せん旨じがくだされ──おそれ多くも、照子の入じゆ内だいが決まった」

「！」

　告げられた内容に息を吞むのと同時に、さきほどの笑みの意味を悟さとる。

「それでは、姉さまは……」

「主上おかみの女によう御ごとして内だい裏りへ──後宮へあがる名めい誉よを賜たまわったのだ」

　茜は思わず照子のいる几帳の方を見やっていた。

　女御といえば帝の妃きさきにあたる地位だが、帝のご寵ちよう愛あいをうければゆくゆくは皇后にまで上りつめることができる。男皇み子こをもうけることができたら、国母になることも夢ではない。

　そうなれば家は安泰、父や兄も確固たる地位を築くことができる。父の言うとおり、この上ない名誉だった。

「……それは、祝しゆう着ちやく至し極ごくに存じます。当代一の美び姫きと名高い姉上ならば、立派にお務めをはたされることでしょう」

　貴族の娘むすめは家族以外の人前、特に異性の前に顔を晒さらすことは、宮仕えなどの一部の例外を除いてまずないと言っていい。男性に顔を見せるということは、すなわち『結けつ婚こん』を意味する──とまでは言いすぎだが、それに近いものがある。

　とはいえ、年ごろの娘の噂うわさというのは自然と広まるものだ。

　だれの目から見ても美しく成長した照子は、家族にとっても仕える者たちにとっても自じ慢まんの種で、成人の儀ぎである裳も着ぎをすませる前から都ではちょっとした有名人だった。おまけに、屋敷で開かれる観月や管かん弦げんの宴うたげなどで披ひ露ろうされる、彼女の琴ことや和歌の腕うで前まえがすばらしいと人々は感かん嘆たんしきり。

　おかげで、照子に対する殿との方がたからの求婚の文ふみがひきもきらない状じよう況きようだった。

　しかし、娘の結婚の最終的な決定権は父親にある。

　有明は帝の覚えもめでたいと評判の公達きんだちからの求婚にすら首を縦には振らなかったが、こういうことだったのか、と今ごろ都中のだれもが思っていることだろう。

　──でも、そっか……だから、姉さまはあんなにとり乱してるんだ。

　祝いを述べて頭をさげながら、茜はそっと顔を顰しかめた。

　たしかに、照子は今一番の后きさいがね──もっとも皇后に近い女性と言ってもいいだろう。

　けれど、それはまわりが勝手に言っていることだ。当人はいたっておっとりした性格で、きらびやかな栄えい誉よよりも、花や月を愛めでては琴を爪つま弾びき、絵巻物の世界に想おもいを馳はせるような平へい穏おんさを好んでいる。

　今ごろ、帝の女御に選ばれる名誉や宮中のきらびやかさよりも、欲望と陰いん謀ぼうが渦うず巻まく中、帝の寵を競きそって争うことへの恐ろしさに戦おののいているに違ちがいない。

　加えて、もうひとつ、小さくはない問題があった。

「そこで、だ」

　そのことに思考が及およびかけた時、あたりに響ひびいた重々しい声に茜ははたと身を固くした。

　照子の入内のことを言うためだけに、わざわざ呼ばれるとは思えない。だとしたら、次に続く言葉こそが呼ばれた理由のはずだ。

「おまえにはお付きの女によう房ぼうとして、照子とともに内裏へあがってもらう」

「！　わたしも、内裏に!?」

　驚おどろきのあまり、伏ふせていた顔をあげる。

　女房とは、貴人の傍そばに仕える女性のことだ。宮中においては女官を意味する。ようは、照子の側そば仕づかえになって一いつ緒しよに後宮へいけと言っているのだ。

「だけど、わたしは──」

　とっさに素すで答えかけ、むけられた鋭するどい眼光に口を噤つぐむ。射るようなまなざしは『そんなことは言われるまでもない』と告げていた。

「照子の望みとあれば、しかたがない」

「ね、茜は一緒にきてくれるでしょう？」

　渋しぶ々しぶといった父に、すがるような響きを帯びた姉の懇こん願がんが続く。

　しばしの間硬こう直ちよくしていた茜は、静かに息を吐はきだすといつのまにか握にぎりこんでいた手を開いた。そうして、ゆっくりと再度頭こうべを垂れる。
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「……かしこまりました」

「茜！」

　すかさずあがった喜色の滲んだ声を聞きながら、茜は小さく苦く笑しようした。

　これは、いいか、という確かく認にんではない。命令だ。自分に拒きよ否ひする権利などはなからない。

　にもかかわらず、こんな風に喜ばれるといいことをしたようで、複雑な気持ちになる。

　満足げに、というよりさも当然と頷うなずいた有明は、話は終わりだとばかりに扇おうぎを鳴らした。

「さあ、これでいいだろう、照子」

　暗に退室を促うながした父に、照子は「お父さま、ありがとうございます」と安あん堵どした様子で言いおいて、辞去する。

　さわさわといくつもの衣きぬ擦ずれが遠ざかっていく気配に、自分も……と続きかけた茜は、ぱしっと再び耳を打った音に動きを止めた。

「──わかっているだろうな」

　なにを、とは問わず顔をあげた茜を、有明は冷ややかに見み据すえた。

「本来なら表にでることなどなかった身だということを」

　突きつけられた言葉に、すうっと身体からだが冷える。わかっていても、何度聞いても、この冷や水を浴びせかけられるような心地ここちだけは変わらなかった。

「藤ふじ原わらの有明公の子は一男一女……心得ております」

　唇くちびるを嚙かみ、茜は続く語を吞のみこんだ。──お父さま、と。

　そう呼ぶことは許されていないのだ。いないはずの──照子と茜の二人を産んでまもなく儚はかなくなった母とともに、亡くなったはずの自分には。

　実際、生まれてすぐ母方の祖母である尼あまのもとに預けられた茜は、七つのころまで都から離はなれた地で育てられ、照子の存在はおろか、父の顔さえ知らなかった。その祖母が亡なくなってはじめて、京にあるこの屋や敷しきに足を踏ふみいれたのだ。

　理由のひとつとして、照子と茜が姉妹は姉妹でも双ふた子ごだということがあった。

　この時代、双子は忌いみ子とされ、いい印象を持たれない傾けい向こうにある。貴族としての体面を慮おもんぱかった有明は、先に生まれた照子だけを娘とした。

　だがもうひとつ、父が茜の存在を世間から隠かくす、大きな理由があった。

「照子だけなら、あれは死なずにすんだ。不名誉な噂が密ひそかに囁かれるようなこともな」

　吐き捨てるように呟つぶやいて、有明はひたと茜を睨にらみ据えた。

「しかと身の程ほどをわきまえよ。これ以上の不名誉はまかりならぬ。おまえのようなものが照子の妹だと知れれば、あれの傷になるだけではない。我が内大臣家の行く末にも影えい響きようを及ぼすことになるのだと、固く肝きもに銘めいじよ」

「はい」

　刺さされた釘くぎに言葉すくなに頷く。

「あのことさえなければ、いくらあれの願いとはいえ、耳を貸さなかったものを……」

　諦あきらめといらだちまぎれの溜ため息いきに混じった呟きが、父の本音を伝えてくる。それでも照子のわがままを受けいれなくてはいけない、わけがあるのだ。

「おまえに求めることは、ただひとつ──そこのところを心しておけ」

　言い捨てた有明が、面めん倒どうそうに手を振ふる。さがれ、という意味だ。

『ひとつ』だけでも認められることが嬉うれしいという思いと、それだけのためにわがままがとおる姉を羨うらやむ気持ちを抱かかえながら、茜は今度こそ父の前を辞した。







「──というわけで、わたしも姉さまのお付きとして内裏にあがることになると思う」

　肝かん心じんなところははしょって、心細さを覚えている姉についていくのだと説明した茜に、

「それならそうと、さっさと言えばいいだろ」

　保秋は動どう揺ようしたのを誤ご魔ま化かすようにそっぽをむいた。

　その横顔を、茜はしみじみと眺ながめた。

「ほんと、変わらないなぁ」

『なに泣いてんだ？　おまえ一人か？　なら、オレが一緒に遊んでやる。だから泣き止やめよ、鬱うつ陶とうしい』

　はじめて出会った時にかけられた言葉は、今でも耳の奥に残っている。

　優やさしかった祖母を失った悲しみも癒いえぬ間に連れてこられた見知らぬ屋敷は、ひどくよそよそしく、だれもが腫はれ物に触さわるように茜に接した。はじめて会う父や兄姉の存在が嬉しかったのも束つかの間、同じように喜んでくれた照子以外は自分をほとんどいない者として扱あつかい、近づくこともままならない。

　そんな寂さびしさに耐たえかね、庭の片かた隅すみで泣いていたところへやってきたのが、兄の遊び相手の一人として有明邸ていを訪おとずれていた彼、橘たちばなの保秋だった。

「……なにがだ？」

　聞き咎とがめた保秋がこちらを見たのに、茜は小さく笑った。

「ううん。いっつもつんけんしてて、意地悪で、でも面倒見がいいところは変わらないなって。そういえば、よく『変な色だ』って髪かみの毛ひっぱって泣かされたよね」

　そうしてこちらが泣きだすと慌あわてふためいて袖そでで顔を拭ぬぐってくる──そんな少年だった。

「なっ……んな昔のことは、覚えてねえよ！」

　都合が悪いことは、こうして誤魔化そうとするところも変わらない。

　それでも照子以外に自分を見てくれる保秋の存在が嬉しくて、嫌きらいになどなれなかった。お互たがい成人した今でも大切な幼おさな馴な染じみだ。

「そう？」と笑いを零こぼした茜は、なじんだ景色に目を細めた。

「でも、保秋はこうやってわたしのこと気にかけてくれるから……『筒つつ井い筒づつ　井い筒づつにかけし　まろがたけ　すぎにけらしな　妹いも見ざるまに』なんて寂しいもの」

　歌をひきあいにだして胸のうちをあかせば、保秋がぐっと眉まゆをよせた。

「なんだ、それ」

「なにって伊い勢せ物語にでてくるんだけど、読んだことない？　昔、井い戸どの囲いと比べあっていた私の背も、長く貴女あなたと会わないでいる間にすっかり大きくなりました──って幼馴染みに求きゆう婚こんする時に、主人公が詠よんだ歌」

「幼馴染みにって…っ、オレが知るかよ、そんなもん！」

「そんなもん、って……」

　目元を赤くしたかと思うと急にいきりたった保秋に驚いていると、彼は口早に続けた。

「そ、そもそも物語なんてもん、女の読むもんだろうが！」

「……それでよく宮中勤めが務まってるね。教養のうちじゃない？」

「るせぇよっ、だいたいそれってあれだろ、在あり原わらの業なり平ひらが主人公だとか言われてるやつ」

　あんな色いろ狂ぐるいと比べるな、とますます渋じゆう面めんを深めた保秋に、茜の笑えみが苦く笑しように変わった。

「色狂いって……天下に名だたる色男も、保秋にかかると形無しって感じ」

　在原業平は歌か仙せんと称たたえられるほどの歌の名手だったが、同じくらい美男だったことで有名だ。時に、入じゆ内だいの決まっていた藤原家の姫ひめを攫さらって逃にげるほど──結局は捕つかまって連れ戻もどされるのだが──恋こいに奔ほん放ぽうで、数々の浮うき名を流した色男でもある。

「ほんとのことだろーが」

　そんな男と比べられるなど心外だ、と保秋の顔にははっきりと書かれている。

　口は悪くても心根がまっすぐな彼は、恋から恋へと渡わたり歩く世の男性たちとは違ちがい、きっと恋をしたら一いち途ずにそのだれかを想おもうのだろう。変わっている、と人から笑われることになったとしても。

　そんな、人とはすこし違った者同士だからこそ、二人の仲は続いてきたとも言える。

　しかし彼でさえ、茜が照子の双子の妹だとは気づいていなかった。

　話に聞く照子と容よう貌ぼうが違いすぎることもあるだろう。また、兄の時明にうっかり自分のことを尋たずね、ひどく嫌いやな顔をされたことがあるらしい。有明がよそに作った身分の低い女の子どもをひきとったと思っているようだった。

　裏を読まず、噂うわさにも疎うといあたりは、一途と言えば一途、単純と言えば単純な彼らしい。

「てか、んなことよりも！　いつなんだよ」

　もうこうやって会うこともできなくなるのだろうか、と寂しさを覚えていたところへ急に振られ、茜は目を瞬またたかせた。

　だがすぐに、内だい裏りにあがる時期の話だと思いいたる。

「正式にはまだだけど……春の中なか頃ごろかな」

「そうか……けどよ、外の世界ってやつに触ふれてみるのもいいんじゃねえの」

　こちらが保秋の顔色を読むのに長たけているのと同じく、彼もまた自分の様子から内裏へあがることを喜んでいないのを察したのだろう。加えて、この家に茜の居所がないことも知っているから、そんな励はげましを投げかけてくる。

「外の世界、か」

　なにも照子だけが宮中へいくことを恐おそれているわけではない。

　表が華はなやかであればあるだけ、きっと裏にはどろどろとした闇やみが渦うず巻まいているのだろう。そう思うと、秘密を抱えている身としては不安を覚えずにはいられない。

　けれど保秋が言うように、こことは違う世界があることも、またたしかだ。

　──……宮中にいけば、歌についてだって、もっと色々学べるかもしれないんだ。

　茜がここにひきとられてよかったと思えるひとつが、『歌』との出会いだった。

　この屋敷にきたばかりのころ、父に照子のように自分を見てもらいたい一心で、手習いなどの教養を彼女の傍かたわらで必死に磨みがいた。義務感のようなそれらの中で、ただ『歌』だけが違った。

　響ひびきや言葉の美しさが、きらきらと輝かがやいて見えた。知れば知るほど奥深い世界へと、瞬く間に魅みせられていったのである。

　宮中では、歌うた合あわせなる歌を競きそう会が、折にふれ設けられると聞く。その様子を垣かい間ま見みるだけでも、いく価値があると思えた。

　──それに、ここにいてただ衣食住の面倒みてもらってるより、わたしで役にたてることがあるなら……姉さまの力になれるなら、その方がいいじゃない。

　見方を変えた途と端たん、内裏へあがることがどこか楽しみになってくるのだから、我ながら現金なものだ。

「──うん、そうだよね」

　人のことは言えない単純さで口元を綻ほころばせ、保秋を見上げた茜に、彼はちらっと目をむけたあと慌てたように再び視線をそらした。

「ま、どうしてもって言うなら、様子を見にいってやらねえこともねえよ」

　早口でうそぶいた保秋に、自然と笑みが深まる。くしくもそのことで寂しさを覚えたばかりの胸が、どうにもくすぐったい。

「うん、『どうしても』」

「そ、そうか。なら、しょうがねえな！」

　いってやるよ、と渋しぶ々しぶとは言いがたい調子で胸を張った幼馴染みを仰あおぎながら、茜は大だい丈じよう夫ぶだと小さく頷うなずいた。

　彼もいてくれる。そもそも一女によう房ぼうのことなど、気に留める者がそうそうあるはずがない。ましてや、その秘密を暴あばこうなどとはだれも思わないだろう。

　照子が自分を必要としてくれるなら、できるかぎりのことをするだけだ。




　そうして慌ただしく準備を進める日々はあっという間にすぎ──しかるべきよき日に、茜は照子ともども後宮へと足を踏ふみいれることになったのである。
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　朱す雀ざく門もんを正門に据すえた、皇居や諸官庁の所在する宮城のことを大だい内だい裏りと言う。

　その中心にして、帝みかどの住まわれる宮きゆう廷ていが内裏だ。

　宮中とも禁きん裏りとも称しようすその場のさらに奥向き、帝の常の御ご座ざ所しよである清せい涼りよう殿でんの後方にあり、皇后や女によう御ごたち妃きさき、さらには彼女たちに仕える女房らが住まう殿舎を総称し、後宮と言うのである。




「周す防おうどの！」

　うしろからあがった男の声に、廊ろうを歩いていた茜はいくらか間をおいてから、はたと気づいたように足を止めた。しかし振ふり返ることもなく、すぐにまた歩きだそうとして、

「お待ちください、周防どの」

　追ってくる足音とともに袖そでをひかれた。

　そのなれなれしさに思わず眉を顰ひそめる。とはいえ、邪じや険けんに払はらうわけにもいかず、茜は面おもてを伏ふせがちにして渋々身体からだのむきを変えた。

「……急いでおりましたので、お声に気がつかず失礼をいたしました」

　なにごともなかったように立ち去ろうとしたことなど、感じさせない素そ振ぶりで頭をさげる。

「ああっ、これは申しわけない。でしたら一いつ緒しよに、」

「どのようなご用でしょうか」

　わざとらしく声をあげた男の言を遮さえぎるようにして問いかければ、かすかな舌打ちが返る。いかにも忌いま々いましげなそれに、一層眉み間けんの皺しわが深くなるのが自分でもわかった。

　──呼ばれた時すぐ気づいてたら、捕まらずにすんだかな……。

　あとちょっとだったのに、と茜は廊の先に見える麗れい景けい殿でんへ肩かた越ごしにちらりと目をやった。

　麗景殿──十二ある後宮の殿舎のうちのひとつで、この春、女御として入じゆ内だいした照子に与あたえられた御ご殿てんである。それに伴ともない、照子は『麗景殿女御』と称されるようになっていた。

　後宮にはほかにも、今きん上じよう帝ていが東とう宮ぐう時代に入内した桐きり壺つぼの女によう御ごや先帝の妃などが住まわれているため、殿舎の名で呼ばれるのが通例となっているのだ。

　照子とともに後宮にあがった茜もまた、麗景殿内に局つぼねと呼ばれる部屋を賜たまわり──といっても、几き帳ちようや屛びよう風ぶで仕切られているだけの空間だが──『周防』という女房名を与えられていた。

　宮中においては本名を呼ばれることはほとんどなく、慣れない茜にはなかなかなじめない。だからこそ、男に呼ばれた時も反応が遅おくれ、逃げ損そこねてしまったのだが……。

　──なんで宮中にきて早々、こんな目に。

　うんざりとした気持ちで、そっと溜ため息いきをつく。

　ほかの女房たちから用を言いつけられ、他所よそへ出向くことも多い茜は、最近妙みようにこの男につきまとわれていた。

「つれないことを……男が女に会いにくる理由など、ひとつしかないではありませんか」

　口ではこうして意味深なことを言いながらも、こちらを見る目はあきらかに見下している。

　にもかかわらず、親しげに声をかけてくる目的はただひとつ──照子だ。

　──わたしを利用して麗景殿に近づいて、あわよくば美び姫きと名高い姉さまの姿をひと目見れたらとか思ってるんだろうけど、おあいにくさま。

　ちょっと口説けばなびくと思ったら、大おお間ま違ちがいだ。

「……用がないようでしたら、失礼いたします」

　茜は男の手を振り払うようにして踵きびすを返した。そのまま足早に歩き去ろうとしたところで、

「待てよッ」

　荒あらい声とともに、くっと身体がうしろへとつんのめった。装束の裾すそを踏みつけられたのだ。

「っ、なにを」

「こっちが下した手てにでればつけあがりやがって」

　あまりに乱暴なふるまいに目を尖とがらせて見返ると、男がさきほどまでの愛あい想そのよさとはうって変わった形相でこちらを睨にらみおろしていた。

「この自分がわざわざ声をかけてやってるものを！　あそこの女房でなかったら、だれがおまえのような不器量な女…っ」

「……それは、申しわけありません」

　だれもそんなことは頼たのんでない、と喉のど元もとまでせりあがってきたのを吞のみこんで、頭をさげる。

　だが、声に滲にじむ嫌けん悪お感かんまでは拭ぬぐい切れなかったらしい。男はかっと面を怒いかりに染めた。

「なんだ、その態度は！　つべこべ言わず、黙だまって言うとおりにしてればいいものをッ」

　その勢いのまま、摑つかみかかるように男の手が伸のびてくる。

「──っ」

　反射的に身体を返して逃にげをうつが、踏まれたままの裾に阻はばまれる。

　それでも、こんな男にいいようにされてたまるかとあがく茜の頰ほおを、ふわり、とうしろから風がなでた。ついで、視界が陰かげる。

「なっ……源みなもとの」

　男からあがった驚おどろきの声に、ぱっと振り返った茜の目に緋あけ色いろが飛びこんできた。

「……え？」

　眼前の出来事に瞬またたく。

　自分と男の間に割ってはいる形で、緋の袍ほうをまとった腕うでが男の手を摑み止めているのだ。

　とっさに保秋の姿が脳のう裏りに浮うかぶが、すぐに違うと気づく。こちらに背をむけて立つ青年の横顔は、保秋とは似ても似つかなかった。その端たん整せいな顔立ちは、見る者の視線を離はなさない一方で、うかつに声などかけられないさえざえとした冷たさをまとっていた。

「──これは一体なにごとか、とお尋たずねしても？　三さん条じようどの」

「こ、これは…っ」

　表情と同じくらい冷ややかな声こわ音ねに、男は振り払うようにして摑まれた自分の手を戻もどした。

「そ、そこの女房が礼れい儀ぎを知らぬゆえ、すこしばかり注意を……」

「礼儀、ですか」

　男の言に、青年はちらっと視線を下へおとす。それに気づいた男は、慌あわてて茜の装束の裾から足をどけた。

「ともかくっ、貴き殿でんがとりたてて気に留めるようなことではない。失礼する！」

　言い捨てて逃げるように立ち去っていく男を、茜は啞あ然ぜんと見送った。

「──おい」

「え……あっ、はい」

　変わり身の早さに呆あつ気けにとられているところへかかった声に、はっと我に返る。

　そうだ、お礼を……と青年へと目を戻して、どきりとする。さきほど見た横顔に違たがわぬ冷然としたまなざしが、肩越しにこちらを見下ろしていた。

「申しわけ──」

「周防と言ったか」

　開きかけた唇くちびるは、しかし礼を口にする前に遮られる。

「どこの女房か知らないが、あれは質たちがよくないことで有名な男だ。余計な騒そう動どうをひき起こしたいのでなければ、隙すきを見せるのはよすことだ」

　青年は淡たん々たんと言いおくと、男のあとを追うように廊を歩きだす。

　ついそのまま見送りそうになって、茜は慌てて去っていく背中にむかって声を投げた。

「あのっ、ありがとうございました！」

　それにも振り返るどころか足を止めることもなく、角を曲がって見えなくなった姿に、

「……あ、名前」

　今さらながらに、助けてもらって名前も聞いていないことに気づく。

「だれだったんだろ」

　男が彼の名らしきものを口にした気もするが、あの時はそれどころではなかったため、よく覚えていない。格好からして武官らしい、ということしかわからなかった。

　──なのに、むこうがわたしの呼び名を知ってたってことは、あの男に声をかけられたのを見て、なにかあったらって用心してくれてたってことだよね。

　でなければ、あれほど都合よく助けが現れるとは思えない。

　気がついたそれに、ますます失礼をしてしまったと茜は肩かたをおとした。

「にしても……周防、か」

　耳に残る、彼が口にした名の響ひびきに、胸の奥で寂さびしさが疼うずく。

「姉さまも、人目のあるところでは『周防』だしね……」

　照子も父や一緒にきた乳母めのとから、自分と姉妹であることを公おおやけにしないよう固く言い含ふくめられているらしい。『茜』と口にしかけては『周防』と言い直している。

　そうして違う名で呼ばれるたびに、『茜』という存在が薄うすれていくような心地ここちがした。

「……だけど、郷ごうに入っては郷に従えって言うもんね」

　慣れたらそれもまた自分だと思えるようになる、と気をとり直して、麗景殿へと戻ろうとした時だった。

「茜」

　控ひかえ目な、けれどはっきりと聞こえた声に、茜ははっと足を止めた。寂しさを覚えていた胸に計ったように滑すべりこんできたそれに、慌てて周囲を見回す。

　すると、麗景殿の方から足早にこちらにむかってくる人ひと影かげがあった。

「やすっ、じゃなくて、右う兵ひよう衛えの佐すけさま」

「おい、大だい丈じよう夫ぶか？」

　ひさしぶりに目にした懐なつかしい面おも影かげに思わず顔をほころばせた茜とは裏腹に、険しい表情をした保秋が近づいてくる。

「大丈夫かって……なに急に、どうしたの？」

「今、なんか男にからまれてただろうが」

　いらだった目つきで睨まれ、気づく。おそらく彼は遠目に今のやりとりを見かけ、心配して駆かけつけてくれたのだ。

「ありがとう。なんでもなかったから、大丈夫」

　保秋の気き遣づかいが嬉うれしくて、自然と笑えみが深くなる。そんな茜に、彼はどこか決まり悪げに目をそらした。

「そ、それならいいんだけどよ。……あっ、元気にやってたか」

「うん。や……右兵衛佐さまも元気だった？」

　照れくささを誤ご魔ま化かすように変えられた話題に小さく笑って頷うなずけば、ふと保秋の表情に微び妙みような険が浮かんだ。

「？　どうかした？」

「──さっきも思ったけど、なんだ、その呼び方」

「え、なにって……間違ってた？」

　茜は戸と惑まどいながら武官姿をした保秋を見つめた。

　保秋は兵衛府──主に内だい裏りの外回りを守衛する武官の役所であり、左右二つあるうちの右兵衛府で長官に次ぐ役職を得ている。だから、右兵衛佐と呼んだのだが……。

「なんで名前で呼ばないんだって言ってんだよ」

　焦じれたように言い直した彼に、そういうことか、と納なつ得とくしながらも茜は眉まゆ尻じりをさげた。

　貴族といってもぴんからきりまでだが、帝みかどの住まう清涼殿にあがることを許されない地じ下げ人にんとは違い、保秋は昇しよう殿でんを許された殿てん上じよう人びとであり、立派な上位貴族だ。人目のないあの屋や敷しきでならともかく、宮中で呼び捨てるなどできるはずがない。周囲に人がいないように見えても、どこから見られているかわからないのだ。

　困った顔の茜に、彼自身も事情はわかっているのだろう。いかにもしょうがないといった様子で、「まあ、いいけどよ」と話を切り替かえた。

「ところで、宮中での生活はどうだ、すこしは慣れたか？」

　それを申しわけなく思いながらもほっとしつつ、茜は苦く笑しようを返した。

「ようやくね」

「ほんとかよ？」

　どこか疑わしそうな保秋の目が、どうせなにかやらかしているだろう、と物語る。

　ぶっきらぼうながらも気遣ってくれる彼に胸が温かくなるのを感じつつ、茜は、失礼な、と憤ふん慨がいしてみせた。

「仕事はちゃんとやってます！……人間関係には、まだちょっと慣れないけど」

　けれど、つい続けて零こぼれた弱音に、保秋はさもありなんとばかりに二、三度首しゆ肯こうした。

「おまえ、ずっと一人だったもんな。──それに後宮ここだって、勢力争いと無む縁えんじゃねえし」

　後半は低められた声音に、茜もまた深く頷いた。

　父や兄どころか使用人にも遠巻きにされていた内大臣邸ていと違ちがい、新しい環かん境きようでなら仲良くできる人がいるのでは、と期待していた部分があった。

　しかし、照子付きの女によう房ぼうたちは皆みな実家の息のかかった者たちで、照子の乳母が目を光らせている。そんな状じよう況きようで親しくなるなど無理だったし、ならば別のところの女房たちと……というのも簡単ではなかった。

「ほかの殿舎の人たちにとったら、まわりは帝の寵や力関係を争う競争相手で、新しくはいってきた女によう御ごなんて、邪じや魔ま者もの以外なにものでもないしね。麗景殿女御付きの女房っていうだけで、目の敵かたきにされてるくらい」

「ま、ぼちぼちやってくこった。たまにならオレもきてやるし……」

　視線をはずしながらぼそりとつけ足された言葉に、茜はそういえばと目を瞬またたかせた。

「右兵衛佐さまはどうしてここに？　まさか、わたしの様子を見るためにきたわけじゃ──」

「ちげーよ！　オレは時明さまの供で…っ」

　言い終わらないうちに、ものすごい勢いで否定される。啞然としつつ、茜は小首を傾かしげた。

「太郎君の？」

「だから、時明さまは……って、いや、悪い」

　はたと口を噤つぐんだ保秋が、しきり直すようにひとつ咳せき払ばらいをする。

「ああっと、なんだ、こちらの女御さまにご機き嫌げんうかがいにいらしたんだ。オレはその供だ」

　そういうことか、と得心する。兄が姉に対面している隙を縫ぬって、自分を探してくれたのだろう保秋に、持つべきものは幼おさな馴な染じみだと嬉しくなる。

「わざわざ……、？」

　約束を守ってくれた礼を言おうとした茜は、ふと空気が色めきたったような気がして、そちらへと顔を巡めぐらせた。麗景殿の方だ。

「どうしたんだろ」

「ああ、なんかすこしざわついてんな。物ぶつ騒そうな感じはしねえけど」

　場所が場所だけに、保秋も思案げに眉をよせた。

「わたし、ちょっと見てくる」

　照子になにかあったのだろうかと思うとおちつかず、足をむけかけ──「あ、そうだ」と保秋にむき直る。

「今日は、ありがとう」

「別に。たいしたことじゃねえし。──じゃ、またな、茜」

　そっけなく言いおいて一足先に背中をむけた彼に、茜の口元には知らず知らずのうちに笑みが浮うかんでいた。

「茜、だって」

　ひさしぶりに呼ばれた名に、自分という存在に息い吹ぶきが吹きこまれたような心地がする。どうやら自分で思っていた以上に心細かったらしい。

「ありがと」と遠ざかる背に呟つぶやいて、茜もまた足早に麗景殿へと戻もどった。

　照子がいるはずの母も屋やへ近づくにつれ、騒さわぎというほどではないものの、おちつかない空気が漂ただよっているのがわかった。

　茜はすこし迷ったあと、近くの御み簾すの隙すき間まからするりと中へ滑りこんだ。廂ひさしには幾いく人にんかの女房が控えていたが、一様になにかに気をとられた風で、こちらに気づく様子もない。

　──なにがあったんだろ？

　華はなやいでいるような、それでいておろおろしているような、なんとも言いがたい雰ふん囲い気きだ。

「──ともかく、明日だ。わかったな」

　そこへ几き帳ちようのむこうから聞こえてきた声に、茜はことの原因を悟さとった。

「太郎君か……にしても、なんだか機嫌が悪そうだけど」

　遠ざかっていく衣きぬ擦ずれを耳にしながら、ご機嫌うかがいにきて機嫌が悪いとはどういうことかと首を捻ひねる。

　そもそも、いくら兄きよう妹だいとはいえ相手は帝の妃きさきだ。敬うべき相手であり、あんな態度をとるはずがないのだが……と思っているところへ、密ひそやかに交かわされる囁ささやきが聞こえてくる。

「こちらの御お方かたさまの御心をお慰なぐさめするためだなんて、なんと光栄なこと。月明かりに浮かぶ桜は、さぞや美しいことでしょう」

「ええ、本当に。けれど、肝かん心じんの女御さまが……」

「でも、無理もないわ。あの方がご一いつ緒しよでは……」

　意味深なやりとりに、茜は思わず口を挟はさんでいた。

「あの、明日、なにか……花見の宴うたげでもおこなわれるんですか？」

「まあ、さっきのを聞いていなかったの？　そうよ、慣れない宮中でおすごしの女御さまをお慰めするために──」

　とうとうと説明しだした女房が、振ふりむきざまにぴたりと口を噤んだ。さっと面おもてに畏い怖ふを滲にじませると、こちらから距きよ離りをとるように身をひく。ほかの女房たちも似たような反応をしながら、袖そでで覆おおった口元をよせあい、囁きを交わしあう。

　その様子に茜はそっと息をつくと、しかたない、とこれ以上聞きだすのを諦あきらめて奥を見やった。

　──ようは、歓かん迎げいの宴が開かれるってことみたいだけど……太郎君や彼女たちのさっきの会話からすると、姉さまは参加したくないと思ってる……？

　知り得た情報を頼たよりに導いた推察を肯こう定ていするように、奥から憂うれいを孕はらんだ照子の声が届いた。

「ねえ……本当にでなくては、だめ？」

　沈しずんだ調子からして、よほど参加したくない理由があるらしい。

　しかし、そんな照子を傍そばに控ひかえていた乳母めのとが一いつ蹴しゆうした。

「当然でございましょう！　主上おかみのお声こえ掛がかりで開かれる、姫ひめさまのための宴なのですよ。ご本人がおられないでどうします」

「でも……」

「でも、もなにもございません。高たか倉くらの御み息やす所どころのことなど気にせずともよろしいのです」

　鼻息も荒あらく乳母の口からでた名に、耳をそばだてていた茜はなるほどと苦笑した。

　高倉御息所・徳とく子こ──先の帝みかどの妃であり、今きん上じよう帝ていに替わって東とう宮ぐうの位につかれた高たか良ら親王の実母にあたる人物だ。登とう華か殿でんに居をおき、登華殿の君とも、父親が高倉の小路に屋敷を構えることから高倉御息所とも呼ばれている。

「今でこそ東宮のご生母という立場におられますが、それも先の帝にはほかに男皇み子こがおられなかったからというだけのこと。元はといえば、たかが更こう衣いではありませんか。女官の身からの成りあがり者、女御として宣せん旨じを受けて入じゆ内だいされた姫さまとは格が違います。ご実家の権勢からいっても姫さまの方が格段に上。相手にするまでもございません」

　自分で自分の言うことに気が昂たかぶっていくのか、どんどん声こわ高だかになっていく乳母自身、相当腹に据すえかねているのが伝わってくる。

「まあ、無理もないけど」

　更衣といえば、同じ妃でも女御より地位が低い。それでも産んだ男皇子が次期帝の位についたことで相応の扱あつかいを受けるようになったのだが、これが権利欲の塊かたまりのような女性だった。

　なまじ容色に優すぐれている分高飛車で、東宮の生母であることを盾たてに、まるで後宮の主あるじのようにふるまっていた。本来その地位にあるはずの皇太后、今上帝の生母であり、先帝の皇后であった方は、儚はかなくなられてひさしいだけになおさらだ。

　そんな彼女へ、照子が入内してから挨あい拶さつを遣つかわしたところ、「使いごときですませるとはなにごとか！」と怒ど鳴なりこんできたのだ。相手の剣けん幕まくと突とつ然ぜんの驚おどろきで声もなかった照子に、

「こちらから出向いてさしあげたのに、一言もないとは……見目がすこしばかりよろしくても、挨拶もまともにできない方など、たかが知れておりますわね。せいぜい化けの皮が剝はがれないよう、お気をつけあそばせ」

　などと自分を棚たなにあげて言い放ったのは記き憶おくに新しい。

　以来、徳子は麗景殿において蛇だ蝎かつのごとく嫌きらわれていた。特に直接攻こう撃げきにあった照子は顕けん著ちよで、『御息所』と聞くだけで、顔を青ざめさせるほどだ。

　──あの様子からすると、明日は高倉御息所も参加するってこと？　それを知って嫌いやがってる、と。

　聞こえてくる会話から、そう推察する。

　照子の気持ちはわからなくもない。だが──

「ここで姫さまがお出ましにならないなど、それこそあの方の思うつぼです。主上におかれましても、含ふくむところがあるのではないかと余計な詮せん索さくを招くことになりかねません」

　茜の胸中を代弁するように憤ふん然ぜんと告げた乳母が一転、「姫さま」と労いたわるような声つきで照子へといざりよる気配がした。

「御息所とのやりとりは、わたくしめにお任せくださればよろしいのです。姫さまが直接相手をなさる必要などございません。主上もご臨席なさる公おおやけの場、あちらも御簾や几帳をとり払はらってのりこんでくるような真似まねはしますまい」

　周囲が固かた唾ずを吞のんで見守る中、乳母のなだめ諭さとす声が続けた。

「姫さまは花を愛めで、琴ことなどご披ひ露ろうなさればそれでよいのです」

「無理よ……あの方がいると思うだけで、震ふるえて指など動かないわ。今だって、ほら」

　震える指先をかざした照子が、その手を胸むな元もとでぎゅっと握にぎりこむ。

「それに、もし、宴の席で歌を求められたりしたら……」

「なにを気弱なことを。ご心配にはおよびません、そのために殿とのがつけてくださったのではありませんか」

「お父さまが？……あ、そうだ、そうだわ！」

　乳母の言葉に、照子がぱっと顔をあげた。

　青白かった面に赤みがさすのを遠目にも認めた瞬しゆん間かん、なぜだかひやりとしたものが走り、茜はふるりと背を震わせた。

「あか……いえ、周防！」

　照子の口からでた名に、その場にいた幾人かがちらちらとこちらをうかがい見る。

　──なんだろう……嫌な予感しかしないんだけど。

　頼りにされるのは嬉うれしいし、これが自分の役目だとわかっている。けれど、照子の表情によぎった感覚が声をあげるのを躊躇ためらわせた。

　そうこうする間にも、きょろきょろと周囲を見回す照子と目があった。

「周防！」

　顔を輝かがやかせた照子とは反対に、目をそらしたくなるのをかろうじてこらえる。

　部屋中の視線が自分へ突つき刺ささる中、茜は奥へと歩を進めた。

「……お呼びでしょうか」

　女によう御ごと女によう房ぼう、立場の分だけ距離を空けて膝ひざを折った茜が頭をさげようとするのを遮さえぎるように、色いろ鮮あざやかな装束が目に飛びこんできた。空けた距離をものともせずすがりついてきた照子が、強く手を握り締しめてくる。

　その覚えがありすぎる状じよう況きように、なんとはなしに話の先が見えてくる。

「周防がわたくしの代わりに宴にでてくれればいいのよ」

　やっぱり──。

　思ったとおりの展開に、茜は零こぼれかけた嘆たん息そくを無む理り矢や理り胸の奥へと吞みこんだ。
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　──で、結局こうなるのね……。

　御み簾す越しに繰くり広げられる月下の宴を目に留とめながら、茜は緊きん張ちようでひきつる口元を扇おうぎで覆い隠かくした。

　内だい裏りの正せい殿でんである紫し宸しん殿でんの南だん庭ていに植えられた桜は、今が盛さかりと咲さき誇ほこり、月明かりと焚たかれた篝かがり火びにほの赤く浮うかびあがっている。「美しい」の一言では表せないほど幽ゆう玄げんな景色だったが、今の茜には楽しむ余よ裕ゆうなどなかった。

　──けど、こうなったからにはやりとおさないと……疑われるわけにはいかないんだから。

　ずらりと居並ぶ殿てん上じよう人びとたちに、目の前には公く卿ぎようと呼ばれる特に位の高い者たちが顔を揃そろえている。当然、父有明の姿もあった。

　そして、中央に設けられた席には帝が悠ゆう然ぜんと腰こしをおろしていた。

　顔はしかとわからないものの、御簾越しにその影かげを垣かい間ま見みるだけでも息がつまる思いがする。

　そんな中で、本来照子がいるべき場所に、当の本人の姿だけがなかった。

「……姉さま、大だい丈じよう夫ぶかな」

　まさか倒たおれるなんて、と茜は口の中で呟つぶやいて、憂う吐と息いきを零した。

　あのあと──照子が告げた身代わり云うん々ぬんは、「莫迦ばかなことをおっしゃいますな！」という乳母の一いつ喝かつによって呆あつ気けなく退けられた。

　しかし、もともと内向的な性格である照子は、御息所のことがなくても宴うたげ自体が気き鬱うつだったのだろう。準備も終え、あとはお呼びがかかるのを待つばかりという段になって、血の気を失って倒れてしまったのだ。

　あとはもう大おお騒さわぎだ。

　主しゆ賓ひんが欠席するなど、あり得ない。それも直前になってなど、女御としての照子の評価にもかかわってくる。

　だからといって揺ゆさぶり起こして連れていくわけにもいかない。

「……しかたがありません。周防、あなたが代わりを務めなさい。幸い、声だけは姫ひめさまと似ていますからね。なにかしら発言を求められても、御簾越しであれば誤ご魔ま化かせるでしょう」

　ひとしきり騒いだあと、だされた結論がそれだった。

「わたしが!?　待ってください！　声はともかく、容姿は似ても似つきません。顔は扇で隠せても、この髪かみはどうしようも……」

　力になれることならなりたいが、どだい無理がある。設けられた室にはいってしまえば御簾と几き帳ちようでなんとかできても、移動中は完全に姿を隠しとおすなどできないし、不自然だ。

「移動は、姫さまと背格好の似た者にやらせます。あなたはただおとなしく座って、どうしても必要な時にだけ受け答えをすればよいのです」

　そうして、突とつ如じよ襲おそった予定外の事態に、こうなったら、と腹をくくってこの場に座ることになったのだが──。

「どうかされたか、麗景殿の」

　御簾のむこうからかけられた静かな、それでいて重じゆう厚こう感のある声こわ音ねに、茜はびくっと扇を握る手に力をこめた。

　耳にするだけでひれ伏ふしたくなるような風格に満ちた声──帝みかどだ。

「今こ宵よいの月も花も一段と美しいのはそなたが見るからであろうに、当のそなたがなにやら気け色しきがすぐれぬ様子」

　気乗りがしないか、と御簾越しにもこちらの空気を察したらしい問いかけに、まずいと慌あわてる。ささいな雰ふん囲い気きも気に留めるほど照子が寵ちよう愛あいを受けているということなのかもしれないが、ばれはしないかとひやひやしている自分にとっては余計なお世話だ。

　とはいえ、そんなことが言えるはずもない。すぐ隣となりから、移動に際して照子の代わりを務めた彼女の乳ち兄きよう弟だいである小こ鶴づるが、早く誤魔化せとばかりに睨にらみつけてくる。

「とんでもございません」

　控ひかえ目に口を開きながら、茜はどう言い抜ぬけようかと考えを巡めぐらせた。その時、泳がせた視線の先に映ったものに、これだ、と閃ひらめく。

「桜を背に舞まわれる頭とうの中ちゆう将じようの舞まいがすばらしく……しばし、酔よいしれておりました」

　折しも、帝直々に指名をうけた公達きんだちの一人が舞を一差し献けん上じようしているところだった。

　とっさに口からでた言い訳だったが、事実彼の舞は闇やみに浮かぶ桜の趣おもむきとあいまって目もあやな風ふ情ぜいで、侍はべる女房たちもうっとりと溜ため息いきを零している。

　頭中将、名を藤ふじ原わらの朱あけ貞さだという彼は、氏が示すように摂せつ関かん家、藤原一門の御おん曹ぞう司しだった。

　彼の叔母おばが先帝の皇后であり、今上帝とは従兄弟いとこ同士の関係にあたる。当然帝の覚えもめでたく、蔵人くろうど所どころの実質的な責任者である蔵人くろうど頭のとうと左さ近こん衛え府ふの中将を兼けん任にんする、今もっともときめく公達と言っても過言ではない。

　その肩かた書がきのみならず本人も大層な色男ぶりで、女房たちの視線は舞より舞い手本人に奪うばわれている気もするが、それはそれだ。

　──あ……でも、『女御』がほかの男の人に気をとられたなんて、まずかった？　だけど、舞がって言ったし、大丈夫、だよね？

　今さらのことにはらはらして帝を横目でうかがうが、特に気分を害した様子は伝わってこない。

「なるほど……さすがは頭中将といったところよ」

　むしろ、「見事であった」とちょうど舞を終えた相手に褒ほう美びを与あたえるさまに、茜はほっと胸をなでおろした。

　──気を抜かずに、なんとかやりすごさないと。

　御簾があるからといって油断はできない、と気をひき締め直す。

「──たしかにさすがですね。都一の美び姫きと名高い女御さままで虜とりこにしてしまうとは……」

　にもかかわらず、混ぜ返すように御簾のむこうからよこされたからかう声に、茜は肩を揺らがせた。

「兵ひよう部ぶの卿きよう宮のみや」

「主上おかみも心こころ穏おだやかではいられないことでしょう」

　帝の呼びかけに、うっすらと匂におうような笑えみを浮かべて楽しげに告げたのは、先帝の異母弟だった。

　叔父おじとはいえ、帝と十ほどしか違ちがわない男盛りで、兵部卿というほぼ名ばかりの職にあって、恋こいや芸事にいそしむ風流人として知られている人物だ。

　そんな兵部卿宮の、まるで煽あおるような物言いに、茜は恨うらみがましい思いで扇を持つ手に力をこめた。

　──なんで、今ここでそんな余計なこと…っ

　これでまた帝から矛ほこ先さきをむけられたら……と冷や汗あせが滲にじむような心地ここちで息をつめる。

　だが、帝はそんな戯ざれ言には慣れているのか、「まあな」と笑みを閃かすと、思案げに脇きよう息そくへよりかかった。

「ならば、手て柄がらを頭中将に一人占じめさせておくわけにはいくまい。だれぞ、ほかに女によう御ごを楽しませてくれそうな者は……」

　独り言のような呟きに、居並ぶ人影たちがそわそわと身み動じろぐ。おそらく、彼のあとなどごめんだと思っているのだろう。

　その気持ちはよくわかった。見目でも舞い手としても比べられることなど目に見えている。

　ゆるりと巡らされた帝の首が、一点で止まった。

「──蔵人くろうどの少将」

「……はっ」

　呼ばれた公達が、帝へと身体からだのむきを変えてかしこまる。

「笛を」

　短く命じた声に、周囲、特に女によう房ぼうたちがざわめく。

「かしこまりました」とだれもが嫌いやがるだろう指名に淡たん々たんと応じて進みでてきた彼に、あっと声をあげかけ、茜は慌てて口元を押さえた。

　──あの人……！

　それは、昨日からまれていたところを助けにはいってくれた、例の公達だった。

　改めて見る彼は、なるほど、女房たちが騒ぐのも無理はない形姿をしていた。

　すらりとした肢し体たいはともすれば貧弱に見えがちだが、武官らしいしなやかな力強さを感じる。それでいて優美な所作は貴族の子息にふさわしく、歩いているだけで目がひきつけられた。

　なにより、篝かがり火びに照らしだされた面おもてが、女性たちの溜息を誘さそうのだ。

　切れ長の双そう眸ぼうに、すっとした鼻筋、形のよい唇くちびるは冷たくひき結ばれ、炎ほのおの陰いん影えいもあいまってどこか作りものめいた雅みやびやかさをまとっていた。同時に、ひどく近寄りがたい冷ややかさをも感じさせる。

　頭中将の華はなやかな容よう貌ぼうが思わず見み惚とれてしまうものだとしたら、こちらは息を潜ひそめて見入ってしまうような、そんな風貌だった。

「……あれは？」

　近くの女房が息を殺すようにして隣へ問うた声に、「知らないの？」と同じく囁ささやきが返す。

「蔵人の少将、源みなもとの雅まさ雪ゆきさまよ」

　──源、雅雪……たしか、父方は宮家の血筋で、母方は摂関家の流れを汲くむ……。

　茜は聞こえてきた名に、宮中にあがるに際して叩たたきこんだ知識をひっぱりだした。

　血筋はいいものの、権勢という点では摂関家全ぜん盛せいの時代にあってはやや弱い。それでも帝の近きん習じゆうである蔵人の職と、禁中の警備を司つかさどる左近衛府の少将を兼任しているからには、出世道を順調に進んでいるのだろう。見るかぎり、今上帝にも目をかけられている。

　となれば、上司の頭中将と並び、公私ともに今をときめく公達と見て間違いない。案の定、

「源の……では、あれが噂うわさの？」

「ええ、『銀しろがねの少将』さまよ。あの見る者をひきつける美しい容貌とは反対に、素そっ気ない態度と歯に衣きぬ着せぬ物言いで人をよせつけないさまから、いつしかそう呼ばれるようになったらしいわ」

　ひそひそと交かわされるやりとりからは、隠かくしきれない憧あこがれがほの見えた。

　届かないからこそ焦こがれる、女性たちにとってそういう存在らしい。

「銀の少将、か」

　昨日のことを思いだしながら、嚙かみ締しめるように口の中で呟つぶやく。

　あちらこちらで囁きが囀さえずる中、少将は笛をとりだすと臆おくすることなく口元にあてた。

　一呼吸おいたあと、笛から零こぼれでた音色に、茜はほうっと息を漏もらしていた。

　冷たい印象のある彼からどんな寒々しい音が響ひびいてくるのかと思いきや、うっとりと耳を傾かたむけてしまうような艶つやがある。

　どこかそら恐おそろしくも魅み入いられずにはいられない、今夜の桜にはぴったりの妙みよう音おんと言えるだろう。

　──……ううん、違う。

　演奏に耳を傾けるうち、知らぬ間に閉じていた双眸を開いて、茜はひたりと雅雪を見つめた。

　周囲の様子など気にした風もなく、目を伏ふせがちにして演奏に心を注いでいる。その姿にはさきほどだれかが言ったように、人をよせつけない冷れい艶えんさがある。

　しかし、奏かなでる音色に、月に照らされた立ち姿に、匂いたつような色気が滲んでいた。

　銀というのは名にある『雪』から連想されたのだろうが、彼をただ冷たく輝かがやくだけの金属に喩たとえるのは違う気がした。

　同じ白でも──

「──『銀』というより、『花』だわ」

　花は花でも、桜ではない。名前のとおり、もっと白い、梅の花だ。

　春とはいえ、まだまだ寒さの厳しい中、雪とも見まごう花をひっそりと咲さかせ、気品ある芳ほう香こうをまとう──彼の姿は、そんな白梅の花を思わせた。

　知らず知らずのうちに口から零れていた言葉が自分の耳に届き、茜ははっと我に返った。

　呟き程度のものだったはずだが、だれもが雅雪の笛に聞き入り、静まりかえっていたためか思いのほか響いたらしい。同席していた女房たちが揃そろってこちらを見ていた。

　そのまなざしの刺とげ々とげしさに、しまったと思ってもあとの祭りだ。

　漂ただよった不自然な沈ちん黙もくに、外には漏れないだろうくらいのささやかな笑いがおちた。

「まあ、女御さま。少将を花に喩えるお心ばえ、さすがでございます。たしかに少将のお姿は今こ宵よいの桜に勝まさるとも劣おとらないもの……ですけど、ねえ？」

「ええ、たしかに美しいお姿……けれど、桜と言うには少々華やぎが」

　口々に褒ほめると見せかけて、最後は広がらないよう声を低めて茜を腐くさす。なにより彼女たちの目が、こちらを嘲あざ笑わらっていた。

　あの冷たい麗れい容ようを、春の代名詞とも言える華やかな桜に喩えるなど、どういう感性をしているのかと告げていた。

　ここにいるのは照子ということになっているから表だって莫迦ばかにはしてこないが、その分、余計なことを……という忌いま々いましげな雰ふん囲い気きがひしひしと伝わってくる。

「……」

　茜は無言のまま目を伏せると、扇おうぎの下でそっと溜ため息いきをついた。

　──この場で『花』と言ったら、そうとられてもしかたないんだけど……。

　雪を梅の花に見立てることは、その逆もあわせ、同じ『白』という色合いから歌ではよく使われる手法だ。題材としてはありきたりと言ってもいい。

　少将の名を考えたら『花』が桜ではないとわかりそうなものだが、今日は観かん桜おうの宴うたげ。勘かん違ちがいしても無理はない。

　──それを指し摘てきするのも、風ふ情ぜいがないし。

　わざわざ説明してまで思い違いを正すのは、桜と笛の音のすばらしさの前では無ぶ粋すいでしかない。彼女たちも恥はじをかかされた、賢さかしげでいやらしいなどといらだちを募つのらせるだけだ。

　そう考えて、茜は黙もくして時がすぎるのを待つことを選ぶ。

　が、それをよしとしない人物がいた。

「──あら、麗景殿の方はおもしろいことをおっしゃるのね」

　御み簾すで仕切られた隣となりから、笛の音をかき消すように甲かん高だかい声があがった。

　──この声……！

　耳にした瞬しゆん間かん、ぐっと眉み間けんに皺しわがよった。麗景殿の女房たちも揃って顔を歪ゆがめる。

　この時ばかりは、茜も彼女たちも心はひとつだっただろう。──厄やつ介かいな人物に捕つかまってしまった、と。

「……おもしろい、でございますか」

　だれのせいだ、と横目で茜を刺さしつつ、小鶴が『女御』に代わって応こたえる。

「銀の少将が『花』だとか……わたくしにはとてもとても思いつきませんもの」

　ほほほっと笑いながら、おさめようとした話題をそうはさせじと混ぜ返してきたのは、高倉御息所だった。

　茜自身の呟きが聞こえたのか、御簾の近くに控ひかえていた自分の女房から耳打ちされたのかはわからないが、いたぶる好機だと食いついてきたらしい。

　──こういう時のために、自分など……とか殊しゆ勝しようなこと言って、ここに陣じん取どってたってわけね。

　本来なら、高倉御息所──徳子はこことは帝みかどを挟はさんで反対側、東とう宮ぐうのために設けられた座に同席するのが普ふ通つうだ。彼女の性格からして、自分の地位を示す絶好の機会とばかりに嬉き々きとしてそうするだろうに、と思っていたら、やはりこういうことだったのだ。

　狙ねらった機会は逃にがさない貪どん欲よくさに、呆あきれるより感心してしまう。

　とはいえ、この程度の嫌いやみですむとは思えないが……と身構えていると、ぱん、と手をあわせる音がした。

　──きた。

「そうだわ。ぜひ、一首詠よんでみてくださらないこと？　今宵の景色を……少将と花を題材にして。ねえ、皆みなも聞きたくはないこと？」

　噂に聞く腕うで前まえを披ひ露ろうしてもらいたい、と女によう房ぼうたちを巻きこんではやしたてる徳子に、こちらの女房たちは苦い顔だ。

　だが、騒さわぎを聞きつけたのか、居並ぶ者たちも「それはぜひ聞きたいものだ」と互たがいに目め配くばせしあっているのがわかる。近くに座っていた有明も同調するように頷うなずきつつも、その表情は硬かたかった。ちらりとうかがうようにこちらに視線を投げてくる。

　こうなってしまったら、歌を詠まないわけにはいかない。断ったりすれば、照子の評判に傷がつき、徳子にますます攻こう撃げき材料を与あたえることになる。

　小鶴も、早くなんとかしろ、と目でせっついてきた。

「少将と花……」

　茜は、御簾の奥の騒ぎなど素知らぬ顔で演奏を続ける雅雪を改めて見やったあと、軽く目を瞑つむった。焼きついた風景と、それを表現するための言葉を、脳のう裏りに巡めぐらせる。

　──これは、すこし強ごう引いん？　でも、悩なやんでる暇ひまもないし……ままよ！

　こういう席では出来の善し悪あしもさることながら、いかに早く応えられるかという点も求められる技量だ。

　意を決して瞼まぶたをあげた茜は、深く息を吸いこんだ。




　春の日に　あらそひかねて　しろがねの　桜の花は　咲き初そめにけり




　控えめな、けれどよくとおる澄すんだ声が、歌を詠みあげる。

　笛の音により添そうように耳に届いたそれに、ほうっといくつかの感かん嘆たんがおちた。

「春の暖かな日ざしに逆らえず、咲きも散りもしないはずの銀でできた桜の花が、薄うす紅べにに色づいて咲きはじめた、か……なるほど、咲き初めに、桜が咲きはじめたと、銀が桜の色に染まるの二つの意味をかけたか」

　独りごちるような帝の言葉をきっかけに、歌と笛の妙みように酔よっていた人々が、次々と口を開きはじめた。

「いやはや、見たままの風景を詠まれたようでいて、なかなか深い。春の日とは……」

「まったくですな。『日』は太陽の神である天あま照てらす大おお神みかみとその子孫であられる皇室を意味する語。さらには、『春の日』で『春日かすが』を連想させる。春日といえば、藤原氏が守り神とする春日大社のある地で、彼かの一族を象しよう徴ちようする言葉ですからな。だとすると──」

「さよう。『春の日』とはすなわち、藤原氏から先帝へと嫁とつがれた母君をお持ちの『今上帝』のことを暗示しているに違ちがいありませぬ」

「春の日には逆らいかねて銀しろがねの花が咲く……つまり、今上帝には『銀』と噂うわさされる蔵人くろうどの少将も抗あらがえない。帝のご威い光こうによって少将の普ふ段だんとは違う一面を見ることができた、というわけですな」

　少将や桜を称しよう賛さんすると見せかけて、帝の威光を称たたえる──高倉御息所の振ふりに要求以上に応えてみせた麗景殿女御に、人々は感心しきりだ。

　あわよくば恥をかかせてやろうと目もく論ろんだ徳子は、鼻白んだように押し黙だまったまま、一言もない。それどころか、衣きぬ擦ずれの音がしたかと思うと荒あら々あらしく床ゆかを踏ふみ鳴らす音が聞こえてきた。「御お方かたさま!?」「御息所さま、どちらへッ」と悲鳴じみた制止の声とともに、ばたばたといくつもの気配が遠ざかっていく。

　どうやら、思うとおりに運ばなかった展開に憤ふん慨がいし、怒いかりに任せて退席してしまったらしい。

「……まあ、挨あい拶さつもなく、なんと無礼な」

「まったく、無粋だこと。これだから……」

　そんな隣の様子に眉まゆを顰ひそめて囁ささやきあう麗景殿の女房たちだったが、声にも顔にも喜色が滲にじんでいる。図はからずもやり返すことができたのが楽しくてしかたないらしく、茜にもよくやったとばかりに目配せを送ってくるほどだ。

　茜はといえば、やりこめたことを喜ぶでも、彼女たちに調子がいいと呆れるでもなく、ただただほっと胸をなでおろしていた。

　めだたないようやりすごすつもりが、迂う闊かつな一言でとんだ騒そう動どうになってしまった。

　──あとは、平へい穏おん無事に終わりますように…っ

　祈いのるような気持ちで息を潜ひそめていた茜は、ふいに感じた視線にどきりと肩かたを跳はねさせた。

　演奏を終えた雅雪が、こちらを一いち瞥べつしたような気がしたのだ。

　しかし、すぐに背そむけられた顔に気のせいだと言い聞かせる。

　それでなくとも周囲からは興味津しん々しんのまなざしをむけられているのだ。これ以上の厄介事は遠えん慮りよしたい。

　が──このままなにごともなく、という願いを嘲あざ笑わらうような出来事は、このあとに待ち受けていた。

「──楽しい酒にすこしばかり量がすぎたようだ」

　あとは皆で楽しんでほしい、としばらくして帝が席をたち、場が緩ゆるむ。

　宴うたげという雰囲気と酔いも手伝って、めいめいがくつろぎはじめる──だけならまだしも、『女によう御ご』に声をかけてくる者まででてきては、いかに帝が席をはずしたところでほっとできるはずもない。

「いやぁ、さきほどはお見事でした。琴ことのみならず、歌もすばらしいとはうかがっておりましたが、さすがですな」

「ありがとう存じます。主あるじも光栄だと申しております」

　大たい抵ていは小鶴が受け流しているが、突つっこんだことになるとこちらも口を開かざるを得ない。

　なお悪いことに、声をかけてくるのは公く卿ぎようたちで、一いつ時ときも気が抜ぬけない。彼らにとって父は同どう僚りようであると同時に政敵だ。鵜うの目鷹たかの目で隙すきを狙っており、迂闊なことは言えなかった。

　加えて、あまりしゃべると、いくら声が似ていても違い和わ感かんに気づく者がいそうで、気が気ではないのだ。

「女御さまはお疲つかれのご様子ですので、申しわけありませんがこのあたりで……」

　女房たちも同様だったのか、はたまた、父からなにか秘ひ密みつ裏りに指示があったのか、早々に退出を告げる。そこへ待ったをかけた、匂においやかな声があった。

「──おや、もうすこしよいではありませんか。まだほんの宵よいの口、主上おかみに続いて今こ宵よいの主役であるあなたまでとは、寂さびしいことです。それこそ、月が雲に隠かくれてしまうようなもの」

「兵部卿宮さま……」

　聞こえてきた呟つぶやきに、またこの人……とげんなりする。ようやく解放されると思っただけに、なおさらだ。

　しかもそれが、女好きの上、歌にも精通する人物となると、警けい戒かいせずにはいられない。

　なよやかな身のこなしで立ちあがった宮は、

「主上も言っておられたではありませんか。今宵の月と花が一層美しいのは、あなたが見ているからだと」

　吟ぎんじるように告げながら、よろめくような足どりで御み簾すの方へと歩いてくる。

　──もしかして、酔っぱらってる？

　兵部卿宮の言動に、茜はなんとはなしに嫌な予感を覚える。それが現実になるのに、さほどの時間はかからなかった。

「ああ、そうだ。あなたもご覧になるといい、今宵のすばらしい桜を。こんな無ぶ粋すいな御簾越ごしではなく」

「な──っ」

　大おお仰ぎように告げるが早いか、兵部卿宮が御簾に手をかける。思いもよらぬ行動に、中にいた女房たちがいっせいに息を吞のんだ。

　茜もまたぎょっとして、痛いほどに握にぎった扇おうぎを震ふるわせた。

　──まずい！

　このまま御簾を捲めくられたら、この場に麗景殿女御がいないことがばれてしまう！

　まさかこんな暴挙にでる者がいるなどとは露つゆほども思わず、徳子の側には用心して立てかけてあった几き帳ちようも正面にはない。

　兵部卿宮の腕うでが、押しあげるようにして御簾を払はらおうとする。切れ間からのぞいた外の景色に、このままじゃ…っ、ととっさに茜が腰こしを浮うかせかけた時、

「──お戯たわむれがすぎましょう、兵部卿宮さま」

　低く、けれど鋭するどい声とともに、兵部卿宮の動きが止まった。何者かが彼の肩を摑つかんで動きを制したのだ。

　──この声……。

　心臓が痛いほどに早はや鐘がねを打つ中、捲れあがった御簾の隙すき間まから垣かい間ま見みえる、火明かりに浮かびあがった緋あけの束そく帯たいを凝ぎよう視しする。

「……銀の少将、か」

　そんな茜に答えるように、兵部卿宮がどこか残念そうに呟く。

「これ以上酔すい態たいを晒さらされるのはどうかと思われますが」

　いかがか、と銀の少将こと源雅雪が声を尖とがらせるのに、兵部卿宮がふっと溜ため息いきをついた。

「そうだね、君の言うとおりだ。私もいささか酔いがすぎたようだ」

　笑う気配とともに、御簾を持ちあげていた腕がひかれる。

　もう大だい丈じよう夫ぶだ、と茜が胸をなでおろした直後だった。

　突とつ如じよ、ひょうっと一いち陣じんの風が走り抜けた。

　おりかけていた御簾が、ばさり、と大きく捲れあがる。その強さに、控ひかえていた女によう房ぼうたちがいっせいに悲鳴をあげてかばうように袖そでで顔を覆おおった。

　茜もまた反射的に目を閉じ……はっと見開く。

　御簾は!?　と視線をむけたところで、ひゅっと息を吞んだ。

　捲れあがった御簾のむこう、驚おどろいたようにこちらを見る雅雪と目があった。

「……っ」

　吹ふきこんだ花はな片びらがはらはらと舞まう中、見つめあったまま動けなくなる。

　雅雪もまた時が止まったように、目をそらすことなく立ちつくしていた。

　お互たがいにひきあうようにからまった視線を、はらりとおりてきた御簾が断たち切る。

　余よ韻いんに揺ゆれる御簾を茫ぼう然ぜんと見つめた茜は、次の瞬しゆん間かん、どっと冷たい汗あせが吹きでるのを感じた。胸がはち切れんばかりに高鳴りはじめる。

「今……」

　永遠にも思えた一瞬の出来事だった。だが、たしかに雅雪と目があってしまった……。

「どうしよう」

　驚きに染まった切れ長のまなざしが、脳裏に甦よみがえる。
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　まさか、ばれてしまったのだろうか？

　──……ううん、あんなすこしの間でわかるわけない。そもそも、こっち側が全部見えたわけじゃないはず。

　茜としても、見えたのは瞬まばたきにも等しい時間で、彼の姿だけだった。むこうにしても同じはずだ。

　だとしたら、麗景殿女御の不在も、身代わりのことも見抜けるわけがない。彼が自分を覚えていたとしても、見知った女房がいる、それだけのことだ。

　そう、必死に言い聞かせる。

　けれど、湧わきあがってくる震えが止まらない手を、茜は膝ひざの上でぎゅっと握り締しめた。

　そんな血の気の失うせた手の甲こうに、今のが幻まぼろしではなかった証あかしのように、ひらり、と一枚の薄うす紅べに色いろの花片が舞いおちた──。
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『いいですか、茜。人を恨うらんだり、羨うらやんだりしてはなりませんよ』

　優やさしい口調で諭さとすように語りかける声に、茜は（ああ、夢だ）と悟さとる。

　ことあるごとに幼い自分に言い聞かせたこの声の持ち主は、十年近くも前にこの世を去っていた。

『人を呪わば穴二つ──必ず自分に返ってくるのです。だから、いつでも笑っておいでなさい。そうすれば、悪いものなどよってこないものです』

　なぜ自分には父母がいないのか、時折訪おとずれる都からの使者がどうして自分を恐おそれるように避さけるのか。

　わからないこと悲しいことがあって尋たずねるたび、その腕かいなに抱だき締めて告げたものだった。

『あなたの母はあなたを守って亡なくなったのですよ。それをあの子は誇ほこりに思っていることでしょう。あなたの父は……いずれ遠くないうちに会うことになるでしょう』

　覚えておいて、愛いとおしい子。いつでも祖母おばはあなたのことを想おもっていますよ──。




「……懐なつかしい、夢」

　慣れない宮中で苦労してはいないかと、様子を見にきてくれたのだろうか。

　眠ねむりから覚めたあとも夢の余韻に浸ひたって目を閉じていた茜は、

「はい。お祖母ばあさま」

　あのころのように返事を口にすると、今度こそ瞼まぶたを開いた。自然、口元が綻ほころぶのを感じながら、伸のびをしてこわばった身体からだを解ほぐす。

「さ、今日もがんばろ」

　勢いをつけて起きあがり、暗い中でも手慣れた様子で身み支じ度たくを調ととのえていく。

　宮中の、というより貴族たちの朝は早い。夜も明けぬうちに起きだして、内だい裏りに出仕するのだ。当然、女房はそれより先に主あるじのための準備をすることになる。

　茜も、夜は閉じられている廂ひさしの間と簀すの子こ縁えんを仕切る格こう子しをあげたり、照子の朝の支度のために準備をしたりと忙いそがしく動き回る。

　常に女によう御ごに侍はべっているような格が上の女房ともなると、こんな風に立ち働くことはないのだが、特に気にはならない。じっとしているよりも身体を動かす方が自分には性にあっていた。

「だいぶ、日がのぼるのも早くなってきたなぁ」

　日に日に力強さを増していく日ざしに、季節の移り変わりを感じる。桜のころは冷えこむこともあったが、このところは穏おだやかな陽気が続いていた。おかげで寂さびしかった風景も、芽め吹ぶいた新芽や花々で鮮あざやかに色づいている。

　ただそれとは裏腹に、茜自身はあの宴うたげ以降、なかなか気の休まらない日々を送っていた。

「高倉御息所がなにもしてこないのだけが、救いだけど」

　矜きよう持じの高い彼女が逆さか恨うらみをして因いん縁ねんをつけてくるのではないかと、しばらくはひやひやしていたが、これといってしかけてくる様子はなかった。よほど懲こりたのか、虎こ視し眈たん々たんと機会をうかがっているのかはわからないが、藪やぶを突つついて蛇へびをだすこともない。

　宴のことで父からなにか言われるかもしれない、とこちらも密ひそかに案じていたが、それもない。

　問題は、麗景殿女御の『歌人』としての名声が高まったことにあった。

「……みんな物好きというか、暇ひま人じんというか」

　花見の宴は帝みかどのお声こえ掛がかりということもあって、多くの貴族が参加していた。近くで歌を聞いていた公く卿ぎようをはじめ、遠巻きに見ていた殿てん上じよう人びとたちまでもが、今まで噂うわさにしか聞いたことのない女御の実像に触ふれ、にわかに興味を抱いだいたらしい。

　これまでは入じゆ内だいしたばかりということもあっておとなう人もすくなかった麗景殿に、ご機き嫌げんうかがいと称しようして頻ひん繁ぱんに貴族たちが訪れるようになったのだ。

「一度実力を試ためしてやれ」とばかりに、腕うで自じ慢まんから歌まで送られてくる始末だ。

　こうなると茜も無関係とはいかない。

「わたくしは作っていないのに……！」

　自分では対処できない、と泣きついてきた照子の傍そばに侍ることが増え、彼女を補ほ佐さする日々だ。

　けれど一方で、この騒さわぎに胸をなでおろしている自分もいた。

　だれもが宴の時の『女御』を照子だと信じて疑っていない。あの時、ばれてはいなかった、ということだからだ。

「とはいえ、ここでばれたら元も子もないもの。気を抜ぬかないようにしなきゃ」

　一時期の騒ぎは下火になってきたとはいえ、照子の『歌人』としての名が高まりすぎてしまった。ここで違ちがうとばれたら、評判は一気におちるだろう。歌云うん々ぬんだけでなく、照子本人の名めい誉よにも関かかわる。

「今ここで、姉さまの足をひっぱれない」

　茜はちらりと清涼殿のある方へと目を転じた。

　その脳裏に蘇よみがえるのは、あの宴から三日ほどたった朝の出来事だった。




「歌を求められた？──それは、主上おかみに、ですよね？」

　前の晩、帝より夜のお召めしがあり清涼殿へあがっていた照子が戻もどるなり呼びつけられた茜は、思わず聞き返していた。

　むろん、照子が入内してから今までにもお召しはあった。しかし、夜を過ごした後に歌をとり交かわすことはあっても、その場で求められるなどなかったことだ。

　だからつい口を突ついた確かく認にんに、ほかにだれがいるのかと周囲の視線が険を孕はらむ。

　しかし、当の照子は気にするどころではないのか、憂うれう風ふ情ぜいで首しゆ肯こうした。

「ええ……宴の折の見事な腕前をここでもぜひ、とお望みになられて」

「……それで、どうなされたのですか」

　慎しん重ちように問いかけた茜に、照子はゆるゆると頭かぶりを振ふった。

「いくら主上の仰おおせでも、応こたえられるはずがないもの……『今日はこのような身の上ですので、せっかくのお言葉にもお答えすることができません』て」

　かわしてきたのだと、緩ゆるく両腕を開いてみせた姉に、なるほどとっさにしては上手うまい方法だと納なつ得とくする。

　今、照子がまとっている装束は『山やま吹ぶき』と呼ばれる色合いをしていた。

　山吹は黄色の花をつける。そしてこの黄色をだすために、梔子くちなしの実が染せん料りようとして用いられていた。

　それらを踏ふまえた上で、照子は身にまとう『山吹』をひきあいにだして帝の要望を断ったのだ。『山吹』の色から連想される『梔子』に『口無し』をひっかけ、『今日は口がありませんから、お答えすることはできません』というわけだ。

　感心する茜に、ほっとした様子を見せたのも束つかの間、照子はすぐにまた顔を曇くもらせた。

「だけど、次に同じことがあったらと思うと……」

「たしかに……」

　一度なら粋いきな返しだと思ってもらえるが、二度は使えない手だ。

　──にしても、なんで主上はそんなこと言いだしたんだろう。

　よほど宴の時のことが興味をひいたのだろうか。

　それとも……と考えを巡めぐらせていた茜は、ふとよぎった冷れい艶えんな面おも影かげに表情を固くした。

「……もしかして、疑われてる？」

　浮うかんだ可能性に、すぐに頭を振る。

　──そんなはずない。あの人が主上のお傍で姉さまの顔を見たことがあったとしても、あんな一いつ瞬しゆんで別人といれ替かわってるなんて見抜けるはずないもの。そもそも、そんなこと疑ってもないはず……。

　たとえ、こんなことがあったと彼から帝の耳にはいっていたとしても、身代わりを疑われるようなことにはならないはずだ。

　そう思うものの、不安が拭ぬぐいきれない。

　──なんとか、しなきゃ。

　万が一の懸け念ねんを払ふつ拭しよくするためにも、余計な詮せん索さくを招く事態を避さけるためにも、なにか手立てを考えなければならない。照子が言うように同じことがないとはかぎらないのだ。

「……事前にいくつか歌を用意しておく？　でも、場にそぐわなかったらかえって恥はじになるだけだし」

　帝の気分もあれば、季節も移ろう。花ひとつとっても時機をはずしたら……、とそこまで考えて茜は「あ！」と声をあげた。

「周防？　どうしたの？」

　なにやら思案げに呟つぶやいていたかと思えば急に叫さけびをあげた茜に、照子が戸と惑まどったように呼びかけてくる。

「え？　あ……申しわけありません」

　姉の案じるような表情と、周囲からよこされる気味悪げな視線に、己おのれの中にはいりこんでしまっていたことにようやく気づく。

　慌あわてて頭をさげたあと、茜は改めて照子へとむき直った。

「季節の歌などあらかじめ準備しておかれるのもいいでしょうが、どういった場面で求められるかわからない以上、それだけに頼たよるのは心もとありません」

「だったら、どうしたらいいの？」

　頼りなげに瞳ひとみを揺ゆらす照子に、あたりをはばかるように声を潜ひそめた。

「桜は儚はかないから……散るからこそ、美しいとは思いませんか？──そう、おっしゃってみるのはどうでしょう」

「桜は、散るから美しい？」

「はい。咲さかぬ花にはまだかまだかと焦こがれもしますが、いつまでも咲いているようでは興きよう醒ざめだとは思われませんか、と」

「ああ……つまり、歌を桜に喩たとえるというわけね？」

　照子の不思議そうな顔が、得心したものに変わる。茜はあいづちを返した。

「宴の折に詠よんだ歌も桜を扱あつかいましたから、主上でしたらそれで言わんとするところは察していただけるかと」

　ようは『常に要望に添そっていては歌の面おも白しろみも半減、主上のわたくしへの興味も薄うすれてしまわれるのでは？　それを恐おそれるがゆえに、そのお望みにはお応えしないでおきます』と遠回しに告げるのだ。

　一歩間違うと不興を買いかねないが、宴えん席せきでの帝の様子を見たかぎり、面白がりこそすれ、不ふ機き嫌げんになることはないだろう。

　こう言っておけば、顔をあわせるたびに歌を求められることもなくなるだろう。もっとうまくいったら、『咲かぬ花』として興味をひくことができる。──もちろん、まるで応えないままでは興味をひくどころか、なくされかねないので、注意が必要だが。

　──その分、期待が高まるのも避けられないんだけど……。

「よかった！　さすがは周防ね」とこれで解決とばかりに喜んでいる照子には礼で応えながら、胸の中で呟く。

　それでも面とむかって求められるよりは、文ふみを介かいして歌を交わす方が手のうちようがある。そうやって対処していくしかないだろう。

　宴うたげの弊へい害がいとも僥ぎよう倖こうとも知れないなりゆきに、晴れやかに微笑ほほえむ照子とは対照的に、茜は密ひそかに表情をひき締しめた。




　あれから、桜の花もとうに散り、青々とした葉を茂しげらせるほどの時がすぎたが、どうやら宴での出来事は僥倖となり得たようだ。

　あのあとも帝みかどより夜のお召しがあっただけではなく、殿舎にもお渡わたりがあった──らしい。

　そういう時は席をはずさせられるどころか、局つぼねにこもっていろぐらいの雰ふん囲い気きのため実際目にしたことはない。しかし、お召しにしてもお渡りにしても麗景殿全体がそわそわとおちつかないため、すぐ察しがつく。

　照子によると例の誤ご魔ま化かしも上手くいったらしい。その上でこの状じよう況きようということは、帝としても本格的に彼女に興味が湧わいたということだろう。

「このままご寵ちよう愛あいが続けばいいんだけど」

　気をひいた理由がなんであれ、照子自身の魅み力りよくで帝の寵を得られればささいな問題にすぎない。

　姉自身の幸せのためにも、家のためにも、うまくいってもらいたい。そのための力になれればいい。

　茜はこの時まで、どこか他人ひと事ごととしてそう思っていた。

　遠からず、あの助言が火の粉になって降りかかってくるなどと、夢にも思っていなかった。
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「それでは失礼いたします」

　礼をとってしずしずと退室した茜は、ふうっと息をついた。

　訪ねたのははじめてではないが、違ちがう殿舎に足を踏みいれるのはやはり気を遣つかう。照子の使いとしてであればなおさらだ。

　──桐壺女御さまは穏おだやかな方だけど、それとこれとは別だしね。

　桐壺女御は名を聖きよ子こと言い、ここ淑し景げい舎しやに住んでいる。この殿舎の庭に桐きりが植えられているのが桐きり壺つぼの名の由来だ。

　桐壺女御自身、先の帝の姪めいであり、皇室の血をひく宮家の姫ひめなのだが、高倉御息所のように照子を目の敵かたきにすることもない。むしろ、入じゆ内だいしたばかりの照子を気き遣づかい、折々に文や差し入れをくれるほどだった。

　そんな主の人ひと柄がらを示すように仕える女によう房ぼうたちも気のいい人たちが多かったが、だからと言って緊きん張ちようしないわけではない。

　用がすんだら長居は無用とばかりにきた道をひき返そうとした茜は、ふと気づいたそれに足を止めた。

「なに、あれ」

　早々に立ち去ろうとしていたことも忘れ、じっと目を凝こらす。

「……あれって、猫ねこ？」

　淑景舎と、むかいあって建つ昭しよう陽よう北舎を繫つなぐ渡り廊ろう下かのむこう側──つまりは昭陽舎側の簀すの子こ縁えんにまだ子どもと言っていい黒い猫の姿があった。

「どうしてこんなところに猫が……」

　どこかからはいりこんだのだろうか、と首を捻ひねりながら茜は周囲を見回した。人影もなく、猫に気がついている様子はない。

　しばし迷ったものの、放ほうってはおけず、昭陽舎の方へと渡わた殿どのを渡る。

　近づいたら逃にげてしまうかと慎しん重ちように猫の方へと歩みよる。だが、仔こ猫ねこの方は人慣れしているのか、こちらを警けい戒かいする素そ振ぶりもなかった。

「猫ちゃん、こんなところでどうしたの？」

　茜は二、三歩距きよ離りをおいてしゃがみこむと、そっと手を伸のばした。猫は興味をひかれたように鼻を動かすと、ゆっくりと近づいてきて指先に頭をすりよせてくる。

「迷い猫じゃなくて、だれかに飼われてるのかな」

　人を恐れない様子といい、綺き麗れいな毛並みといい、野の良らとは思えない。

「きみ、ご主人さまが捜さがしてるんじゃない？」

　返事があるはずもないが、つい問いかけて──茜は眼前の殿舎を見上げた。

「まさか、ね……？」

　しかし、仔猫の足でさほど遠出ができるとも思えない。だれかが捜して歩いているような気配も、今のところしない。もしこれが飼い猫で、いなくなってそう時がたっていないとしたら、昭陽舎ここで飼われている可能性が高い。

　昭陽舎、通つう称しよう梨なし壺つぼには現在、今きん上じよう帝ていに替かわって東とう宮ぐうとなった高良親王がはいられている。

　好き好んで近づきたい場所ではないが、この子が東宮の猫だった場合、連れ去ってしまうのはまずい。かといって、放っておいたらそれこそどこかへいってしまうかもしれない。

「しょうがない。ちょっとおとなしくしてて、ね」

　手にすりよる仔猫を、そうっと両手で抱だきあげる。

　暴れて逃げだそうとしないのにほっとしながら、茜は簀子縁を歩きはじめた。女房たちの部屋にあてられているらしい北舎から、さらに渡殿を渡って昭陽舎へと足を踏ふみいれる。

「それにしても……きみ、なにつけてるの？」

　抱きあげた仔猫の首には綾あや紐ひもが結ばれ、そこになにかの植物がさしこまれていた。

「飾かざり？　でも、これってたぶん文ふみ、だよね」

　おちないようにか、綾紐と茎くきが紙で結ばれている。折りたたまれたそれが、どう見ても文のように見えるのだ。

　文を季節の草花に結びつけて送るのはよくあることだ。送り主がこの猫の飼い主に宛あて、託たくしたのだろうか？

「だけど、この花……」

　つやつやとした大きな葉に隠かくれるように、白い小さな花がいくつかついている。庭に植えられている草花としては見かけないものだったが、どこか見覚えがあった。

　──むかし……まだお祖母ばあさまと山さん荘そうにいたころ、見かけたことがあるような……？

　だが、懐なつかしさを覚えるというよりも、自然と眉まゆを顰ひそめてしまう。思いだすより先に身体からだが反応してしまうほど、いい思い出がないようだ。

　すぐそこまででかかっているのに喉のどでひっかかっているような気持ち悪さに、眉み間けんの皺しわを深めながら茜がそれへと手を伸ばした時だった。

「あ！」

　今までおとなしかった仔猫が急に身をよじった。抱き止めようとするも、するりと抜ぬけだし、とん、と身軽い動作で簀子の上へとおりてしまう。

「待って…っ」

　そのまま、とたたたた、と走っていってしまうのを、茜は慌あわてて追いかけた。

　本当にここの猫ならいいが、万が一違った場合まずい。簀子を走り回る程度ならまだしも、御み簾すや柱に爪つめをたてたり、中へはいりこんでしまったら目もあてられない。

　しかし、裾すそをひきずる重い装束をまとっている茜と、身軽な仔猫では勝負にもならなかった。黒い影かげは簀子を駆かけ抜けると、角のむこうへ姿を消してしまう。

　もういっそ人を呼んだ方がいいかもしれない、と焦あせりに駆られながら角を曲がり、茜はほっと表情を緩ゆるめた。

　ちょうど簀子縁の中間地点あたりで仔猫が立ち止まっていた。走った勢いで例の花がおちてしまったらしい。興味津しん々しん、床ゆかにおちたそれの匂においを嗅かいでいるようだ。

　はあ、と安あん堵どとも疲つかれともつかない息をつきながら近づこうとした次の時、

「あっ、小こ丸まるいた！」

　甲かん高だかい声とともに、御簾の奥から小こ柄がらな影が飛びだしてきた。髪かみをみずらに結ゆい、童わらわ水すい干かんをまとった七つばかりの少年だ。

　その姿に、茜はぎょっと足を止めた。とっさに今でてきた角へと身を潜ひそめる。

　少年は「勝手にいなくなったらだめじゃない」と叱しかりながら、小さな両手で仔猫の身体を抱きあげた。

　そうして、「あれ、これ……」とおちていた花に気づいたように縁を見下ろした。

「わあ、かわいい花」

　なんの躊躇ためらいもなく少年がそれへと手を伸ばしたのを目にした瞬しゆん間かん、ぱっと脳のう裏りに甦よみがえったものに、なにかを考えるより早く茜は角から飛びだしていた。

　──そうだ、わたしもそう思って……！

「だめッ！」

　反射的にあげた制止の声に、今にも花に触ふれようとしていた小さな手が、びくっと止まる。驚おどろいた顔が花からこちらへとむけられた。

　その隙すきに急いで少年の方へむかう。

　にわかに周囲が騒さわがしくなったのを尻しり目めに走りよった茜は、左ひだり腕うでで少年の身体を押し退のけるようにして、簀子の上にあった花をすばやく外へと払はらった。おちていく花を追うように、いくつもの悲鳴じみた声があがった。

「東宮さまッ」「なにをする、無礼者が！」「だれぞ、だれぞある！　東宮が…っ」などと次々聞こえてくる叫さけびに、やっぱり……と頭のどこかで思う。

　この少年こそが、次期帝みかどである東宮高良親王だったのだ。

「……今のに、手を触れられていませんね？」

　まわりの喧けん騒そうと直面した事実に内心戦おののきつつも、これだけはと尋たずねる。

　勢いに押されて尻しり餅もちをつく形になった東宮は、なにが起きたかわからない風ふ情ぜいで目を瞬またたかせながら、ぎこちなく頷うなずいた。

「よかった……あれには毒があります。触さわらないでください」

　葉や花に触れた程度でどうこうなる毒ではないらしいが、念のために忠告すれば、つぶらな双そう眸ぼうを大きく見開いて、こくこくと再び頷きが返る。

　茜はばたばたと女房たちとは違ちがう重い足音が駆けつけてくるのを聞きながら、安心させるように東宮にむかって微笑ほほえんだ。

　間をおかず、捻ひねりあげるようにして手首を摑つかまれる。

「ぃた…ッ」

　思わず痛みに呻うめくが、降ってきたのは荒あら々あらしい怒ど号ごうだった。

「東宮さまに対する乱暴狼ろう藉ぜきッ、きさま何者だ!?」

「わたしは──」

　駆けつけてきた東宮の警護を担になう武官の詰きつ問もんに口を開きかけたところへ、幼い叫びが割ってはいった。

「待って、乱暴にしないで！」

　東宮から発せられた思いがけないそれに目を瞠みはった茜だったが、

「さ、東宮さまはこちらへ。危のうございます」

　すぐに別の者の手によって遠ざけられる。

　そのあとは問答無用だった。いっさいの弁解の余地を与あたえられないまま拘こう束そくされ、罪人よろしくひったてられるのに、抗あらがう術すべもなく従うしかなかった。







「なにが目的だ？　だれの指図で動いている！」

　連れこまれた詰つめ所しよで叩たたきつける勢いで強こわ面もての男たちに問いつめられ、茜は震ふるえる掌てのひらを固く握にぎりこんだ。

　東宮に狼藉を働いたのだ。当然の措そ置ちではある。だが、これではまるきり不ふ審しん者しや扱あつかいだ。

　──どうしたら……麗景殿の女によう房ぼうだって言ったら、すこしは聞く耳を──。

　浮うかんだ考えを、茜は即そく座ざに却きやつ下かした。

　──だめ、それじゃ姉さまに迷めい惑わくがかかる。

　後宮にあがる前に、くどいほど「内大臣家や照子の顔に泥どろを塗ぬるような真似まねはするな」と言われているだけになおさらだ。

「……たしかに、少々やり方が乱暴だったかもしれませんが、万が一のことがあってはいけないと急せいていたのです。彼かの御お方かたが東宮であられたことも存じあげませんでした。まして、悪意など」

　ひきつりそうになる声でなんとか事実だけを説明して釈しやく明めいしてみるが、はなから話を聞く気がないのだからどうにもならない。

「ふざけるな！　東とう宮ぐうのお姿を存じあげなかったとは、なにを世よ迷まい言を……」

　怒ど鳴なり声が不自然に途と切ぎれたかと思うと、男が急に姿勢を正した。どうやら、上の方の人間がきたらしい。

　話がわかる人だといいけど……と不安半分、期待半分の複雑な気持ちでそちらを見やった茜は、軽く息を吞のんだ。

　まさか、と思わず凝ぎよう視しする。

「──彼女が？」

　控ひかえた者たちに確かく認にんしながら連れだってやってくる二人組は、間違いない。いつかの宴うたげで見た頭とうの中ちゆう将じよう藤原朱貞と──。

　──蔵人くろうどの少将!?

　脳裏に、薄うす闇やみに浮かびあがる彼の姿が鮮あざやかに甦る。

　思いもよらぬ人物の登場に、とっさに隠すように面おもてを伏ふせると、「ん？」と頭中将がこちらをのぞきこんできた。ぎょっとして身を退ひいた茜に、彼は思案するように目を細めた。

「どこかで、見たことがある顔だなぁ」
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「!?」

　茜は内心で唸うなった。

　──数ある殿でん舎しやの中の、それも直接会ったこともない女房の顔を見知ってるとか……だてに『今いま業なり平ひら』って呼ばれてない。

　蔵人頭と左さ近こんの中将という肩かた書がきから『頭中将』と呼ばれる朱貞だが、彼にはもうひとつ呼び名があった。それが『今業平』である。つまり『今の世の在原業平だ』と言われているのだ。

　男らしくもどこか甘さのある風ふう貌ぼうに加えて、どんな女性にも褒ほめ言葉や口説き文句を忘れない雅みやびなさまに、多くの女性が憧あこがれを抱いだく、当代きっての色男。

　それが朱貞という男だった。

「うーん……こんなかわいい子、一度見たら忘れないんだけどな」

　けして当世流とは言えない茜に対しても、嫌いやみな感じもなく口にした朱貞を、横からぐいっと押し退ける腕があった。

「おい、雅雪。なにす──」

「あなたの戯ざれ言にはつきあっていられません」

　上司である朱貞を視線をやりもせず一いつ蹴しゆうして、雅雪はひたと冷たいまなざしを茜に据すえた。朱貞とは違い、女性だからといってかける情けは欠片かけらもないのが、ひしひしと伝わってくる。

「東宮を突つき飛ばした。それに間違いはないか」

　助けられた時とも宴の夜とも違う、真っ向からむけられた彼の冷ややかさに、知らず震えを走らせた茜だったが、その決めつけるような威い圧あつ的な態度にかちんとくる。

　すくなからず持っていた彼に対する好意的な印象が、みるみるさがっていくのを感じる。

　とはいえ、問われた事実に間違いはないので頷いた。

「……万が一のことがあってはいけないと、気が急いておりましたので」

　結果的にそうなったのだと言外に告げながら、血の気のひいた両手をきつく握りあわせる。

　悪いことをしたとは思っていなかった。だから気き丈じようにふるまいたいのに、この先どうなるのかという不安が抑おさえきれない。

「なぜ、あそこにいた」

「主あるじの使いで出向いた淑景舎から、戻もどる途と中ちゆうでした」

　茜は桐壺をあとにしてからあの場面にいたるまでを、できるだけ感情を交えず淡たん々たんと説明した。さきほどの武官たちとは違い、遮さえぎられることもなく話し終えたところで、思いだしたような声があがる。

「ああ、そうか」

　雅雪のではないそれに顔をむけると、朱貞がまじまじとこちらを見てひとつ頷いた。

「きみは、麗景殿さまのところの女房だったね」

　橘たちばなの右う兵ひよう衛えの佐すけと言葉を交かわしているのを見たことがある、との言い分に目を瞠る。

「え……あ、はい」

　保秋が様子を見にきてくれたことは二、三度あったが、近くに人がいたことはなかった。悪い意味で人目をひく容姿をしている自覚はあるが、たまたま遠目にしただけの顔まで覚えているとは……。

　女好きがなせる技わざか、はたまた近衛このえとしての職務がそうさせたのか、悩なやむところだ。

　だが、ばれてしまった以上、照子に迷惑をかけずにすますのは難しいだろう。

　──だけど、すくなくとも不審者じゃないってことは、わかってもらえた、はず……。

　東宮に狼藉を働いたことはこととしても、理由があるのだから余計な疑いは招かずにすむだろう。

　そう思いながら雅雪へ顔を戻した茜は、びくっと身体からだを揺ゆらした。

　──なに……？　さっきより、顔つきが険悪になってない？

　誤解が解けるどころか、目つきに鋭するどさが増した雅雪になにごとかと戸と惑まどう。

　雅雪は背後の武官へ目配せしたあと、こちらを見下ろしながらおもむろに口を開いた。

「──猫ねこにくくりつけられていたというのは、これのことか」

　うしろへとさしだした手に、心得たように懐かい紙しが渡わたされる。ぐいっとこちらへと突きだされたそれの上に見覚えのある花がのっているのに、なにが起こっているのかよくわからないまま首しゆ肯こうした。

「はい、そうです。さきほども申しましたが、これには毒がありますので」

「どうしてそれとわかった」

　同じ説明を繰くり返したところで詰きつ問もんされ、茜は花から顔をあげた。

「どうしてって……」

「この花はこのあたりでは見かけないものだ。詳くわしい者に見てもらったところ、たしかに毒草だという話だが、そうと知っている者の方がすくないだろうな」

「！　まさか、わたしがあの仔こ猫ねこにつけたんじゃないかって疑ってるんですか？」

「……」

　雅雪の物言いに反射的に問い質ただせば、無言が返る。それは肯定にほかならなかった。

　なぜかますます悪くなった立場に、茜はさっと青ざめると、「待ってください！」と彼らの方へと身をのりだしていた。

「あれは、たまたま同じようなことがあったから知っていただけですっ」

「同じようなこと？　あの毒草を受けとったことがあるってことかい？」

　軽く首を傾かしげて話に加わった朱貞に、「あ……いえ」と浮かせかけていた腰こしをおとす。焦あせりで混乱していた頭にすこしだけ冷静さが戻ってくる。

「そういうことではなく……わたしは、小さいころ都から離はなれた田舎いなかで育ちましたから、外遊びをしていた際に、この花を見つけて持ち帰ったことがあるのです。かわいい花が咲さいていると思って。その時、草木に詳しい家の者に血相を変えてとりあげられたんです、これは葉にも花にも毒がある毒草だと」

　祖母と暮らしていた別べつ荘そうで家のことをとりしきっている老人だったが、なにぶん人手がすくなく庭先の手入れなどもしていた。彼にとってきた花を自じ慢まんげに見せた途と端たん、泡あわを食ったようにとりあげられ、その勢いに驚おどろいて泣きだしてしまったのを思いだしたのだ。

　幼い子どものすることだ、誤って口にいれでもしたら一大事と彼も慌あわてていたのだろう。

「君きみ影かげ草そうという名や見た目こそ可か憐れんですが、人を殺あやめてしまうだけの毒性があると聞きました。このあたりで見ないのも道理で、本来は山などに自生する花です。育てているというのならいざ知らず、どうしてわたしにとりにいけましょうか」

　すくなくとも、麗景殿では見かけない。また、後宮からでるには許しがいる身で、そんなものを用意できるはずがない。

　そう、自らの潔白を示そうと必死に言い募つのる。

　だが、あいづちをうちつつ聞く朱貞の表情は、信じているのかいないのかが読めない。雅雪にいたっては貼はりつけたような無表情のまま、「あれを」と控えている者に合図した。

　そうしてさしだされた箱をのぞきこめば、折り目のついた紙がはいっていた。

「これに見覚えは」

　雅雪に問われ、そんなものあるわけない！　と内心思うも、口にだすわけにもいかない。

「……手にとって拝見しても？」

　確かく認にんに浅く頷うなずきが返る。

　それがなんなのか、ある程度予想しつつ茜は紙へと手を伸のばした。

　慎しん重ちように紙を広げる。拍ひよう子しに、ふわっと上品な香かおりが鼻先をかすめた。

　──香こうの、移り香が……？

　思った時には、溶とけるように空気にまぎれてわからなくなってしまう。

　次に感じたのは、紙の手て触ざわりだった。

「厚みといい、白さといい、ずいぶんいいものですね」

　こんなものが使えるのは、貴族、それも上の方の者だろう──とは口にださずに、茜は紙面に目をおとした。

「これは……」

　白い紙に浮うきあがるように薄うす墨ずみで書きつけられた一文に、視線が吸いよせられる。




　世の中に　たえて桜の　なかりせば　春の心は　のどけからまし




「在原業平の──？」

　見覚えのある歌に、茜は眉まゆ根ねをよせた。

　古こ今きん和わ歌かし集ゆうにもとりあげられている、有名な歌だ。

　もし、この世の中に桜の花がなかったら、春をすごす人々の心はのんびりとして穏おだやかなものだろうに──そんな、散りゆく桜を惜おしむ気持ちを歌った一首である。

　だがわからないのは、なぜ桜の季節もとうにすぎた今、こんな歌をひっぱりだしてきたのかということだ。

「これは、その……あの花に？」

　なにも言わない雅雪に、これはあの君影草に結びつけられていた文ふみかと、戸惑いがちに確認する。目顔で返った肯定に、茜は再び文へと目を戻した。

　たった一文、この歌が書きつけられているほかはなにも書かれていない。

「この歌に、君影草が添そえられてたことに、意味があるってこと？」

　考えこんで呟つぶやくのを二に対ついの瞳ひとみがじっと見つめていることにも気づかず、茜は歌を凝ぎよう視しした。

　これは、桜の花なんてなければよかったのに、という恨うらみ言に見せかけて、そこまで人の心を惑わす桜の美しさを讃たたえた歌だ。それが東とう宮ぐうの飼っている猫に結びつけられていたということは……

「……そのまま考えるなら、東宮を讃えてるってこと？　東宮は春宮とも書くし、春の象しよう徴ちようである桜を、東宮に見立ててると思えばおかしくない。けど、だったら君影草の意味は？」

　和歌に草花を添えるのは、それも含ふくめて意図するところがあるものだ。

　──たしかにかわいい花だけど、知らない人も多い、一歩間ま違ちがえたら害を及およぼすようなものを……って、まさか!?

「逆、なの……？」

　いきついた考えに、愕がく然ぜんとする。

　君影草は雅雪が言ったように、だれもが知る毒ではない。知らないからこそ、東宮のような幼い子どもでなくとも気軽に手にとるはずだ。口にいれなければ心配はないが、万が一ということがある。

　どうこうなる可能性は低い。けれど、そこには間違いがあってもかまわないという悪意がほの見える。

　わざわざとりにいく必要がある花だという点が、これが知らないがゆえの誤りなどではなく意図されたものであることを示し、その害意をなおさら浮き彫ぼりにしていた。

「これじゃ、まるきり呪じゆ詛そじゃない……」

「呪詛？」

　零こぼれた不ふ穏おんな呟きに、間かん髪はつをいれず反応が返る。

　はたと我に返った茜が顔をあげれば、鋭さを増した雅雪と視線がかちあった。

　真意を見み極きわめようと、胸の奥の奥までのぞきこもうとするかのような彼のまなざしに、隠かくしているものまで暴あばきたてられそうで、心臓が大きく騒さわぎだす。

「あ、ええっと……この歌は桜を讃えるもの、ですよね。桜を東宮に見立てたんだとしたら、これは東宮を賛美したものだと捉とらえることができますけど、添えられた花は毒草──あきらかな悪意があります」

　茜は雅雪の瞳と速まる鼓こ動どうに急せきたてられるように、口早に説明を連ねた。

「だとしたら、歌の意味するところは讃えるのとは逆……歌、そのままなんじゃないかと」

「歌そのままということは、桜が東宮を指しているものとして──」

　確認するようにあとをひき継ついだ朱貞が、一度言葉を切った。そして、なにげない素そ振ぶりでこちらに顔をよせたかと思うと、

「東宮さえいなければ……」

　ぞくりとするような昏くらく低い声こわ音ねで囁ささやく。

「！」

「──ってところかな？」

　びくっと身をひいた茜に、一転、朱貞がからりと笑う。

　一ひと際きわ高まった鼓動をなだめるように胸を押さえながら、茜はぎこちなく顎あごをひいた。

「なるほど。かの有名な歌も、添える花ひとつで怨えん嗟さの声に早変わり、というわけだね」

「……つまりは、東宮の排はい斥せきを願ったものだ、と？」

「そういうこと」

　今のは一体……という茜の狼ろう狽ばいをよそに、そんな会話が頭上で交かわされる。

　朱貞は軽い調子であいづちを返しているが、よく考えなくてもこれは重大な出来事だった。

　本気で命を狙ねらったわけではないらしいものの、今の東宮を快く思わない者がいることになる。さらに、それをこういう形で示し唆さしたということは、今後も同様のことが起こる可能性があるということだ。

「一体、だれが……」

「だれが？」

　独りごちた茜に、鼻先で笑う声がおちてくる。

　なにがおかしいのか、とむっとして見上げれば、雅雪が変わらぬ冷ややかさでこちらを見下ろしていた。その顔が『ばかばかしい』とありありと物語っている。

「そんな言葉で誤ご魔ま化かされるとでも思ってるのか？」

「どういう意味ですか」

「今の東宮を一番邪じや魔まだと感じているのは、麗景殿女御……ひいては内大臣をおいてほかにないだろう」

「な……！」

　思わず言葉を失う。それすら演技だとでもいうように雅雪は双そう眸ぼうを細めた。

「そもそもができすぎてる。たまたまとおりかかった麗景殿付きの女によう房ぼうが、たまたま東宮をお助けする？──謀はかったような偶ぐう然ぜんだな」

　これで、疑われていることがわからないほど鈍にぶくはない。

　偶然にしてはできすぎている。仕し掛かけた張本人、もしくは共きよう謀ぼう者だろう──彼が言っているのはそういうことだ。

　謂いわれのない糾きゆう弾だんに、茜はかっと頭に血がのぼるのがわかった。

「なんでわたしがそんなこと！……それに、第一です、東宮に対してよからぬ思いを抱いだいているなら、どうして助けたりするんですか。おかしいでしょう!?」

　命に関かかわるような事態になる可能性が低いとはいえ、邪魔に思っているなら助ける道理がない。仕掛けるだけ仕掛けて放置しておけばいいだけだ。

　しかし、茜の言い分にも雅雪は顔色ひとつ変えなかった。

「今回のことが布石にすぎないとしたら？」

「布石？」

「助けて恩を売り、東宮に近づくための──と言えばわかるか」

　ようは、より確実な機会を得るための準備にすぎない、ということか。

「もしくは」

　意味深に言葉を切った雅雪の瞳が、冷たい光を帯びる。

「後宮に『桜』はふたつといらない、という脅おどしか、だ」

「桜？……って、ッ」

　なんのことかと訝いぶかしみかけ、次の瞬しゆん間かん思いいたったそれに、あっとあげそうになった叫さけびを、茜はかろうじて吞のみこんだ。

　──『桜』ってまさか……主上おかみの要求をかわすために使った、あの言葉……！

　その場に控ひかえていたのか、あるいは帝みかどの口から耳にはいったのかはわからないが、彼は照子が使った逃にげ口上を知っているのだ。そして、『桜』を『歌』ではなく、『麗景殿女御』のこととして捉えた。

　たしかにそういう意味も含んではいた。だが、彼らは単なるその場しのぎでしかない言葉遊びを、もっと重く──後宮における地位の誇こ示じ、「自分こそが桜だ」という宣言として受け止めたということになる。

　──どうしよう!?　あれのせいで、こんな疑いを招くことになるなんて……。

　自分の助言が投げかけた思わぬ波は紋もんに、茜は冷たい汗あせが背を伝うのを感じた。

　今なら、彼らがあの花と歌を自分に見せたのは、反応をうかがうためだったのだとわかる。思うに、あれらの意味するところも、すでに気づいていたのではないだろうか。

　だとしたら、賢さかしらに読み解いてみせたりせず、わからない風を装っていた方がよかったのだろうか。

　──ううん……そんなことでこの人が納なつ得とくするなんて思えない。

　朱貞はともかく、雅雪ははなから疑ってかかっている。なお悪いのは、疑うだけの素地があるということだ。

　今は帝に男皇子がいないため、幾いく人にんかいる皇族男子の中でも、彼の異母弟である高良親王が東とう宮ぐう位にある。しかし、今後照子が男皇子を産んだ場合、その子が東宮の座につくには高良親王の存在は邪魔になるのだ。

　高良親王の生母である高倉御息所は元が更こう衣いであり、実家後ろ盾も強くない。帝に男皇子が生まれたら東宮を廃はいされるだろうとの見方が大勢で、とりいろうとする人もすくないと聞く。

　だが、確実にそうと決まったわけではないのだ。

　内大臣である父有明が将来東宮、ひいては帝の外祖父として権力を手にするためには、邪じや魔ま者ものは一人でもすくない方がいい。照子が帝の寵ちよう愛あいを得たと見える今、そのために動きはじめたと思われてもおかしくない状じよう況きようだった。

　──このままじゃ、姉さまや父たちにまであらぬ嫌けん疑ぎがかかる。

　自分はともかく、それだけは避さけなければならない。

「……誤解です。そもそも、わたしは東宮のお顔さえ存じあげなかったんです。どうして、それでこんな謀はかりごとができると」

「『万が一があってはと気が急いていた』と言ったその口で、存じあげなかったと？　言い逃のがれならもうすこしうまいこと考えたらどうだ」

　必死に無関係を主張するものの、言下に退けられる。

　茜はきっと雅雪を睨にらみあげた。

「あれが東宮であろうと、下働きの子であろうと同じことです。危ないと知っているものに手をだそうとしているのを見て、慌あわてずにいられるほど人でなしではありませんから」

　決然とした態度を示せば、雅雪のまなざしが一瞬揺ゆらいだ──ように見えた。

　しかし、すぐに退ひいたそれは錯さつ覚かくだったのだろう。

「立派な心がけだことだ──が、口先だけならなんとでも言える」

　証しよう拠こに、信じた様子もなく切り捨てられる。

　とはいえ、噓うそつき呼ばわりされては茜も黙だまってはいられなかった。

「人のことを、よく知りもしないで…っ」

「知らないからこそ、の間ま違ちがいだろう」

　こちらの憤いきどおりも受けることなく流した雅雪に、茜は唇くちびるを嚙かんだ。

　いくら言葉をつくしたところで、自分が仕組んだのではないという客観的な証明ができない。むしろ、悪あがきをしているようにしか彼らの目には映っていないだろう。

　これ以上なにを言ってもむだなら、自分は自分の信念に従うまでだ。

　茜は表情をひき締しめると、すっと姿勢を正した。

　いきなり変わった雰ふん囲い気きに、なんのつもりだとでも言いたげに、雅雪の眉まゆがあがる。

「わたしは本当になにも知りません。ただ、自分が正しいと思うことをしただけです」

　朱貞、そして雅雪とゆっくり視線をあわせ、きっぱりと言い放つ。

　二人は揃そろって目を瞠みはったあと、朱貞は愉ゆ快かいそうな顔つきに、雅雪はぐっと眉み間けんに皺しわを刻んだ。

「一体、なんのつも──」




「いいだろう」




　雅雪が問い質ただしかけたのを遮さえぎって、唐とう突とつに第三者の声が響ひびいた。

　その場にいただれもが、割ってはいった声の方へと弾はじかれたように顔を巡めぐらせる。

　──え……だれ？

　陰かげになっていた場所からおもむろに歩みでてきた姿に、茜は目を瞬またたかせた。

　青の直衣のうしをまとった若い男だ。物もの腰ごしは優ゆう雅がで雅みやび男おというにふさわしい風ふ情ぜいだが、怜れい悧りさをうかがわせる顔つきにはどこか我の強さがのぞいていた。

　たしかなのは、貴族の中でも上流に位置する人間だということだ。

　地位と特別な許しがなくては宮中に着てくることができない普ふ段だん着ぎである直衣、しかもこれまた勅ちよつ許きよがなくては使えない禁きん色じきの青を身につけている時点で、間違いない。

　どういう状況なのか啞あ然ぜんとしているうちに、男はゆったりとした歩調でこちらへと近づいてくる。その間かん、周囲の者へと意味ありげに片かた笑えんで目配せするのに、気づく余よ裕ゆうは茜にはなかった。

「──ならば、己おのれの潔白を自身の手で示してみせるがいい」

「え……？」

「！　な…っ」

　男の言葉に、茜と雅雪が声をあげて絶句する。しかし、その表情はまったく異なっていた。

　片や言われた意味を量りかねてぽかんとしたのに対し、もう一方はなにを言っているのかと愕がく然ぜんと男を見つめている。

　──この人でもこんな顔するんだ……。

　視界の端はしに映る雅雪の珍めずらしい姿に、そんなどうでもいい考えが浮うかぶ。

「……宮」

　そこへ、溜ため息いき混じりの呼びかけがおちた。

「あなたは、またなにを──」

　頭が痛むように指でこめかみを押さえた朱貞は、呆あきれたような疲つかれたような、これまた見たことのない表情をしている。

「なにがだ、頭とうの中ちゆう将じよう」

　からかうような笑いを含ふくんだ『宮』と呼ばれた男の問いかけに、朱貞は「はあ……」と隠かくさない嘆たん息そくを零こぼした。

「それで？　今のお言葉は、一体全体どういう意味です？」

「おまえにしては察しが悪いな。──梨壺付きの女によう房ぼうになれ、ということだ。さすれば、この娘むすめが言っていることが本当かどうか自おのずと知れる」

　宮の口から飛びだした言葉に、茜は今度こそ耳を疑った。

　──今、この人なんて言ったの……？　梨壺？　梨壺って……。

　頭の中で反はん芻すうし、数すう拍はく後、茜はただでさえ大きな眼めをさらに見開いた。

「梨壺って、東宮の!?」

　我を忘れて声をあげる。

　梨壺付きの女房に、とはすなわち、東宮に仕えろということだ。疑われている身でなぜ、と驚おどろくのも無理はない。

　しかし、突とつ拍ぴよう子しもないことを言いだした張本人は、至し極ごく楽しげに喉のどで笑った。

「そう驚いては目玉が零れおちるぞ。──あれが脅おどしにしろ、宣戦布告にしろ、これ以上、ことが起こらなければそれでよし。なにかあったとしても、そうまで言うこの者が、証あかし立てのために身体からだを張って東宮を護まもるだろう」

　そうだろう？　とこちらを見み据すえた瞳ひとみは、口調とは裏腹に鋭するどい。

『その代わり、傷ひとつでも負わせたらただではおかない』

　そう、男の目は告げていた。

　茜はともするとのまれて止めてしまいそうになる呼吸をゆっくりと繰くり返しながら、湧わきあがる震ふるえに両手を握にぎり締めた。

　男は茜を疑っていないのではない。試ためされているのだ。

　かかっている疑いを晴らすには道はひとつしかない、と指先に一層力をこめた時だった。

「お待ちください！」

　茜の覚かく悟ごを邪じや魔まするように険しい声があがった。雅雪だ。物言いたげにことのなりゆきを見守っていたが、ここにいたって黙っていることができなくなったらしい。

「そのような真似まねは危険すぎます。万が一、東宮の身になにかありましたら、なんとします」

「だが、ここでこの娘を断罪してみてもしかたなかろう。確たる証がなくては、内大臣も知らぬ存ぜぬをとおすだけ。所しよ詮せんは蜥蜴とかげの尻尾しつぽ切りでしかない」

「ですが……」

　そこまで割りきれないのだろう。雅雪に案じる色が見てとれる。

　男は思案げに顎あごをなでたあと、ひとつ頷うなずいた。

「ならば、おまえが見張ればいい」

　これまた予想外の提案に、今度は茜と雅雪が揃って虚きよを衝つかれた表情になる。

　二人の顔を含み笑いで見比べた男は、我ながら妙みよう案あんだと笑みを濃こくした。

「この一件、蔵人くろうどの少将に預ける。犯人捜さがしと東とう宮ぐうの警護が一いつ緒しよにできるんだ、一石二鳥だろう」

　これ以上の異論は認めないとばかりに、「いいな？」と朱貞に念押しした男に、彼は諦あきらめたように首しゆ肯こうした。

「かしこまりました。上にもそのように報告します。──これでいいですか？」

　満足そうに目を細めた男とは裏腹に、「頭中将！」と雅雪が咎とがめ声をあげる。

　そんな部下に朱貞は諦めろとばかりに首を横に振ふると、茜へとむき直った。

「──というわけだから」

　なにが『というわけ』なのか、まったくついていけない。

　──どうして、こんなことに……。

　ただの使いだったはずが、いつのまにか宮中の一大事に巻きこまれていた我が身の不運を、嘆なげかずにはいられない。

　あの時、仔こ猫ねこなどに気づかず、もときた経路を戻もどればよかった。いや、そもそもあんな助言をするのではなかった……と後こう悔かいしきりだ。

　──こうなったら、一日でも早く犯人を見つけだすしかない。

　それが自分や照子にかかった疑いを晴らすこと、ひいては平へい穏おんをとり戻す一番の早道だ。

「……かしこまりました」

　こちらも同様に腹をくくったのか、雅雪からむけられる厳しいまなざしを感じながら、茜は決然と頭こうべを垂れた。







　衣きぬ擦ずれの音がして、御み簾すのむこうに人が座る気配がする。

「頭中将と蔵人の少将が揃そろってお越こしとは、いかなるご用でございましょう」

　あわせて御簾の傍かたわらに侍はべる女房から声をかけられたのに、「突とつ然ぜん、申しわけございません」と朱貞がにこやかに応こたえた。

　茜は朱貞と雅雪のうしろに控ひかえながら、突つき刺ささるような視線の数々を感じていた。どうしてこの子が彼らと……という訝いぶかしみとも妬ねたみともつかない感情が手にとるようにわかる。

　わたしだって好きで一緒にいるわけじゃない！　と思いつつ、ことの次し第だいを説明する朱貞の声に神妙に耳を傾かたむけていた。

　宮と呼ばれる男に「東宮付きになれ」と命じられたからといって、はいそうですか、というわけにもいかない。茜は照子が連れてきた女房である。内だい裏りに仕える者ではあっても、女によう御ごが召めし抱かかえている以上、許可は必要だった。

　とはいえ、東宮に対する叛はん意い云うん々ぬんは当然伏ふせられている。代わりにいつのまにか、茜が例の仔猫が迷子になっているところを助けたということになっていた。

　そのことに大変感謝された東宮が……と、ようは「遊び相手としてしばらく梨壺によこしてほしい」と朱貞が言葉巧たくみに話を持っていく。

「……というわけで、こちらの女房どのを、しばらくお借り願えないかと」

「それは……」

　朱貞の申し出に、ざわりと空気が細さざ波なみ立った。突然のことに困こん惑わくする麗景殿側へ、彼は笑顔で、けれど有う無むを言わさずたたみかける。

「東宮におかれましては、ぜひに、とのことで、主上おかみもそこまで言うのならと、こうしてわたくしを使いによこされた次第です」

「しかし……そこの周防は、まだまだ拙つたない身。ご迷めい惑わくをおかけするのではないか、と」

　対応する女房がしどろもどろに応える。

　茜自身も含めて、秘密のある身だ。簡単に「はい」とは頷うなずけない。御簾のむこうでも密ひそやかに応おう酬しゆうが交かわされているのが、茜の位置からでもわかった。

　──たぶん、照子が首を縦に振ろうとしないんだろうな。時期も時期だし。

　同じ後宮内とはいえ、梨壺に伺し候こうしてしまえば、今までのように求められれば応じるというわけにはいかない。

　周囲に侍る女房たちは女房たちで「あやかし姫ひめが……」「どんな手を使って……」などと囁ささやきあっている。まなざしに宿した疑わしさを隠そうともしていない。

　刺さるようなそれらに表情を押し殺しながら、茜は袖そで口ぐちをぎゅっと握り締しめた。

「──なにか、受けていただけない事情でもおありでしたか？」

　そんな空気に気づかないわけがない朱貞が憂うれい顔で問うのに、御簾の奥が静まりかえる。

　自分の感情に素す直なおで、世せ俗ぞくに疎うとい分、茜とは違ちがう意味で常識外れな部分がある照子だが──宴うたげに代わりにでてくれ、などと言いだすのがいい例だ──莫迦ばかではない。冷静に考えるなら拒きよ否ひできる話でないことはわかるだろう。なにせ、帝みかどが直々に朱貞をよこしたのだ。

　案の定、しばしの無言のあと、小さな溜ため息いきが聞こえ、

「かしこまりました、とお伝えください。──周防、よく務めるのですよ」

　照子直々の了りよう承しようが返った。

「ありがとう存じます。東宮もさぞお喜びになることでしょう」

　女御の意を受けてかしこまった朱貞に倣ならい、雅雪も無言のまま面おもてを伏せる。

　茜もまた「かしこまりました」と頭をさげながら、これでこの針のむしろ状態から抜ぬけだせると内心でほっとした。

　が、朱貞はいっこうに腰こしをあげる気配がない。それどころか、「それにしても、このお役目をいただけたのは僥ぎよう倖こうでした」などと言いだしたではないか。

「まあ、どうしてか、おうかがいしても？」

　照子も照子で興味をひかれたのか、そう問いかけてくる。

「麗景殿には美しい花々が咲さき誇ほこっていると聞き及およんでおりましたのでね」

　色男らしく周囲の女房美しいたち花々に流し目をむけ、彼女たちを喜ばせたあと、朱貞は「なにより」と言い足しながら雅雪を一いち瞥べつした。

「蔵人の少将を『花』に喩たとえた御お方かたと、お言葉を交わしてみたかったのですよ」

　耳に届いた科白せりふに、まずい、と茜は肩かたを跳はねさせた。

　同時に、朱貞の洒しや脱だつな物言いになごみかけていた空気が、ぴんと張りつめる。

「……少将どのを？」

　しかし、そんな雰ふん囲い気きもどこ吹ふく風、あの時のことを知る女房がなにか言うより早く、きょとんとしたような声があがった。

　──お願いだからもう黙だまって……！

　照子、朱貞、どちらへともなく強く思う。

　観かん桜おうの宴のあとに巻き起こった騒そう動どうのこともあり、当然、照子には一通りの出来事を話してある。が、高倉御息所にからまれて歌を詠よむことになったのは知っていても、なにがきっかけだったのかなど聞かせていないはずだ。

　証しよう拠こに、あの場にいた女房たちに焦あせりの色が見え、御簾の脇わきに控えた小鶴などはこちらを睨にらみつけていた。

　──あれを、よりにもよって頭とうの中ちゆう将じように聞かれてたなんて。

　呟つぶやきは小さなものだったはずだが、帝の傍そばに控えていた朱貞には漏もれ聞こえていたのだろうか。いや、御息所がことさら吹ふい聴ちようするように声をあげていたから、知っていても不思議はないのかもしれない。

　焦る一部の者をよそに、照子の様子をどう捉とらえたのか、朱貞は軽く苦く笑しようして相好を崩くずした。

「あの時には誤解から、思わぬ騒さわぎになりましたからね」

　なかったことのようにふるまうのも無理はない、と言わんばかりの物言いに、小鶴が躊躇ためらいがちに声をかけた。

「誤解、ですか」

「ええ。あの時、こちらの女御さまは少将をご覧になって『花』だとおっしゃいましたが……おそらくあれは『梅の花』のこと。古今のころより、雪をまだ咲かない梅の花に見立てるのはよくあることですし」

　それでいて「あの場では『花』を『桜』と思うのも無理からぬことですが」と誤解した者たちを擁よう護ごするのも忘れないのは、さすが今業平というところだろう。

「女御さまもそう思われたからこそ、あえて誤解を解こうとはなさらなかったのでしょう。そのお心こころ遣づかいはなかなか真似まねできるものではない、と少将とも申しておりました」

　なあ、と振られた雅雪も急のことに動転する素そ振ぶりも見せず、あいづちをうった。

「自分が口にするのもはばかられることではありますが、そのあとに詠まれた歌もまた、機転が利きいておられたかと」

「たしかに。登華殿の方さまの要望に応えつつも、帝を讃たたえるものにされるとは……新しい御み代よでの観桜の宴に実にふさわしい一首でした」

　そうだそうだと膝ひざを打たんばかりに同意した朱貞に、雅雪は「それは言わずもがなですが」と照子がいるだろう場所へ視線をむけた。

「『銀しろがね』が『桜』に染まるとは、と……」

　はらはらしながらうしろから二人を見ていた茜は、意味深に途と切ぎれた科白に軽く目を瞠みはった。

　──そんなことまで、気づかれてたなんて。

　女房たちが誤解した『花』の件も、わかる人にはわかってもらえたのだと知れば、やはり嬉うれしかった。あの場では無言を貫つらぬいたものの、つい遠回しに皮肉を言ってしまうくらいには、内心癪しやくに障さわっていたからなおさらだ。

　しかし、気づかれていたと思うと、それはそれで恥はじる気持ちが湧わいてくる。

　そう、雅雪が今まさに指し摘てきした部分は、茜なりの嫌いやみだった。

『桜』とは花の名前だが、色の名めい称しようでもある。桜の色に染まるといれることで、自分が言ったのは花は花でも染まっていない『白い花』だという含ふくみを持たせた。つまり、あなたたちが『桜』だと思いこんだ『花』は、実は『梅』のことだ、と言外に告げたのだ。

　雅雪の指摘に、ああ、というように笑えみを閃ひらめかせた朱貞は、意図に気づいた一人だろう。

　女房たちは意味がわかっているのかいないのか、顔に微笑ほほえみを貼はりつけて互たがいに目を見交わしている。

　──って、今はそんなこと考えてる場合じゃないでしょ！

　なにはともあれ、これ以上あの時の話題を続けられるのはよろしくない。そわそわとおちつきのない彼女たちの様子からしても、さきほどの照子の受け答えにしても、どこでぼろがでるかわかったものではない。

　だが、話題を変えようにも、自分が口を挟はさめる立場にないことがひどくもどかしかった。

「以前から女によう御ごさまの歌の才は聞き及んでおりましたが、あの宴以降、宮中で知らない者はおりませんよ。さながら『今小町』だと評判になっておりますからね」

「ま、まあ……そのようなことが？　美人と名高いかの小お野のの小こ町まちに喩えられるとは、おそれ多くも光栄なこと──ねえ、女御さま」

　茜の焦しよう燥そうなど知らぬ朱貞が、古いにしえの歌人の名をだして照子を褒ほめ称たたえるのに、照子ではない声が白々しささえ感じさせつつ応こたえる。おそらく、御み簾すの中でもこれ以上余計なことを照子に言わせないよう必死なのだろう。

　そんな空気になにを察したのか、朱貞はふと周囲に視線を巡めぐらせ、「ああ、申しわけありません」と声の調子を改めた。

「今をときめく麗景殿の君にお会いしていると思うと、ついのぼせてしまったようです。ご無理を言いに押しかけた上に、長々と時間をいただいてしまいました」

「──いえ、こちらも楽しい時をすごせました」

　言わされている感ありありの照子が応じたのを機に、「それでは」と朱貞と雅雪の二人が席を立つ。

　茜もまた続いてさがろうとした時、「あ、周防」と御簾の奥から呼び止める声がした。

「たまにはこちらにも顔をだしてちょうだいね」

　姫ひめさまっ、と遠えん慮りよがちな叱しつ声せいにも負けじと告げた照子に、天を仰あおぎたい気持ちになる。

「……もったいないお言葉にございます」

　頼たよりにされるのはもちろん嬉しい。けれど、下働きよりすこし上等程度の女房に今かけていい言葉ではない。

　今度こそ御ご前ぜんを辞しながら、茜は一いち抹まつの不安を覚えずにはいられなかった。

　心のままに動きがちな照子と、どこか意味深な態度を見せる朱貞。そして、疑いを隠かくさず、こちらの言動を注視しているだろう、雅雪。

　隠しておかなくてはいけないものがすこしずつあらわになっていくような感覚に、ふるりと震ふるえが走る。

　──思いすごしなら、いいんだけど……。

　これからはもっと言動に注意しないと、と改めて胸に刻み、茜は先をいく二人を追うようにして梨壺へと足をむけた。
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「──どう思う？」

　麗景殿から梨壺へと朱貞の脇に控ひかえるように歩を進めていた雅雪は、ふいに投げられたそれに視線ひとつ動かさず答えた。

「なにか隠してるのはたしかですね」

「だねえ」

　ちらっと肩かた越ごしに目をやり、母も屋やからでてきた人ひと影かげを認めつつ、朱貞があいづちをうつ。

「麗景殿さまには、どうもしゃべってほしくないようだったし？」

　今度は雅雪が顎あごをひく番だった。

　もともと貴人は直接言葉をかけたりはせず、女によう房ぼうなどをとおして話をすることも多い。ゆえに格別おかしいことでもないのだが、ここの人間にはことさらにしゃべらせまいとする雰囲気が見てとれた。女御が口を開けば開いたで、やけに場におちつきがなくなる。

　──あの周防とかいう女房もだ。

　この上司が宴うたげの時の話題をだした途と端たん、食い入るようにこちらに身をのりだしてきたのが気配でわかった。

　さらには、あの女房に対するまわりの者たちのどこか不ふ穏おんな様子もひっかかる。

　あれであそこの者たちは誤ご魔ま化かしているつもりなのだから、呆あきれるばかりだ。

「なにを隠してるにしても、自ら露ろ呈ていするのも時間の問題でしょう」

　下手へたな隠しだてを、と言い捨てた雅雪に、朱貞がくくっと喉のどを鳴らした。

「珍めずらしい。ずいぶんいらだってるじゃないか」

「それは──」

「まあ、おまえも宴の時から麗景殿さまのことが気になってるようだったからねえ」

　梨壺の一件においてもっとも疑わしい一派なのだから当然だ、と口を開こうとしたところで、続けられた科白せりふに虚きよを衝つかれる。

「見目形は世の女性たちを魅み了りようして止やまないのに、口を開けばでてくるのは甘い言葉どころか、辛しん辣らつな『言の刃は』とくる銀の少将を『花』なんて言うのは、あとにも先にもあの方だけだろうし？　気になるのも無理ないか」

　言葉につまった雅雪をどうとったのか、うんうんと頷うなずきながらさも納なつ得とくしたように続ける上司に、なおのこと神経を逆なでされた。

　しかし、ここで「そんなものは関係ない」と否定すればするほど調子にのる相手だと、短くはないつきあいでわかっている。

　だからこそ、雅雪は黙もくして語らずを貫いた。とはいえ──

　──この人の言葉もあながち間ま違ちがいじゃない分、質たちが悪い。

　あの宴の時、笛を奏かなでながらも騒さわぎは聞こえていた。詳くわしいことはあとから朱貞が面おも白しろがって教えてくれたが、女御の詠よんだ歌も耳には届いていた。

　さきほど言ったように、なかなか機転が利いている、と小気味よく思ったのは噓うそではない。なにより、自分を『花』と称すような人物に興味を抱いだかなかったとは言わない。

　自分がなんと噂うわさされているかは嫌でも耳にはいってくる。ただ、見た目や地位、身分といったものによってくる者たちにはうんざりしていたため、逆に人避よけに利用していた。

　そんな中でのあの言だ。どんな人物かと思っていたが……。

　──それも、今となっては興きよう醒ざめだ。

「……にしても、あの時のあれ、ほんとに女御さまだったのかねえ」

　胸中の呟つぶやきに重なるように聞こえたそれに、雅雪は朱貞を見やった。

「どういう意味です」

「んー？　なんとなく、かな。どうにも印象がちぐはぐで」

　これといった確証があるわけではないが、なにかがひっかかっているらしい。

　背後の気配が追いついてきたこともあって、それ以上は口を閉とざした上司に倣ならい、雅雪も目を前へと戻もどした。

「本当に、か……」

　朱貞がなにをもってそう言ったのかはわからない。

　──だが……別人か。

　今の時代、『歌』は貴族にとって避さけてはとおれない教養だ。とはいえ、必ずしも才に恵めぐまれるとはかぎらない。貴族の姫たちの中には、それを補うために歌の上手と聞こえる女房を雇やといいれる者さえあると聞く。

　もしも、あの歌が……『花』と喩たとえた人物が、麗景殿女御でなかったとしたら？

　脳のう裏りにふっとあの夜の出来事が甦よみがえる。

　風ではためいた御簾の奥、自分を見つめて大きく見開かれた双そう眸ぼう──。

　──まさか、な。

　振ふり払はらうように緩ゆるく頭かぶりを振る。

　しかし、もしかしたら……という思いが、雅雪の胸にもまた生まれはじめていた。
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　きゃあきゃあとはしゃぐ声が、庭に響ひびき渡わたる。

「周防、当たったよ！」

「はい。お見事でございました」

　小弓を片手に見ていたかとばかりに振り返った東とう宮ぐうへ、茜は御み簾すをあげた南みなみ廂びさしに座しながらにこやかに頷いた。

「蔵人くろうどの少将、もう一度！」

　催さい促そくする声に、こちらはにこりともせず「御ぎよ意いに」と応じて、的から矢をひき抜ぬいた。

　茜は仔こ犬いぬが駆かけ回るような微笑ほほえましさを覚えながらも、東宮に小弓を教える雅雪の様子に軽く顔を顰しかめた。

「……こんな時くらい、笑ってみせたらいいのに」

『銀の少将』と揶や揄ゆされるわけだ、と今さらながらに実感する。

　あの君きみ影かげ草そうの一件からこれといった異変もないまま、今の気候さながらに穏おだやかな日々がすぎていた。

　宮とやらの指示で梨壺の預かりになった茜だったが、最初はこんなやりとりを交かわせるようになるなど思ってもみなかった。

　とっさのこととはいえ、乱暴を働いたのである。嫌きらわれている覚かく悟ごで対面に挑いどんだのだが、反対に東宮から礼を言われて慌あわてたほどだ。

　とはいえ、はじめの一日二日は興味はあるが近寄るのは怖こわいといった風で、それこそ警けい戒かい心しんの強い仔こ猫ねこのようにこちらをうかがっていた。しかし、徐じよ々じよに距きよ離りが縮まり、ことさら傍そばにおかれるようになるまでに時間はかからなかった。

　それは雅雪も同様だ。東宮の護衛兼けん茜の監かん視しのために、つかず離はなれずの距離を保っていたはずが、冷たさを感じさせる表情のせいで自分より時間はかかったものの、今ではすっかりあのとおりだ。

「でも、東宮がああして懐なつかれてるってことは、見た目どおり冷たい人じゃないってことなんだよね……たぶん」

　時折、たしかめるように自分へむけられる鋭するどいまなざしにはあいかわらず親しみの欠片かけらもなく、とてもそうとは思えなかったが。

　一面だけを見てどんな人物なのか決めつけるのは間違っていると、小さく首を振って自らに言い聞かせる。

「だからって、腹立たしいのは変わらないけど」

　再び「当たった！」と歓かん声せいがあがる中、ぼそりと呟いた茜の耳に「それにしても……」と感かん慨がい深そうな響きが届く。

　むかいに目をやると、同じように庭を見つめる東宮の乳母めのとの姿があった。

「周防どのたちにきていただけて、本当にようございました」

「あこどの？」

　茜は戸と惑まどい気味に乳母に声をかけた。

　自分が梨壺に伺し候こうすることになった本当の理由を知っているのは一部の者にかぎられており、彼女はその一部にあたる。それを知ってなお、「よかった」とはどういうことだろうか。彼女の立場にしてみたら、自分は警けい戒かいすべき存在だろう。

　茜の様子に、「ああ、申しわけございません」とあこは眉まゆ尻じりをさげた。

「周防どのにとっては、災難だったのでしょうが……東宮とはいえ、こちらの皇み子こさまは寂さびしいお暮らしぶりで。お母君の高倉御息所も滅めつ多たにこちらにはおいでになりませんから」

「そう、なのですか？」

「ええ、こう申しあげてはなんですが……皇子が東宮の位にありさえしたらいい、と思っておられるようなところが見受けられるのです」

　先日の件も報しらせはやったが東宮に別状はないと知れば顔を見にもこない、と肩かたをおとすあこに、知らず知らずのうちに眉根がよる。

「むしろ、異母兄であられる今きん上じよう帝ていの方がなにかと気にかけてくださいまして……あの仔猫も、東宮の位はなにかと気き詰づまりだろうからと、すこしでも慰なぐさめになればと賜たまわったのです」

　今は柱から伸のびた紐ひもに繫つながれている仔猫へと目を細めたあこに、なるほどとあいづちを返しながら、茜は小弓を構える東宮へと視線を戻した。

　次期帝の御ご在ざい所しよとしては寂しい雰ふん囲い気きを、きた時から感じていた。

　麗景殿にはご機き嫌げんうかがいと称しようして、父や兄たちだけでなく人が訪おとずれていたが、ここではそうしたこともほとんどない。とりいる貴族は多くないというのはただの噂ではなかったらしいと思ってはいたが……。

　──実の母親まで、東宮をそんな風にしか見てないなんて。

　立場は違ちがえど自分とどこか似た境きよう遇ぐうに胸が疼うずく。それでも自分に祖母が、照子がいたように、東宮にも乳母や兄である帝という存在があることに、他人ひと事ごとながらほっとする。

「周防どのや蔵人の少将がこちらにいらしてからというもの、本当に楽しそうで……」

　自分たちがここにいる意味を、彼女はわかっている。たとえ、茜があの君影草と歌を仕し掛かけたわけではなくても、東宮に悪意を持つ者がどこかに潜ひそんでいることも。

　その上でなおそう零こぼすのは、東宮の身を護まもるのと同じくらい、幼い心を護りたいと思うからだろう。

「──あこどの。僭せん越えつながら、わたしもあの笑え顔がおをお護りしたいと思っています」

　最初はぎこちない表情だった東宮が、今では屈くつ託たくのない笑顔を見せてくれるようになった。

　自分の、そして照子や内大臣家のためだけではなく、あの小さな皇子を護らなくてはと思わずにはいられない。

「周防どの」と感じ入ったようにこちらを見たあこに微笑みかけると、彼女はふっと相好を崩くずした。お互たがいに気持ちをたしかめあうように頷うなずきあった時、ふと慌ただしい足音が耳に届く。なにごとかと目を見合わせ、簀すの子こをのぞきこむ。そこへ、ひどく慌てた風ふ情ぜいの女によう房ぼうが一人、簀子縁の角から姿を見せた。

「これ、なんです。御ご前ぜんで騒そう々ぞうしい」

　つと眉を顰めて注意したあこに、しかし女房はおちつくどころか、まろぶようにこちらへむかってくる。

「も、申しわけありません。た、たった今、高倉御息所さまがこちらに…っ」

「母上が？」

　女房の言葉に、なにごとかとやはりこちらを見ていた東宮がいち早く声をあげた。

「こちらに？　高倉御息所がこちらにおいでになるのですか？」

「い、いえ、もうすぐそこに……！」

　来訪の報せがあったのかと問い直したあこに返ったのは、悲鳴にも似た声と背後を指さす腕うでだった。

　つられて女房が今きた方に視線を戻もどす。たしかにいくつもの衣きぬ擦ずれの音が近づいてきていた。さすがにばたばたと足音を響かせるほどではないが、かなりの速さだ。

　次の時、現れた人ひと影かげは先さき触ぶれの者などではなく、高倉御息所徳子その人だった。

　彼女の勢いに押されるように、報せを持ってきた女房があたふたと脇わきへ退く。あこもまた出で迎むかえるために急いで簀子へおりたのに、茜も続いた。

「これは高倉御息所さま。ようこそいらせられました」

「母上！」

　あこが面おもてを伏ふせるのに倣ならって礼をとる横から弾はずんだ声があがる。

「今、蔵人の少将に小弓を」

「……そこのおまえね、麗景殿のところの女房とやらは！」

　ずかずかと歩を進めてきた徳子は、嬉うれしそうに告げる東宮の声などまるで無視して茜の前で立ち止まると、いきなり怒ど鳴なりつけてきた。

「え!?……はい、さようですが」

　突とつ然ぜんのことに伏せた顔の下で息を吞のむ。面をあげるべきか否いなか、判断に迷いながらも上体を起こそうとした時、頭にひきつるような痛みが走った。

「い、た…ッ」

　髪かみを摑つかまれたのだと気づいたのは、ぐいっとひっぱられて顔をあげさせられたからだ。

「この髪に、目の色……こんな薄うす気き味みの悪い女を送りこんでくるなど、なんと恐おそろしい！　麗景殿の小こ娘むすめが、わたくしの皇子に仇あだなそうとしてもそうはいかないわっ、次の帝はこの子よ！」

「つ…っ」

　今度はひったてるように髪をひっぱりあげられ、膝ひざ立ちになる。そうでもしないと本気で髪をむしりとられそうだった。

　あこが顔を真っ青にさせて、徳子へと手を伸ばした。

「お待ちください！　その方はけしてそのような…っ」

「おまえもおまえだわ！　麗景殿のところの女をあの子に近づけさせるなんて」

「それはっ、以前にご説明をさしあげたように──」

「まあっ、自分の不ふ手て際ぎわをさしおいて言い訳するつもり？」

　感情的に喚わめき散らす徳子は、どんな言葉にも聞く耳を持たない。

　話の断だん片ぺんから察するに、茜が梨壺付きになったことは事前に説明されていたものの、適当に聞き流していたようだ。それが今日になって別の形で徳子の耳にはいり、どういうことだと、照子への鬱うつ憤ぷんも手伝ってのりこんできたらしい。

　徳子の烈れつ火かの勢いに、だれもが手をだしかね、おろおろしている。

　──恐ろしいのは、あなたの方でしょ…っ

　自分の器量について、陰かげでこそこそ言われているのは知っていた。だからといって、面とむかって罵ば倒とうされて腹がたたないわけではないのだ。傷つかない心がないわけでも、ない。

　自分だって好きで梨壺にきたわけではない。東宮子どものことを思ってならまだしも、保身しか考えてないあなたに言われたくないと、言い返せたらどれほどすっきりするだろうか。

　しかし、口答えなど火に油を注ぐだけだ。口を噤つぐんで耐たえるしかない。

　せめて、東とう宮ぐうが悲しまないでくれるといいと茜が意識をそらしていると、さらに髪を摑む手に力がこもり、無む理り矢や理り立ちあがらされた。

「おまえのような女、今すぐここからでていきなさい！」

　なにを、と思う間もなく、髪を放したその手でどんっと肩を突つかれる。

「きゃっ……！」

　うしろへとよろめき、足をさげる。──が、あるはずの床ゆかがない。

　──ここ、階きざはし…ッ

　ちょうどそこが、庭へとおりるため簀子縁に設けられた階段だと気づくか気づかないかのうちに、支えを失った身体からだがぐらりと傾かしいだ。

　おちる！　と身体を固くした茜は、反射的に目を閉じる。その一いつ瞬しゆん前、視界に映ったのは笑みに歪ゆがんだ徳子の面だった。

　周囲からいっせいに悲鳴があがる。

　くるだろう痛みになす術すべもなく身構えた直後、どんっ、と鈍にぶい衝しよう撃げきが背中を襲おそう。だが──

「──？　痛く、ない……？」

　たしかに背中を打った鈍どん痛つうはある。ただ、想像していたような息もつけないほどの激痛ではなかった。

　──それに……なんだか、背中があったかいような……。

　地面の固さや冷たさとは違う感かん触しよくに、恐る恐る瞼まぶたを開こうとした茜の耳のすぐ横を、はあ、と重い嘆たん息そくがかすめた。

「!?」

「──登華殿の方さまにおかれては、いささか度がすぎるのでは？」

　今度は違う意味で硬こう直ちよくした茜の真上から、冷ややかな声が響ひびく。

　この声……と驚おどろいて開けた目に、簀子縁から忌いま々いましげにこちらを見下ろす徳子が飛びこんできた。

「蔵人くろうどの少将……」

　振ふり返ってたしかめるまでもなく、歯は軋ぎしりしそうな声が彼女の口から零こぼれる。

　それに雅雪に抱だきこまれるような形で背中を預けているのだと、ようやく気づく。重ねた衣ころも越ごしにも感じられる温ぬくもりが彼のものだと理解した途と端たん、かっと顔が熱くなるのがわかった。

　すぐにでも抜ぬけだしたいのに、今になって這はいのぼってくる恐ろしさと驚きで、腰こしが抜けたように手足に力がはいらない。さらに、徳子と雅雪の剣けん吞のんな空気に挟はさまれていては、息を潜めているしかなかった。

「このわたくしに指図しようと言うの？」

　手にした扇おうぎを今にもへし折らんばかりのありさまで、徳子がこちらを睨にらみおろす。

　あきらかに脅おどしを含ふくんだそれに、しかし雅雪は小こ揺ゆるぎもしなかった。

「そもそもこちらの女房が梨壺に伺し候こうすることは、主上おかみもご存じのこと。その決定に異を唱えられる、と？」

　逆に、緩ゆるまない冷たさで『この行いは帝みかどの意に反する行こう為いだ』と糾きゆう弾だんする。

「彼女への理のない行い、なにより、ご生母とはいえ東宮の御ご殿てんにおいてのこのふるまい、容よう認にんいたしかねる」

「……っ」

　ことと次し第だいによっては帝に奏上する、と言外に含ませた雅雪に、徳子の顔からすっと血の気がひく。が、すぐに面を怒いかりに染めると茜たちを射殺さんばかりにねめつけ、ばさりと小こ袿うちぎの裾すそを返した。

「覚えてらっしゃい」と言い捨て、どすどすと足音がしないのが不思議なくらいの勢いで、歩き去っていく。

　御息所さまっ、ときた時同様の慌あわただしさで、お付きの者たちがあとを追う。

　一団が遠ざかっていく気配に、茜はようよう肺はい腑ふが空になるほど大きく息を吐はきだした。

「……あ、の」

「──茜！」

　地面に座りこむような形で雅雪に背中を預けていた茜が、力のはいらない身体をなんとか起こしながらうしろへ声をかけようとした矢先、聞き覚えのある呼び声が割ってはいった。

　え？　と思いがけない声にそちらを見やれば、武官姿の青年が駆かけよってくるところだった。

「大だい丈じよう夫ぶか!?」

「保……右兵衛佐、さま」

　迷わず傍かたわらに膝をついた保秋が、肩かたに手をおいてこちらをのぞきこんだあと、さっと身体に視線を走らせる。

　大丈夫だとぎこちなく頷うなずきを返しながら、どうしてここに彼が……と戸と惑まどっていると、「茜？」と訝いぶかしげな呟つぶやきが耳元をかすめた。

　──！　そうだった。

　宮中において自分は『周防』で、『茜』という名を知っている者はごくかぎられている。現状で個人的な知りあいだとばれたら、保秋も巻きこんでしまうかもしれない。

　脳のう裏りをよぎった考えに、彼との関係をどう説明したら……と焦あせる茜をよそに、雅雪が胡う乱ろんげな声をあげた。

「橘の右う兵ひよう衛えの佐すけどのが、なぜここに？」

『右』の字が示すように、右兵衛府が護まもるのは正せい殿でんである紫宸殿から見て右側、つまり西となる。梨壺は紫宸殿の東側、左の管かん轄かつにあたるのだ。

　なんだこいつ、というように雅雪を鋭するどい目つきで見やった保秋は、けれどすぐに正体を悟さとったらしい。茜の肩から手をはずすと、すっと居住まいを正した。

　保秋は従じゆ五ご位いの上じよう、雅雪は正せい五ご位下いのげ、同じ五位であっても雅雪の方が地位が上なため、敬意を払はらう必要がある。たとえ、年がひとつかふたつばかり下の相手であろうとも、だ。

「……たまたま左さ兵ひよう衛えの督かみへの用に遣つかわされたため、すこし様子を見に立ちよりました。彼女のことは、振り分け髪のころより知る仲ですので」

「筒つつ井い筒づつの仲、というわけか」

　なるほど、という低い呟きとともに、うしろからぐいっと強く肩を押された。

　だったらおまえが面めん倒どうをみろ、とばかりに保秋の方へと押しやられながら、茜は慌てて背後を見返った。

「あっ、蔵人の少将さま！」

　こちらを押し退のけざま立ちあがった雅雪を仰あおげば、なんだと片かた眉まゆがあがる。

「あの、さきほどは助けていただいて……」
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「別におまえを助けようと思ったわけじゃない」

　雅雪は小さく鼻を鳴らして背を返した。

「これ以上の騒さわぎは面倒だっただけだ。それに──」

　お見せすべきものでもない、と声を潜ひそめて言いおくと、一いつ顧こだにせず東宮の方へとむかっていく。

「──んだ、あれ」

　どういう態度だと不ふ機き嫌げんそうに吐き捨てた保秋に、遠ざかっていく雅雪を目で追っていた茜は、あっと彼の方へとむき直った。

「えと、右兵衛佐さまも心配してくれて、ありがとう」

　わたしはなんともないから、と微笑ほほえんでみせれば、彼はばつが悪そうに顔を顰しかめた。

「別に。それこそ礼を言われるようなことはしてねえだろ。──ほら、立てるか」

　そっぽをむきながらも手を貸してくれる保秋に、再度礼を言って摑つかまりながら、さりげなく背後をうかがう。

　そこにあった東宮へと声をかける雅雪の姿に、茜は戸惑うようにまなざしを揺ゆらした。







「これにて本日はお暇いとまいたします」と告げて、茜は妻戸より外へ滑すべりでた。

　ふう、と息をついて歩きだしかけ、ふと足を止める。

　篝かがり火びが焚たかれ、月の光が降り注ぐあたりは、昼間の騒そう動どうとはうって変わって静まりかえっていた。昼間は御み簾すの吊つるされている廂ひさしと簀すの子こ縁えんの間も、夜も更ふけてきた今は蔀しとみ戸どがおろされ、人の気配も間遠だ。

　あのあと、母親の激しい言動を目まの当たりにした東とう宮ぐうは、すっかり意気消しよう沈ちんしてしまった。なんとか元気づけようと皆みなであれやこれやと気をひこうとするのだが、どれも結果はかんばしくなかった。

　それどころか、申しわけなさそうに茜をうかがっては、目があうとぱっとそらすといったさまは、出会ったころに逆ぎやく戻もどりしてしまったかのようだった。

「あまり、気に病やまないでくださるといいんだけど……」

　自分のせいではないのに、ひどく沈しずんでいる様子の東宮に切なさを覚える。

　こうしてみると、徳子を早々に退散させた雅雪は間ま違ちがっていなかったのだろう。

「『お見せすべきものでもない』とか言ってたしね」

　あれは幼い東宮を思いやってのことだったのだ。

　それに気づいてしまえば、さらには図はからずも二度も助けられた身としては、単純に嫌いやな人だとは思えなくなっていた。

　茜は月明かりを受けて、淡あわく輝かがやくような木を見上げた。

　梨壺の庭に植えられている、梨なしも梅も桜もとうに花の時期を終え、若葉が萌もえるころだが、こうして月つき影かげの下で見るとあの晩のことが自然と思い起こされる。

「……花、か」

　あの晩は『花』に喩たとえた雅雪だが、今となってはどういう人物なのか見えなくなっていた。距きよ離りが近づいた分だけ、かえって遠ざかってしまったような……そんな印象だ。

『銀しろがね』に喩えられるような美しくも冷たいだけの人ではない、と思う。けれど、優やさしいかと言われたら、即そく座ざに首を振ふるに違いない。腹立たしいことはあれこれある。

　ただ、あちらが踏ふみこませないようにしているのは、なんとなく感じとれた。

「厄やつ介かいな人ってことだけは、たしかだけど」

　摑めない──よぎった思いに、なんとはなしに近くの枝へ手を伸のばした時だった。

　ぎ…っ、とかすかに床ゆかが鳴る音が耳に届いた。




「春の夜の　やみはあやなし　梅の花　色こそ見えね　香かやはかくるる」




　ついで聞こえてきた歌に、茜ははっと声の方を振り返った。

「あなたは……」

　あの日、朱貞に『宮』と呼ばれていた男がゆったりと歩みよってくる。

　思いがけない人影に一いつ瞬しゆん立ちつくしていた茜は、急いで膝ひざを折ろうとした。

「あぁ、かまわん」

　しかし、男はかしこまる必要はないと鷹おう揚ように手を振った。

「いい月夜だな。これから麗景殿へ戻もどるところか」

「──はい。宮さまは宿直とのいであらせられますか」

　現在は梨壺に伺し候こうする身だが、あくまで一いつ時ときの措そ置ちであり殿舎も隣となりあっていることから、局つぼねは以前のまま麗景殿にあった。茜はそこへ戻る最中だったのだが、男がここにいるということは今晩は宮中に泊とまりこむ当番にあたっているのだろう。

「そんなところだ」と唇くちびるの端はしを吊つりあげて近くまでやってきた男は、こちらを見下ろした。

「そんな堅かた苦くるしい物言いをせずとも、普段どおりに話せばいい。名も、はるとでも呼べ」

「それ、は……」

　茜の立場でそんなことができるはずがないとわかっているだろうに、無む茶ちやを言ってくるのに言葉につまる。

　けれど、『はる』と名のった男の目が完全に面おも白しろがっていることに気づくと、

「──ところで、さきほどの歌は？　今夜はこのとおりの月夜ですが」

　茜は「はい」とも「いいえ」とも答えずに話題を変えた。

　さきほどはるが口ずさんでいたのは、古今和歌集に春の歌としてとりあげられている歌だ。

　春の夜の闇やみは意味のないことをするものだ。梅の花の美しい色は見えないけれど、かぐわしい香かおりまでは隠かくすことなどできないのに──と梅の香りのよさを称賛している。

　一方今こ宵よいはといえば、梅は花どころか実も大きくなりはじめたころだし、月明かりに照らされたあたりは闇夜とは言いがたい。

　はるは「いや……」と口元の笑えみを深めた。

「木の下に佇たたずむおまえを見ていたら、なんとなく浮うかんだまでだ」

「わたしを見ていたら、ですか」

　軽い口調だが、どこか意味深な言葉に、茜はつと眉まゆ根ねをよせた。

　──わたしを見てたらって……それじゃまるで、隠しごとをしてもむだだって、言われてるみたい。

　浮かんだ自分の考えに、どくりと鼓こ動どうが高鳴った。

　まるで、ではなく、本当にそういう含ふくみがあるのだとしたら……？　彼は一体、なにに気づいているというのだろうか？

　梅の花を題材にした歌を持ちだしてきた点を考えたら、宴うたげの時のことだろう。

　──あの時、あそこにいたのが照子じゃないってばれてる？　それとも、わたしの素す性じようが……？　ううん、まさか！

　ばれるようなことはしていないはずだ、と胸に手をやって心臓をなだめる。

　隠していることが多すぎて疑ぎ心しん暗あん鬼きになっているだけだと言い聞かせていないと、自ら墓ぼ穴けつを掘ほってしまいそうだ。

　とはいえ、真意を質ただしてもはぐらかされるだけだろう。ならば、こちらもそうするまでだ。

　二人の間に流れたうかがいあうような空気を断たち切って、茜はこれ見よがしに首を捻ひねった。

「よく、わかりませんが……わたしはそろそろ失礼させていただきます」

　それでは、と頭をさげると、裳も裾すそをさばいて男の方へと歩を進める。なにげない素そ振ぶりで横をとおり抜ぬけようとしたところへ、すっと男の腕うでが伸びた。かと思うと、腰こしを攫さらわれる。

「なっ──」

　避よける間もなく、強ごう引いんな力で抱だきよせられる。気がつけばすぐそこにあった男の顔に、茜は息を吞のんだ。

「そう、そそくさと逃にげることもないだろう」

　笑いを含んだ囁ささやきが耳に直接吹ふきこまれ、ぞくりと背筋が震ふるえた。

「っ……逃げてる、わけでは……」

　かろうじて返しながら、男の腕を逃のがれようと身をよじる。だが、存外逞たくましい身体からだはびくともしないどころか、逆に身動きを封ふうじるように拘こう束そくを強めてくる。

「離はなし…っ」

　それでも突つっぱねようとする茜を男は片腕で制すると、肩かたにおちかかった髪かみを一ひと房ふさ手にとった。月光を透すかした髪が、淡く輝くように揺らめく。

「──こうして月明かりの下で見ると、まるで光をよりあわせたかのようだな」

　どこか感かん嘆たんしたような響ひびきに、鼓動が跳はねる。持ち主の意思を無視して騒ぎだした胸を抑おさえこむように、茜は唇を嚙かんだ。

　──こんなの、ただもの珍めずらしがってるだけ…っ、あんな言葉がすらすらでてくるなんて、頭とうの中ちゆう将じようと同じ色好みの証あかしじゃない。

　ちょっとからかってやろうとしているだけだ、と言い聞かせる。

　けれど、こんなことをされたのも言われたのもはじめてで、どうにも心臓がおさまらない。それが伝わってしまうのが嫌で、茜は必死に男の身体を押し離そうとした。

「戯たわむれも、いいかげんに──」

「戯れ？」

　男がくっと喉のどを震わせる気配がする。

　するり、と滑すべらせるようにして髪から離された手に安あん堵どしたのも束つかの間、その手に顎あごを捉とらえられた。

「──ゃッ」

　反射的に振り払はらおうとする。が、しっかと顎を摑つかんだ指に無む理り矢や理り上向かされた。

　楽しげに細められた双そう眸ぼうが、間近にのぞきこんでくる。
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「それもいいかもしれんな」

　吐と息いきが唇をなでる。

「……っ」

　ぞわりと這はいあがってくるものに身み震ぶるいしそうになって、茜は懸けん命めいにこらえた。下手へたに動いたら本当に触ふれてしまいそうで、身体を固くするしかない。

「戯れて、みるか？」

　蠱こ惑わく的な笑みとともにさらによせられる顔を、瞬まばたきもできずに凝ぎよう視しする。

　もうすこしで触れるかどうかというところまで迫せまった唇に、嫌いやだ！　と心が悲鳴をあげた時、ぴたりと男の動きが止まった。

「──こういう時は目を瞑つむるものだ」

「……」

　瞑ったらなにをされるかわかったものではない、とじんと熱い双眸で睨にらみつける。

　しばしの無言のあと──ふっと男が笑った気配がした。同時に、回されていた腕が緩ゆるむ。

　茜は気づいたそれに、即座に男の身体を両手で思いきり押し退のけた。反動を利用してすばやくうしろへさがり、距離を空ける。

「くくっ……新しん鮮せんな反応だな」

　そう喉を鳴らした男に、一気に顔へ血が集まるのがわかった。

　──遊ばれたっ！

「失礼しますッ」

　身分も礼れい儀ぎもかなぐり捨てて、茜は勢いよく踵きびすを返した。うしろから追ってくる低い笑しよう声せいを振り払うように、梨壺をあとにする。

　渡わた殿どのを渡り、男の姿が完全に見えなくなったころ、茜は荒あらかった足どりを緩めると長く息を吐はきだした。

「……なんなの、一体」

　震える指先を胸むな元もとで握にぎりこみ、おちつこうと深く息を吸う。──と、鼻先をかすめたあるかなしかの香りに、思わず呼吸を止めた。

「──え？」

　記き憶おくが刺し激げきされる。

　この香りは……と思いあたるが早いか、茜は今きた方を振ふり返っていた。

　匂におったのはほんの一いつ瞬しゆんだったし、ごくごくかすかなものだった。ゆえに、たしかなことは言えないが──

「──あの文ふみのと、同じだった」

　香こうは基本的に六種の香料を調合して作る。何十と組みあわせがあるが、香もその人の美を彩いろどるひとつと、皆みなが配合に趣しゆ向こうを凝こらすのだ。

　自分がまとっている香でないのは、自分が一番よく知っている。だとしたら、さきほどは混乱していてそれどころではなかったが、彼から移ったとしか思えない。

「……たまたま同じだった、とか？　でも、もしかしたらわたしの勘かん違ちがいかもしれないし」

　考えうる可能性をあげてみるものの、胸の奥に疑いが芽め吹ぶくのは止められなかった。

　──だけど、勘違いじゃなかったら……？

　一度疑念が芽吹いてしまえば、育つのは早かった。

　ふらりと姿を現すのに、東とう宮ぐうが一いつ緒しよにいる時には姿を見せない。彼の指示で茜は梨壺にきているのだ。こんな夜ではなく、昼に一度くらい様子を見にきてしかるべきだろう。

「それに、『はるとでも呼べ』って……」

　言われた時は気にもしなかったが、その言い方だと通つう称しようかなにかで本名は違うということになる。

　宮と呼ばれるからには、彼も皇族のはずだ。皇位を継けい承しようする資格を有しているとしたら……

「……はるの宮なんて、まるで東宮を自称してるみたいじゃない？」

　穿うがった見方だと言ってしまえばそれまでだが、考えれば考えるほど彼の言動には不自然さが目についた。さきほどのも、こちらについてなにがしかの秘密を摑んだ上での、余計なことをするなという遠回しな脅おどしにまで思えてくる。

　もしや、自分は彼にいいように利用されているのではないだろうか。

　ひょっとして、彼こそが──……

　もはや消しようもなく胸に根づいた疑いに、茜は両手を固く握り締しめていた。
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　拙つたない笛の音が響く中、雅雪は部屋の隅すみに控ひかえ、周囲に目を光らせていた。

　梨壺につめるようになってからしばらくたつものの、なにかが起きる気配はいっこうにない。騒そう動どうと呼べる騒動は、数日前の高倉御息所がのりこんできたことぐらいで、拍ひよう子し抜ぬけするほど日々なにごともなくすぎていく。

　雅雪の耳からすればお世辞にも上手うまいとは言えない音色が、かすかな余よ韻いんを残して途と切ぎれる。間をおかず、明るい声があたりに響いた。

「東宮さまはもうそのような曲をお吹きになられるのですね。驚おどろきました」

　にこにこと世辞も裏も感じさせない笑え顔がおで告げた周防という女によう房ぼうに、東宮ははにかんだ笑みを浮うかべた。

　ようやく戻もどってきた幼い笑顔に、彼女は一層破顔すると「ほかにもお聞かせ願えますか」と続きを乞こう。躊躇ためらう素振りを見せつつも、まんざらでもない様子で東宮が再び笛を構えた。

　一連のやりとりをつぶさに眺ながめながら、雅雪は目を細めた。

　母親である高倉御息所の非道に、だれより傷ついたのは東宮だった。母親の怒いかり狂くるった姿に加え、他人に手をあげたことを気に病やんでいるのは、傍はたからも見てとれた。表情からは笑顔が消え、懐なついていたはずの周防を目にすれば気まずそうに乳母めのとのうしろに隠かくれてしまう。

　自分に非はないにもかかわらず、すっかりおちこんでしまった東宮に、ここまで明るさをとり戻させたのは、だれあろう被ひ害がいを受けた周防本人だった。

「東宮さまはなにも悪くありません。高倉御息所さまもすこし誤解をなさっているだけです」

　拒きよ絶ぜつにもめげず、何度もそう繰くり返し、自分はなんともないことを伝える。さらに、元気づけるようにあれやこれやと誘さそう。

　その間、彼女は一度たりとも笑顔を崩くずすことはなかった。

　──あれは油断を誘うための、演技なのか。

　あれだけの目にあったのだ。なにも思っていないわけがない。なのに、欠片かけらもそれを東宮に見せないどころか、逆に気き遣づかうありさまは出来すぎているように思える。

　だが、自分の目から見ても、あの笑顔に含ふくみは感じとれなかった。

　そのことが、東宮に戻った笑みが、雅雪の胸を揺ゆらがせる。

　東宮を狙ねらったのは彼女だと思った。実際、状じよう況きようからしても背後関係からしても、一番怪あやしいのは間違いない。しかし──

『自分が正しいと思うことをしただけです』

　こちらを見つめてきっぱりと言い放ったまなざしの強さは、今も脳のう裏りに焼きついている。

　彼女は、違うのではないか……その思いは日増しに膨ふくらみ、無視できないものになっていた。

　──そもそもあれに、そんな腹芸ができるのか？

　思い返してみると、はじめて見かけた時、彼女は女おんな癖ぐせが悪いと評判の公達きんだちにからまれた挙句、逆上させていた。たまたま行きあったため止めにはいったが、自分たちを欺あざむくだけの小こ賢ざかしさがあるならあれくらい簡単にかわせたはずだ。

「……いや、だからと言って怪しいところがないわけじゃない」

　言い聞かせるように呟つぶやき、雅雪はちらりと庭先へと視線を投げた。

　高倉御息所に階きざはしから突つきおとされたあの時、まっすぐ彼女に駆かけよった右う兵ひよう衛えの佐すけの姿を思いだせば、我知らず眉まゆがよる。

　──茜、か……ずいぶん、親しげだったが。

　朱貞の言からも、二人がちょくちょく会っていることは間違いない。なにかしら繫つながりがあるはずだが、保秋に通う相手がいるとは聞いたことがなかった。

　本人は幼おさな馴な染じみだと言っていたが、だとしたら彼女はどこの家の出なのか。雅雪が知るかぎり、思いあたるような家がない。

　内大臣の息子むすこである時明と親しい保秋と連れん絡らくをとりあっている点はもとより、そこからして不ふ審しんだと言わざるを得ない。

「……」

　浮かんだ、互たがいに心を許しあっているような二人の姿に、ざらりと不ふ愉ゆ快かいさが胸をなでる。

　舌打ちしたい気分をどうにか抑おさえ、雅雪は周防へと視線を戻した。

「それに、あのこともある」

『あの……宮という人は、どういう方なんですか？』

　例の騒動の翌日、珍めずらしくあちらから声をかけてきたかと思うと、口ごもりながらそう問われた。「それがおまえになんの関係がある」と突っぱねたが、なぜ今になって聞いてきたのか。

　拙いながら懸けん命めいにもう一曲吹ふき終えた東宮へむけられた彼女の笑みに、噓うそは見えない。しかし疑わずにすますには、彼女にはわからないことが多すぎる。

　おまけに、最近はずいぶん早朝から梨壺を訪おとずれているようなのも気にかかっていた。

「……仮に、あれじゃないとしたら」

　どこから、だれが、どう仕し掛かけてくるのか。

　なにごともなくすぎてくれればと思う一方で、先の見えない不安は梨壺の人々の間に確実に広がっている。

　表面上の平へい穏おんとは裏腹に、日一日と重さを増していく緊きん張ちよう感かん。

　それと比例するように大きくなっていく自らの迷いに溜ため息いきを殺し、雅雪は東宮へむけられた笑顔から視線をひきはがした。
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　あの文ふみと同じ香かおりをまとっていた『宮』と呼ばれる男こそが、東宮にとって代わろうと画策しているのではないか。

　そんな猜さい疑ぎ心しんに囚とらわれてからというもの、一層東宮の身辺に気を配るようになった茜だったが、新たになにかが仕掛けられる気配もなければ、彼が再び姿を現すこともなかった。

　一度、思いきって雅雪に尋たずねてみたことがあったが、はぐらかされてしまい、結局どういう人物なのか知ることは叶かなわないままだ。

　一方、ようよう元の明るさを回復しつつある東宮に、見た目には以前の日常が戻ってきていた。しかし、その『なにごともなさ』がむしろ嵐あらしの前の静けさのようで……。

　東宮をこれ以上怖こわがらせないよう普ふ段だんどおりを装いながらも、雅雪をはじめとした人々は警けい戒かい感かんを強めていた。

　加えて、茜にはもうひとつ気を遣うことが持ちあがっていた。

「さて、と……今日もいきますか」

　身み支じ度たくをすませて外へでる。夏も近いとはいえ、まだ暗いこの時間帯は空気がひやりとしている。

　小さく身み震ぶるいして、茜はまだ人ひと気けのほとんどない中、梨壺へと足をむけた。

　あの高倉御息所の騒動以降、茜はほかの女房たちから嫌いやがらせめいたものを受けるようになっていた。麗景殿にいたころも女房たちの目は厳しかったが、今はそれ以上だ。

　もともと、事情を知る者からしたら茜は警戒すべき人物である。東とう宮ぐうの乳母であるあこの態度の方が例外なのだ。

　そして、事情を知らない者から見たら、急に現れて東宮の傍そばに召めされる茜は「どういう方なのか」ということになる。普ふ通つうはすぐに御ご前ぜんに召されることなどないから、なおさらだ。

　それだけでも十分妬ねたみの対象になるが、煽あおったのは雅雪たちの存在だった。

　茜からすると朱貞や雅雪は自分を監かん視ししているのであって、色めいた話などあるはずがない。しかし傍からは、今をときめく公達たちと親しく言葉を交かわしているように見えるらしい。

　さらに、あの騒動で保秋までもが血相を変えて駆けつけてきたせいで、複数の男相手に媚こびを売っているなどと言われる始末だ。

　今のところは容姿について腐くさされたり、これ見よがしにひそひそ話を交わされたり、話しかけても無視されたりですんでいるが、こういうものはだんだんとひどくなっていくものだ。

「これで、日が昇のぼってからのこのことでてったりしたら、なにを言われるか」

　すこしでも彼女たちの感情を逆さかなでしないよう、できる仕事は率そつ先せんしてやるようにしていた。だからこそ、こうして他ほかの人々より早く起きだしているというわけだ。

　ただ、それに気づいた雅雪がなにか思おも惑わくがあるのでは、と余計に目を光らせるようになったのは誤算と言えば誤算だった。

「今日も、もう──」

「──もしかして、茜？」

　渡わた殿どのへむかう角を曲がろうとしたところで、聞き覚えのある声が背後から聞こえた。驚いて振ふり返った先に、こちらへむかってくる女性の一団があった。

「やっぱり、茜ね！」

　茜が応こたえるより早く、先導する女房たちの間をすり抜ぬけるように飛びだしてきた姿がある。

「ねえ……じゃなくて、女によう御ごさま…っ」

　女によう房ぼうたちが止めるのもかまわず、まっすぐこちらにむかってきた照子は、抱だきつく勢いで茜の腕うでを摑つかんだ。

「ああ、心配していたのよ。あなたに高倉御息所さまが無体を働いたと聞いて！」

　怪け我がはない？　とこちらをのぞきこむ顔は、かすかな火明かりの下でも心配げなのがわかる。しかし、茜にはそれどころではなかった。

「女御さま！　このようなところを、だれかに見られでもしたら」

　声を潜ひそめて注意しながら、照子をひきはがそうとする。だが、彼女のどこにそんな力があるのか、こちらの袖そでをぎゅっと摑んだまま、放そうとはしなかった。

「こんな時間ですもの。だれも見てなどいないわ」

　おそらく、昨晩帝みかどのお召しがあり、夜の御ご殿てんへとあがった戻もどりなのだろう。

　たしかに、照子たちが起きだすには早い時間だが、下働きの者たちはすでに起きだしている。一応、人目を気にしてはいるようだが、そこまで意識が回っていないのは生きつ粋すいのお姫ひめさま育ちの姉らしかった。

　とはいえ、茜の方は気が気ではない。

「こういうものは、どこでだれが目にしているかわからないものですから」

「さようです。そもそも人の目があろうとなかろうと、女御さまともあろう方がこのようなはしたない真似まねはお慎つつしみください」

　照子につき添そっていた女房の一人が、慌あわてて女御へ几き帳ちようを立てかけるよう指示する。

　普段は聞きわけのいい照子だが、心配していたという言葉どおり、気が昂たかぶっているのだろう。憤いきどおったように声を荒あらげた。

「なにも悪いことなどしてはいないわ。姉が妹に声をかけてなにが悪いというの！」

「にょっ……おちついて。ね？」

　反射的に女御さま！　と咎とがめかけ、これ以上気持ちを逆なでするのはまずいと、押し留とどめるようになだめる。

　そんな茜に照子は眉まゆ尻じりをさげると、握にぎったままの袖をひいた。

「ねえ、茜、戻ってきてちょうだい。東宮のご要望とはいえ、そんな目にあってまでお仕えするなんて……またなにかあったらどうするの。東宮がお寂さびしいようなら、顔を見せにいってさしあげたらすむことでしょう？　それに、わたくしもあなたが傍にいないと不安なのだもの。あいかわらず、公達きんだちたちは訪ねてくるし……」

「姉さま」

　切々と訴うつたえかける照子を、茜は低く囁ささやいて遮さえぎった。

　今はさしかけられた几帳で人目を遮っているとはいえ、声は筒つつ抜ぬけだ。女房たちは珍しく感情的な照子におろおろするばかりで役にたたない。なだめられるのは自分しかいなかった。

「気持ちは、嬉うれしい。けど、これは主上おかみもご存じのことだから、わたしたちだけでどうこうするわけにはいかないでしょう？」

　言い聞かせるためにあえて屋や敷しきにいたころの口振りで告げれば、「だったら！」と照子はすがるように身をのりだしてきた。

「わたくしから主上にお願いするわ。そうしたら」

「ありがとう。でも、それで万が一、姉さまが主上のご不興を買うようなことになるといけないから」

　わたしは大だい丈じよう夫ぶ、と微笑ほほえみを浮うかべて、やんわりと断る。

「茜……」

　気抜けしたように袖を摑む手から力が抜けたのを見計らい、控ひかえていた女房へ押しつけるようにそっと照子の身体からだを押しやった。

「なにかあったら呼んで、いつでも駆かけつけるから。──それでは、わたくしは梨壺へ参りますので、失礼いたします」

　最後はそれ以上のやりとりを拒こばむように告げて、茜はそそくさと背を返した。さきほどむかおうとしていた角を曲がり、数歩いったところで足を止める。

「さあさ、女御さま。わたくしどももはいりましょう。すこしお休みになった方がよろしいですわ」

　あちらはあちらで、今だ、とばかりに照子を殿でん舎しやの中へと押しこむ気配がする。彼女も今度ばかりはおとなしく従ったようだ。

　さわさわと衣きぬ擦ずれが中へと消えていくのに、茜はほうっと深く息をついた。

「心配してくれるのは嬉しいんだけど、ね」

　照子があの調子で大丈夫なのかと不安になる。そこはもう、彼女の乳母めのとや女房たちの手しゆ腕わんを頼たのむしかないだろう。

　茜は気をとり直すようにぺちぺちと頰ほおを叩たたくと、歩を再開した。

「それにしても、だれにも聞かれてないと……、！」

　いいんだけど、という言葉が喉のどの奥に張りつき、歩きだした足が再び止まる。

「……蔵人くろうどの、少将」

　見えた渡殿のたもと、暗がりに佇たたずむようにしてあった人ひと影かげに、ひゅっと喉が鳴った。

　──まさか……聞かれた!?

　肌はだ寒ざむいくらいなのに、じっとりと背中に汗あせが滲にじむ。

　いつから立っていたのだろう？　最後の方だけならこちらも声を潜めていたから大丈夫だとは思うが、一番聞かれてはまずい部分を照子が声こわ高だかに叫さけんでいる。この距きよ離りなら耳に届いているはずだ。

「いつのまに、そちらにおいでに──」

「……」

　上擦った声に返ったのは、痛いほどの沈ちん黙もくだけだった。

　かすかな炎ほのおの灯りに赤く照らされた雅雪の顔が、色とは真逆の冷ややかさを帯びている。これ以上ないほどに凍いてついたまなざしが、まっすぐにこちらを射い貫ぬく。

　聞かれていたのだと悟さとるには十分だった。

「っ……待ってください、これは」

　どうしたら!?　と混乱した頭で、とりあえずなんとかしなくてはと雅雪の方へと足を踏ふみだす。けれど、彼は茜を避さけるように、無言のままふいっと背中を返した。

「あ……」

　ひき止めるように、とっさに手が伸のびる。

　届くはずもないそれはむなしく空を切り、夜明け前の闇やみにまぎれるように姿を消す雅雪を、茜は目で追うことしかできなかった。
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　騙だまされていた──そう感じる自分にいらだつ。

　それではまるで裏切られたと思っているようではないか。

　あれはもとより厳重に警けい戒かいすべき相手であって、不実をどうこう思う間あいだ柄がらではない。むしろ、してやられていたことを歯は嚙がみしてしかるべきだ。

　にもかかわらず、東とう宮ぐうへ柔やわらかに笑いかける表情がちらついて、雅雪は小さく舌打ちした。

「頭とうの中ちゆう将じようは？」

　蔵人所へ足を踏みいれ、近くの者に尋たずねれば、きているとの返事がある。しばらく人を近づけるな、と指示をして、雅雪はそちらへむかった。

「おや、雅雪。朝からどうしたんだい？　やけにぴりぴりしてるじゃないか」

「失礼いたします」と御み簾すをくぐるなりかかった声に、その場に膝ひざを折る。

「あの女によ人にん、麗景殿女御の妹です」

「──は？」

　前置きもなく切りだした雅雪に、朱貞は呆あつ気けにとられて目を丸くした。

「周防とかいう女房のことです。麗景殿女御が彼女のことを『妹』だと」

　たしかにいきなりすぎた自覚があったため、雅雪は言葉を足した。

　あのあと、梨壺付きの警護の武官に「あの者から目を離はなすな」と言いおき、上司が出仕しただろうころを見計らってこうして報告にあがったのだ。

　自分の耳にした事柄を順を追って説明するに従い、朱貞の表情が考えこむものになっていく。すべてを語り終えてからも、しばしの間、無言で顎あごをなでていた。

「やっぱり、ね」

「やっぱり？　頭中将は彼女が麗景殿女御の妹だと気づいておられたのですか？」

　呟つぶやきを拾った雅雪が問い質ただすのに、朱貞は目を眇すがめた。

「聞いたことがあるのさ。表向き、内大臣有明公には二子──時明どのと麗景殿女御である照子どのしかおられないことになっている。けど、もう一人、女むすめがいるとね」

「……それが、あの周防だと？」

　たしかに、冷静に思い起こしてみると内大臣の子どもは二人だと記き憶おくしていた。

　一方で、保秋が彼女を幼おさな馴な染じみだと言いながら、該がい当とうする家が思いあたらなかったことも頷うなずける。

「では、あの娘むすめは庶しよ子しですか」

　貴族の男が複数の妻を持つのは普ふ通つうのことだ。相手のもとに通うにしろ、邸てい宅たくに迎むかえいれるにしろ、妻が産んだ子どもはその貴族の子として認められる。

　それを秘しているということは、母親の身分が低く、我が子として数にいれられていないということだろうか。

　だが、朱貞は緩ゆるやかに首を左右にした。

「いや、亡なくなった北の方との間の子らしいよ」

「……養子にでもだしたのですか」

　どういうことだと無意識に眉まゆをよせた雅雪を朱貞が手招く。よほど特とく殊しゆな事情なのかと訝いぶかりながらいざりよったところを、ぐいっと肩かたを抱だくようにしてひきよせられる。

「聞くところによると、照子どのとその子は双ふた子ごだそうだ」

「双子……」

　ごく低く告げられた内容に、なるほどとようやく得心した。跡あと継つぎの問題など理由はさまざまだが、双子は忌いみ子として敬遠されがちだ。

　それで妹の方を隠かくしたのか、と顎をひいた雅雪に、しかし朱貞はそうではないと言うように先を続けた。

「そのお産で北の方は命をおとされたそうなんだけど……なんでも、下の子が母親の腹を食い破って生まれてきた、とか」

「まさか！」

　一層低められた声に、雅雪は反射的に声をあげた。

「ばかばかしい。あやかしでもあるまいに」

　荒こう唐とう無む稽けいさに言い捨てたにもかかわらず、朱貞は深く頷きを返してきた。

「だから彼女は家人の間では『あやかし姫ひめ』って呼ばれてるらしいね。あの容姿も関係してるんだろうけど、実際、生まれてすぐの彼女の両目は赤く輝かがやいてたとかいないとか……」

　だからこそ、茜と名付けられた赤子はその存在を恐おそれられた。かといって下手へたに手をかければ祟たたられそうで、母方の祖母である尼あまのもとに預けられることになったのだ──と、さも訳知り顔で語る上司に、雅雪は胡う乱ろんげに目を細めた。

「……よくご存じですね」

　それが『茜』という娘が表向き存在しない理由なら、内大臣家は外へ漏もらすような真似まねはしないはずだ。

「むろん、知る人ぞ……というやつさ。とはいえ、人の口に戸は立てられないからねえ」

　朱貞は色めいた笑えみを閃ひらめかせた。

　ようは、どこぞの女から耳にいれたらしい。数ある恋こい人びとの中に、内大臣家を辞した女によう房ぼうでもいたのだろう。気の多い彼をひき留めるために、口が軽くなって面おも白しろおかしく語ったとしても不思議ではない。

「にしても、妹、ね」

　ようやく腕うでを解いた朱貞に、そうだ、と気をとり直す。今はそんな話をしにきたわけではなかった。

「──なるほど」

「はい。どんな事情があるにせよ、身内であることを隠して東宮に近づいたのは事実。なにか思おも惑わくが」

「いや、それとは別の話だよ」

　どこか納なつ得とくした素そ振ぶりの朱貞にあいづちをうてば、首を横に振られる。

　だったらなんなのだと訝しむ雅雪に、彼は含ふくみ笑いを浮うかべるとおもむろに立ちあがった。頭中将、とひき留めるように呼びかけるが、ご苦労とでも言うように手を振られる。

「こちらから主上おかみのお耳にはいれておこう。おまえはひき続き警護と監かん視しを」

　だれの目的がなんであれ、東宮の御おん身みをお守りするのが第一だ。

　そう告げられ、雅雪は居住まいを正して頭をさげた。

　遠ざかっていく足音に、自分もあるべき場所へ戻もどるために腰こしをあげる。

「──『あやかし姫』か」

　耳に覚えのある響ひびきだと思えば、以前麗景殿へ赴おもむいた際、女房たちがそんな囁ささやきを交かわしていたことを思いだす。と同時に、人より色素が薄うすい、よく笑うぱっちりとした目が脳のう裏りに浮かんだ。

　雅雪は頭かぶりを振ってそれを払はらうと、蔵人くろうど所どころをあとにした。

　　[image: ]

　あれから雅雪はなにも言ってこない。

　あの渡わた殿どので姿を消したあと、日が昇のぼってから戻ってきた彼は、しかし特に普ふ段だんと変わった様子はなかった。じっと見られていたり、こちらへ注意を払っているのは感じるが、いつものことと言えばいつものことだ。

　すぐにでも問いつめられる覚かく悟ごをしていた茜は、拍ひよう子し抜ぬけした。

　もしかして、聞かれていたと思ったのは自分の気のせいだったのだろうか？

　そんな考えが頭をかすめたが、すぐに否定する。あの時の様子を目にしてなお、楽観視などできない。

「……だったら、どうして」

　問いつめられても自分の判断では答えられない以上、聞かれても困る。けれど、聞かれないと聞かれないで、真綿で首を絞しめられているかのような息苦しさを感じた。

　今は東とう宮ぐうについていてここにはいない雅雪に、はぁと溜ため息いきをついていると、「あ、周防さん」とかけられる声があった。

　見かけたことはあっても親しくはない女房の姿に思わず身構えると、彼女はきょろきょろとあたりを見回しながら慌あわてたように近づいてきた。

「小丸を見なかった？」

「小丸？　東宮さまの猫ねこですよね。いえ、こちらには」

「そう……」と肩をおとす姿にぴんとくるものがあった。

「もしかして、またいなくなったんですか？」

　小丸は普段勝手にどこかへいってしまわないよう、紐ひもで繫つながれている。ただ、やんちゃ盛ざかりの猫なら当然と言うべきか、嫌いやがってはずしてしまうのだ。

　はじめて茜が見かけた時も、そういう状じよう況きようだったらしい。

「もうすぐ東宮さまの受けておられるご講義が終わるのに……」

　東宮が帝みかどから賜たまわったという猫を可愛かわいがっているのは周知の事実だから、講義が終わる前にと、こうして捜さがして歩いているのだろう。

「では、わたしも捜すのを手伝います」

「あら、お願いできる？　ずいぶん捜したのだけど、見つからなくて」

　外にでてしまってないといいんだけど……と憂うれい顔の女房に「わかりました」と頷いて、茜は簀すの子こへとでた。

「今度はどこにいっちゃったんだろ」

　あたりを見回しながら、とりあえず以前姿を見かけた北舎の方へとむかう。ずいぶん捜したということは、ここ昭陽舎にはいない可能性が高い。

　渡殿を渡り、北舎の中をのぞいてみる。中で休んでいた女房たちに声をかけてみたが、見ていないというすげない返事だ。一応物もの陰かげにいないか確かく認にんしてもらえるよう頼たのんで、茜はぐるりと簀子を回った。

「前はこのあたりにいたんだけど……」

　梨壺と桐壺とを繫ぐ渡殿のあたりまできてみるが、今日は影かげも形もない。念のため、と簀子にかけられた高こう欄らんから身をのりだすようにして床ゆか下したの方ものぞいてみるが、目の届く範はん囲いはごく浅く、ほとんどなにも変わらなかった。

　嘆たん息そくして上体を戻しつつ、視線は自然と渡殿のむこうへとむいていた。

　ここまできたことがあるくらいだ。これを渡ってしまってもおかしくない。

　茜は顔つきをひき締しめると、桐壺へと渡った。注意深くあたりをうかがいながら簀子を進み、人の気配がするあたりで御み簾すのむこうへと声をかけた。

「もうし、こちらに仔こ猫ねこが一いつ匹ぴき迷いこんではおりませんでしょうか？　東宮さまの猫を捜しているのですが……」

　声をかけた瞬しゆん間かん、わずかに聞こえていたざわめきが止やみ、ついでひそひそと声をかわすような気配が伝わってくる。

「……申しわけありませぬが、こちらで見かけた者はおらぬ様子。お役にたてませず」

「いえ、こちらこそご無礼つかまつりました」

　やっぱりか、と落らく胆たんの息をつきそうになりながら、茜が立ち去ろうとした時、

「──もしや、麗景殿さまのところの女房どのでは？」

　御簾の奥から楚そ々そとした声が届いた。

　思いもよらぬことになにごとかと身構えつつ、「仰おおせのとおりです」と返せば、かすかな衣きぬ擦ずれの音がする。「女によう御ごさま」とひき留める響きを帯びた呼びかけがあがったのに、

　──女御さまって、桐壺の!?

　茜は慌てて面おもてを伏ふせた。

　桐壺女御である聖子は、古参ではあるが後宮内の立場はあまり強い方ではない。血筋はたしかなものの早くに両親を亡なくし、姪めいの身の上を憐あわれんだ先帝が聖子をひきとる形で東宮の女御として召したという事情もあり、彼女自身万ばん事じにおいて控ひかえ目だった。

　そのいい例が、この桐壺だ。

　実はここは清涼殿からもっとも遠い場所にあたった。

　彼女が入内したころ、東宮であった今きん上じよう帝ていは梨壺に住まわれていたため、すぐ北側にある桐壺に室を賜り、そのままになっているのだ。先帝の譲じよう位いにより清涼殿に御ご座ざ所しよを移した際、帝から殿舎を移ることを打だ診しんされたのだが、聖子本人が辞退したらしい。

　ただ立場は弱いとはいえ、控え目でありながらも細やかな心配りがいき届いた人ひと柄がらが、宮中に勤めるほかの女房や殿てん上じよう人びとたちからも好感を持たれていた。

　今上帝もそんな従姉いとこ姫ひめを寵ちよう愛あいするというよりは本当の姉のように慕したい、なにくれと気にかけられていると聞く。

　とはいえ、今まで直接声をかけられたことはなく、警けい戒かいは隠かくせない。当然、桐壺女御の耳にも東宮を巡めぐる騒そう動どうのことははいっているはずだ。

「すこしですが、噂うわさは耳にしております」

　きた、と茜は身を固くした。

「麗景殿さまにおかれては、身に覚えのないことでさぞやお心を痛めておいでのことでしょう」

「……おそれいります」

　照子本人はことの次し第だいに気づいていません、とは言えず、曖あい昧まいに言葉を濁にごす。

「あなたも災難でしたね。高倉御息所の件、聞き及およんでおります」

　しかし、大事はなかったのかとわざわざ声をかけてくれた聖子からは、こちらを疑う気配は感じられない。ただ気き遣づかう色だけがあった。

　折々のやりとりしかない、それも敵とも言える自分たちが相手であっても、こうして信じてくれる人もあるのだと思うと胸の奥が温かくなる。

「幸いなことに、主上おかみも心ない空言など気にかけておられないご様子。あなたも心こころ許もとないでしょうが、今しばらくの辛しん抱ぼうです」

「はい、お心遣いありがとう存じます」

　さらに、たかが女によう房ぼうの一人にまでこうして心を傾かたむけてくれる聖子に感じ入れば、自然と頭がさがった。

　仔猫のことはこちらでも気にかけておきましょう、と請うけあってくれたのに礼を告げ、茜は桐壺を辞した。

　──……内裏ここにきてから苦労も多いけど、そればっかりじゃない。

　内大臣邸ていにいては得られなかった人の温かさも、こうして感じることができる。それに遠巻きにされていた家とは違ちがう。こちらが真しん摯しにむかいあっていたら、いずれ自分という存在をわかってもらえる時がくるはずだ。

　よし、と改めてがんばろうと心に刻んでいると、ふいに耳をかすめた音があった。

　かすかではあるが轟とどろくようなそれに、茜はびくりと肩かたを跳はねさせた。

「……今のって」

　頭上に広がる空を見上げるが、建物に阻はばまれて遠くまでは見通せない。しかし、再び低く唸うなるような音が鳴ったのに、さっと表情がこわばった。

「早く、見つけなきゃ」

　屋内にいるならまだしも屋外にでていた場合、今は遠くで鳴っているあれが近づいてきたら、音に驚おどろいてどこかへ飛んでいってしまうかもしれない。

　とくとくと速くなっていく鼓こ動どうに煽あおられるように、茜は忙せわしなく周囲へ首を巡らせた。──と、庭先になにか影がよぎったような気がした。

「小丸……？」

　呼んでも当然のごとく返事はない。

　地面を見下ろしながらしばし逡しゆん巡じゆんする。だが、再び聞こえてきた音に背を押されるように、茜は腰こしに手をやった。

「土の上をひきずって、汚よごすわけにはいかないし」

　表うわ着ぎの上から締めていた長く裾すそをひく裳もの紐ひもを解ほどく。続いて、上にまとった唐から衣ぎぬ、表着、打うち衣ぎぬの女房装束を脱ぬいで袿うちぎ姿になると、それらを御簾の内へと隠す。

　そうして、身軽になった茜は階きざはしから庭へとおりた。

　警備の者か下働きの者に頼むのが普ふ通つうだろうが、彼らを捜す時間が惜おしい。それに幼いころは野山を駆かけ回り、内大臣邸にひきとられてからも保秋と庭を探たん索さくしたりしたのだ。慣れている。

　しかし、人に見つかれば照子の評判にまで関かかわるため、人ひと気けに注意を払はらいながら茜は影が見えた気がしたあたりへと足を進めた。

「小丸、いるの？」

　呼びかけながら茂しげみをかきわけてみるが、それらしき姿はない。落胆の息を漏もらしつつ、ぐるりと庭を眺ながめやる。

「床下にでもはいりこんで──、っ」

　ゴロ……とさきほどより近く聞こえた音に、息を吞のむ。心なしか空も暗くなってきた気がする。

「急がなきゃ……」

　茜は一層騒さわぎたてる胸をなだめながら簀子縁の方へと戻もどると、しゃがみこむようにして下をのぞきこんだ。見通しがきかない暗さに顔を顰しかめながら、簀子に添そうようにして進んでいく。

「猫ねこは暗くら闇やみで目が光るっていうし……いたらわかると思うんだけど」

　いないのか、いてもわからないだけなのか、判断がつきかねて目を凝こらしていると、ギ……と板の鳴る音が上から聞こえてきた。

　──！　だれかくる。

　確実にこちらに近づいてくる足音に、茜は焦あせって周囲を見回した。床下に逃にげこむには這はいつくばらねばならず、いざとなったらしかたないにしてもさすがに避さけたい。

「あ、あそこ」

　幸いさほど遠くないところに渡わた殿どのを認め、茜は頭を低くしたまま袿の裾を持ちあげるようにして小走りでむかった。梨壺と麗景殿を繫つなぐ渡殿は弓なりに反る形になっており、簀子縁の下よりは多少空間が広い。

　見み咎とがめられないかとひやひやしながら渡殿の下へと潜もぐりこむと、膝ひざを抱かかえるようにして身を縮める。息を潜ひそめて頭上をうかがえば、慌あわただしい気配とともにギィ、バタンという音が聞こえてきた。

　──あげてある蔀しとみ戸どを閉めてる？

　どうして……と思いかけ、茜ははっと外に目をやった。いつのまにかあたりには薄うす墨ずみを流したかのような不気味な暗さが忍しのびよっていた。

「あ……」

　まずい、と反射的に立ちあがろうとした時だった。

　パッと薄闇に閃せん光こうが瞬またたく。ほとんど間をおかず、ピシャーンッ！　と空を裂さくような鋭するどい雷らい鳴めいが耳をつんざいた。

「ひ…っ」

　悲鳴が喉のどでひきつる。

　頭上で「きゃあぁぁっ」という甲かん高だかい声が幾いく重えにもあがり、ばたばたと駆け去っていく足音がする。それを追うように、ぽつり、と空から雫しずくがおちてきたかと思うと、瞬く間に土ど砂しや降ぶりの雨へと変わった。

　しかし、茜にはもはやそれらを気にする余よ裕ゆうはなかった。

　轟くいかづちにきつく目を閉じ、両耳を手で塞ふさぐ。身体からだの芯しんから湧わきあがる恐きよう怖ふに、がたがたと全身を震ふるわせるしかなかった。

　かみなりは、苦手だ。

　祖母のもとにいたころも天が怒いかり狂くるっているような音に恐怖を感じたが、当時は抱だき締しめてくれる優やさしい腕うでがあった。

　けれど、内大臣邸にひきとられ、自分が『あやかし姫』と呼ばれる身だと知ってから、恐おそろしさは一層顕けん著ちよなものになった。

『かみなり』は『神鳴り』だ。文字通り、神が鳴らしていると言われている。

　もし、自分が本当に母を死なせて生まれてきた『あやかし』だったとしたら？

　今しもあのいかづちが、自分を襲おそうのではないか──。

　そんなことあるはずがない。思う一方で、幼い頭に焼きついた恐怖は容易には消せず、いまだにかみなりが鳴るとこうしてうずくまって目と耳を塞ぐしかできなくなるのだ。

　──お祖母ばあさま…っ

　涙なみだの滲にじむ瞼まぶたの裏に、今は亡なき面おも影かげを思い浮うかべる。そうすると『大だい丈じよう夫ぶですよ』という声が聞こえる気がするのだ。

　だが今日にかぎっては、聞こえてきたのはまったく違う声だった。

「そんなところでなにをしてる！」

　雷鳴を縫ぬうように、激しく地面を叩たたく雨音に負けじと怒ど鳴なり声があがる。しかし今の茜には、聞こえてはいても反応を返すどころではない。

「──おいっ」

　業ごうを煮にやしたように、突とつ然ぜん肩かたを摑つかまれ、うしろへひかれた。

「……え」

　その時になって傍そばに人がいることに気づいた茜は、恐る恐る目を開けた。涙で曇くもった視界のむこうで、険しい顔つきの雅雪がこちらを見下ろしている。

「くろ、どの──ゃ…ッ」

　思いがけない顔に口を開いた途と端たん、ドォォンッ、と轟きが空気を震わせ、絞しぼりだした声が悲鳴に変わった。再びぎゅっと目を瞑つむり、「くわばら、くわばら……」とかみなり避よけの呪じゆ文もんを口早に唱える。

「おまえは……かみなりが、怖こわいのか」

　さきほどまでの怒気とはうって変わった、戸と惑まどうような声こわ音ねがぽつりとおちる。

　かろうじて耳が拾ったそれに、茜は小刻みに頷うなずく。もはや、自分の立場やここがどこなのかなど意識の外だった。

　早くかみなりが遠ざかってほしい。胸を占しめるのは、それだけだ。

　深い嘆たん息そくとともに摑まれた肩から手が離はなれる。遠ざかる温ぬくもりに寂さびしさがよぎる──間もなく、反対側の肩へその手が回されたかと思うと、ひきよせるようにぐっと力がこもった。

　なにがどうなったのかわからないうちに横へ傾かしいだ身体が、とん、と固いなにかにあたる。濡ぬれているのかひやりとしたそれが温もりを伝えてくるころ、ようよう茜は自分が彼の胸によりかかるようにして抱きこまれていることを理解した。

　さすがに驚いて目を開くと、褐かつ色しよく味を帯びたおちついた赤色、緋あけの生き地じが視界に広がった。

「!?　あ、あの……！」

　思わず顔をあげれば、吐と息いきを感じるほどの距きよ離りに雅雪の冷たい作りものめいた面おもてがあり、動きが止まる。

「──なんだ」

「わ、わたしは、大丈夫、ですから……」

　機き嫌げんの悪さを隠かくさない一いち瞥べつに、茜は雷鳴とは違ちがった意味でぶるりと身体を震わせて、そっと雅雪の胸むな元もとを押し返した。

　雅雪のまなざしに、内大臣邸ていの人々の自分を見る目が重なった。

『あやかし姫ひめ』に対する嫌けん悪おと畏い怖ふに満ちたそれは、茜を拒きよ絶ぜつし頼たよることを許さない。
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　かみなりは怖い。できるなら傍にある温もりにより添っていたい。けれど、そうすることで疎うとましく思われるのなら、だれにもすがりつきたくなかった。

　倒たおれかかった身体を起こそうと震える手に力をこめると、小さくだが舌打ちが聞こえる。

「っ、は、放して……」

「うるさい」

　半ば恐きよう慌こう状態に陥おちいって、なんとか離れようともがけば、短い一言とともに肩かたに回された腕になおさら力がこもる。ますます抱きこまれる形になった茜は、身体をこわばらせた。

「……ど、して」

「四の五の言わずに、ここでおとなしくしてろ」

　かみなりが怖いんだろうが、と明後日あさつての方をむくようにして呟つぶやかれた言葉に、雅雪の腕の中で目を瞠みはる。

　──それ、って……かみなりが止やむまで、傍にいてくれるってこと……？

　そう理解するやいなや、肩から力が抜ぬけた。自然彼の胸に預ける形になった左耳から、とくとくと鼓こ動どうの響ひびきが伝わってくる。

　すこし速い気がするそれと、じんわりと染しみてくる体温に、茜は泣き笑いのように表情を歪ゆがませて、目を閉じた。

　──わかりにくい、優しさ。

　不本意なのはさっきの表情を見たらわかる。けれど、子どものように脅おびえる自分を放ほうってはおけなかったのだろう。

　思えば、いつだって彼はそうだった。はじめての時も、高倉御息所の時も。

　宮中を護まもる近衛このえとしての正義感なのかもしれない。嫌いやなら捨ておいてくれていいのに、とも思う。しかし、不器用な優しさが嬉うれしいと感じるのも、偽いつわりのない気持ちだ。

　衣ころも越ごしに感じる雅雪の逞たくましさに、護られている安心感を覚える。と同時に、遅おくればせながら湧いてきた羞しゆう恥ち心しんと、胸がざわめくようなくすぐったいような感覚に、茜の鼓動もまた高まっていく。

　距離が近い。

　つきあいの長い保秋とだって、こんな風に触ふれあったことはなかった。

　普ふ段だんより身軽な分、さらには雅雪の衣が濡れている分、布越しとはいえ体温が直じかに伝わってくるような心地ここちがして、痛いほどに心臓が高鳴る。その響きすら彼に届いてしまいそうで、なおさら鎮しずまらない。

　──だけど、なんでだろう……嫌じゃ、ない。

　たしかに胸が騒さわぐが、あの晩──宮と呼ばれる男に抱きこまれた時のものとは違う。あの時は圧あつ倒とう的な力の差に恐ろしさしか感じなかったのに、今は逆に安あん堵どを覚える自分がいる。

　これもかみなりに対する恐怖ゆえなのだろうか？

　ただはっきりしているのは、雅雪にこうされていることにどきどきこそすれ、嫌悪は感じないということだ。

　自分でも摑めない感情に思い迷ううち、我を忘れるような恐怖心は薄うすれていた。

　そのことに茜が気づいたのは、かみなりもだいぶ遠ざかったあとだった。

　ほう……と安堵に一ひと際きわ大きく息をついた時、

「おちついたか」

　それまで一言もなく、ただより添そっていた雅雪の声に、どきりと心臓が跳はねた。

「！　は、はい。ありがとうございました…っ」

　かみなりのせいとはいえ、なんてことを！　と慌あわてながら礼を言って、こわばった身体に力をこめて体勢を立て直す。

「いや」とそっけなく応こたえた雅雪は、茜がおちつくのを待って、膝ひざをつきながら腰こしをあげた。

「……ところで、どうしてここに？」

　そして、思いだしたようにこちらの軽装に目を細めた彼に、茜は顔色を変えるより早く、「あ！」と叫さけんで立ちあがろうとした。

「おいっ、こんなところで立ちあがる莫迦ばかがあるか」

　だが、即そく座ざに肩を押さえつけられ、渡わた殿どのの床ゆかに頭を打ちつけることは免まぬがれる。

　ただ当の茜は、それを気に留める余よ裕ゆうもなく、焦あせる気持ちのままに雅雪を見上げた。

「猫ねこを捜さがしてたんです！……今の雷らい雨うで、驚おどろいてどこかいっちゃってなければいいんだけど」

「猫？──東とう宮ぐうの？」

　こちらの焦しよう燥そうとは裏腹に、雅雪は怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめた。あたりまえだとばかりに頷いた茜に、彼の方もまた『なにを言ってるんだ』という目つきになる。

「捜すまでもない。部屋にいただろう」

　彼の口から告げられたそれに、耳を疑った。

「部屋に……？　え、でも、紐ひもをはずしていなくなったって……」

「自分が母も屋やをでた時には繫つながれていた」

　だとしたら、十中八九今も部屋に、東宮のところにいるということだ。

　判明した事実に、茜は再び大きく息を吐はきだすと、その場にへたりこんだ。

「なんだ……よかった」

　安堵に知らず頰ほおが緩ゆるむ。

　今にして思えば、おそらくあれはあの女によう房ぼうの噓うそ、というより嫌がらせだったのだ。

　茜にいなくなってもいない猫を捜させている間に、東宮には「どこかでさぼっているのでは」と吹ふきこむ──想像でしかないが、そんなところだろう。

「……なにを笑ってる」

「なにをって……猫が無事で、東宮が悲しまれることがなくて、よかったなって」

「ずいぶん、めでたい頭だ」

　問われたことに答えたにもかかわらず、莫迦にしたように言い捨てた雅雪に、さすがにむっとする。どういう意味だと目つきをきつくして顔をあげた茜を、いらだちを宿した双そう眸ぼうが鋭するどく見下ろしていた。

「大方、女房仲間にでも騙だまされたんだろうが、へらへらと」

「なっ……へらへらって」

　まるでなにも考えてないような言い様に、茜は眉を逆立てた。

「おまえは悔くやしくないのか」

　さらにたたみかけられ、かあっと頭に血がのぼる。

　──なんで、わたしが責められなきゃならないの!?

　理り不ふ尽じんさには慣れている。けれど、さっきの今だけに……彼の優やさしさに触れたあとだけに、掌てのひらを返したような言動が突つき刺ささった。

　その痛みが、今まで胸の奥に秘ひめていた感情を一気に揺ゆさぶり起こす。それはもはや止めようもなく、自分の中から溢あふれていく。

「……悔しくないわけ、ないじゃない」

　気づけば、茜は燃えるようなまなざしで雅雪を睨にらみ返していた。

「悔しいに決まってるでしょ!?」

「──だったら、なぜ笑える」

　茜の剣けん幕まくに雅雪は軽く目を瞠みはったあと、すぐにもとの冷ややかさをまとった。

「そもそも、ものの数にもはいらぬ身と己おのれの存在を貶おとしめられて、どうして抗あらがわない」

「ッ、わたしだって──！」

　煽あおられるように荒あらぶりかけ、茜は震ふるえる指先を痛いほど握にぎり締しめた。湧わきあがる衝しよう動どうのままに戦慄わななく吐と息いきを、抑おさえつけるように細く吐きだす。

「……今までだって、こんなこといくらでもあった。嫌な思いだって、たくさんした」

　父や兄の顔に、照子の顔、内大臣邸ていにいた家人たちの顔が浮うかんでは消えていく。

　思わなかったことがない、なんて噓になる。

　どうして同じ双ふた子ごなのに、自分の容姿は照子とは違うのか。照子は慈いつくしまれているのに、自分は忌き避ひされるのか。

　どうしようもない差を見せつけられる時、胸に重苦しさを覚えずにはいられなかったことも一度や二度ではない。この身は本当に『あやかし』なのか、自分で自分が恐おそろしくてしかたなかったこともだ。

　居場所のない内大臣邸で照子が慕したい、頼たよってくれるのを嬉しいと思う反面、心の片かた隅すみでは複雑な感情も渦うず巻まいていた。

　だが、そんな気持ちに囚とらわれるたび、脳のう裏りをよぎるのは祖母の姿だった。

「恨うらまずにいるのは、苦しい。でも──恨むのも、苦しい。人を憎にくむ自分も、好きになんてなれないから…っ」

　人を恨んではいけないと説く温かな腕うでが、愛されていたたしかな記き憶おくが、負の感情に傾かたむきそうになる『自分』をとり戻もどさせてくれた。

「同じ苦しいなら、恨まずにいる方がいい。同じ返ってくるなら『呪のろい』より、『情け』の方がずっといいじゃない」

　情けは人の為ためならず、だれかにかけた情けは回り回って自分に返ってくる。だったら、悔しがって仏ぶつ頂ちよう面づらでいるよりも、笑え顔がおでいる方がずっといいに決まっている。

「だから、笑うの。笑う門かどには福来たるって言うでしょ」

　そう、茜はこわばった顔に笑みを浮かべてみせた。

　自分でもわかるぎこちないそれを瞬またたきも忘れたように見つめた雅雪は、

「……そうか」

　わずかに表情を歪ませるとふいっと顔をそらした。

「悪かった。──すこし、気が昂たかぶってたようだ」

　聞こえるか聞こえないかくらいの声で言いおいて、立ちあがりかけ──ふと動きを止める。その横顔が逡しゆん巡じゆんを見せたあと、おもむろに茜の方へとむき直った。

「蔵人の……？」

「それが、おまえの武器だというのなら──」

　どうしたのかと戸と惑まどいながらあげかけた声を、すっと伸のびてきた手が遮さえぎる。

「笑っていろ。その方が、おまえらしい」

　言うが早いか、長い指がするりとこちらの頰をなぜると、雅雪は今度こそ渡殿の下から抜ぬけでていく。

　茜はそのうしろ姿を呆あつ気けにとられて見つめた。

　──なんなの？　優しいかと思えば、言いがかりをつけてきて……。

　結果、あれほどすんなり非を認めるとは、正直思っていなかった。おまけに──

「──わたし、らしいって……」

　かすめていった感かん触しよくをたしかめるように指を這はわせ、茜はかあっと頰を染めた。

　こうなると今さらながらに自分の方が恥はずかしくなってくる。きっかけは雅雪にあったとはいえ、彼とは関係のない鬱うつ積せきまでぶつけてしまった。

　羞しゆう恥ちに火ほ照てった頰を隠かくすように、茜は俯うつむいた。

　──どうしよう、かみなりが苦手だからって傍そばにいてくれた人にあんなことぶちまけて、どんな顔したら……！

　こんなんじゃあわせる顔がない、とあわあわしていると、目の前にすっとしなやかな手がさしだされた。

　え？　と反射的に面おもてをあげる。

「いつまでそこに座りこんでる気だ」

　こちらをのぞきこむようにして手を伸ばしてくる雅雪の姿に、どきりとする。直前まで彼に、この腕に抱だかれていたことを思いだせば、おさまりかけていた鼓こ動どうが再び速まっていく。

「おい」

　思わず固まった茜に、雅雪が眉まゆ根ねをよせた。早くしろ、とばかりにさらに伸ばされた手へ、はっとして自分の手を重ねると強く握りこまれる。

　その感触にますますさっきのことを意識してしまい、茜は身を竦すくませた。

　けれど、そんなことはおかまいなしに渡殿の下からひっぱりだすように手をひかれる。

「ちょっ、待っ……」

　とっさに腰こしを浮かせたものの、準備していなかった分、雅雪の方へとつんのめる形になる。ひっぱりだされた勢いのまま、茜は再び彼の腕の中へと飛びこんでいた。──しかも、今度は真っ正面から。

「～～～っ」

　声にならない悲鳴をあげ、雅雪の胸を押し返すようにしてうしろへ飛び退のく。しかし、さばききれなかった袴はかまを踏ふみつけ、逆にうしろへと倒たおれこみそうになる。

「おいっ」とすばやく雅雪が腕を捉つかまえてくれたおかげで、なんとか体勢をたて直すことができた。

　一人で大おお慌あわてした挙句、結局手を借りていては、さすがに彼の顔を直視できない。

「ご、ごめんなさい！」

「──いや」

　確実に赤くなっているだろう面を俯けた茜は、そっけない返事にそろりと視線をあげた。だが、その時にはもう彼はこちらに背をむけていた。

　それにすこしの寂さみしさを感じた自分に、自分で戸惑う。

　──なんだろう……これ。

　羞恥でまともに顔をあわせられないと思うのに、彼が自分を見ないことがもの淋さびしいなど身勝手にもほどがある。

　そんな困こん惑わくを抱かかえて雅雪の背を見つめた茜は、ふとその姿のむこうに薄うす紫むらさきの花はな房ぶさをつけた藤ふじの枝を認めた。

　鮮あざやかに咲さきこぼれる花々に、まるで泡あわが浮きあがってくるかのように浮かんだものを、彼女は無意識に口ずさんでいた。
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　──なにをしてるんだ、俺は。

　らしくもない自分を自分で量りかねながら渡わた殿どのに背をむけた雅雪は、




「鳴る神の　音にのみ聞く　富士の嶺みね　いかでかしらむ　燃ゆる思ひを」




　唐とう突とつに背後から聞こえてきた歌に、つられるように振ふり返っていた。

　どこか遠くを見るような目つきでこちらを見る大きな瞳ひとみに、目が釘くぎ付づけになる。

　今のは……と脳裏で歌をなぞり、ざわりと胸がざわめいた。

　表面上は、なにを脈みやく絡らくもなく、と思う歌だ。だが、その裏に潜ひそんだものを読み解くと、まったく違ちがう意味を持つ歌になる。

　富士の嶺は火山だ。そこからの連想で、『思ひ』にはもうひとつ『火』という意味が隠されている。『燃ゆる思ひ』には『燃える火』と『胸に高まる思い』、ふたつの意味がこめられているのだ。つまり、

『遠えん雷らいを聞くように、噂うわさにしか聞いたことのない富士の山の火が燃えているかなど、どうしてわたしが知っているだろうか。それと同じように、恋こいを知らない自分には胸に灯ともったこの思いがなんなのか、わかるはずもない』

　というような意を、この歌は含ふくんでいる。

　彼女はだれかに恋とは確しかと呼べない想おもいを抱いだいて戸惑っている、ということだ。

　だとしたら、あのまなざしは、一体だれを見ているのだろうか──？

　東とう宮ぐうの授業明け、姿が見えない彼女を捜さがしにでたのは、監かん視し対象者として当然だった。

　ただ、見つけた場所こそ怪あやしかったが、かみなりに脅おびえるさまはごく普ふ通つうの少女で……そこにはなんの演技も媚こびもなかった。

　今までよってくるのは、こんな時ここぞとばかりにすがってくるような女ばかりだったから、強がって一人でやりすごそうとする姿に、かえって放ほうっておけなかった。

　こちらを拒きよ絶ぜつするくせに、求めるように揺ゆれる瞳に、震ふるえる肩かたの細さに、護まもらなくてはと思ってしまった。

　そんな自分に、内心激しく動どう揺ようした。

　それもあってだろう。猫ねこを捜しにでなければ恐おそろしい思いをすることもなかったのに、「よかった」などと言って笑うから、どこまでおめでたいのかとつい責めてしまったのだ。

　頭とうの中ちゆう将じようから彼女をとり巻く理り不ふ尽じんな境きよう遇ぐうを聞いていたからだろうか。

　そんなものに甘んじていることに、抗あらがわないことに、憤いきどおりが抑おさえられなかった。

　あの明るさの裏に、どんな思いを秘ひめているのか気づきもしないで──。

　雅雪はじっと自分の右手を見下ろした。

　──『笑う』ことが、これの強さか……。

　そんな彼女に淡あわい想いを抱く相手がいる、ということが妙みように胸をひっかく。

　──それに、この歌の才。

　たぶん、彼女は歌を詠よもうと思って詠んだのではない。かみなりやたまたま目に留まった藤から自然と浮うかんだのだ。それが無意識のうちに溢あふれたのは、あの表情を見ればわかる。

　意識せず、この歌を詠む才能。さらに、この麗景殿女御に似た声……

「……まさか、本当に」

　いつかの時、上司の漏もらした呟つぶやきによぎった可能性が頭に蘇よみがえる。

　もし、あれが彼女だったとしたら──その考えが湖面に投げられた小石のように、心の中に大きな波は紋もんを広げていく。

　じっと視線を注いでいると、我に返ったようにこちらに焦しよう点てんをあわせた茜が、戸惑ったように視線を泳がせた。

「あの……なにか？」

「……なんでもない。いいかげん、戻もどるぞ」

　ひとつ息をつき、いったん保留だと踵きびすを返した背後で、

「え、はい──あ！」

　なにかに気づいたような声があがった。

　今度はなんだ、と雅雪が肩かた越ごしに振り返ると、「わたし、こんな格好……」と自分の身体からだを見下ろす茜の姿があった。たしかに、土と雨とで裾すそや袖そでがひどいことになっている上、そもそも身につけていたはずの裳もなどの装束が見あたらない。

「わたし、着き替がえてきます！」

　慌てて言いおいたかと思うと、彼女がくるりと背をむけた。止める間もなく、むこう側へと渡殿の下をくぐり抜けようとした茜は、しかし身を屈かがめた不自然な状態で急に動きを止めた。

「おい、なにをやって……」

「──あそこに、なにか見えませんか？」

　こちらが怪け訝げんに思うのと同時に、茜が渡殿の先を指さした。その先にあるのは、麗景殿だ。

　雅雪は予想外の動きばかりする彼女に短く嘆たん息そくして、そちらへととって返した。指し示す方を追うように身を屈めてのぞきこみ、目を眇すがめた。

「あれは……」

　麗景殿の床ゆか下したにきらりと光るものがある。

　無言のまま茜へと視線を転じれば、彼女もまたこちらを見た。そのどこか険しい顔つきに、お互たがい不ふ穏おんななにかを嗅かぎとっていることを知る。




　はたして、麗景殿の床下に潜りこんだ雅雪が目にしたのは──小刀で柱に深々と刺さし止められた、麗景殿女御の名が記された人ヒト形ガタであった。
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　外はしとしとと雨が降っていた。

　あの雷雨の日以来、長雨の走りのように雨模様が続いている。

「最近はおかしな天候ね。この間の季節外れのかみなりといい、ここのところの雨といい」

　長雨の季節はまだ先なのに、と気き鬱うつそうに嘆なげく照子の声が聞こえてくる。

　茜は部屋の隅すみに控ひかえながら御み簾す越しに外を見やった。

　地面も庭木もじっとりと雨に濡ぬれ、照子ではないが鬱々とした印象だ。けれど、特に変わった点は見受けられない。

　──姉さまもなんともなさそうだし……ひとまずは、よかった。

　あの日、見つけた人形には『藤原有明女照子』と黒々と記されていた。それが照子の住む麗景殿の床下に小刀で突つき刺されていたのだ。照子を狙ねらう呪じゆ詛そ以外のなにものでもなかった。

　すぐに祓はらえがおこなわれたためか、彼女に呪のろいの影えい響きようがでている節は見あたらない。

　だけど油断は禁物だ、と気をひき締しめながら外を警けい戒かいしていた茜は、「あ」と思わず声を零こぼした。はっと周囲を見回すが、だれもこちらを気にしている様子はない。

　ほうと胸をなでおろし、茜はそろりと立ちあがると静かに部屋を抜ぬけだした。

「蔵人の少将さま」

　そうして、御簾越しに目に留まった雅雪のもとへと人目を忍しのびつつむかった。

「異変は」

　挨あい拶さつもなにもすっとばして端たん的てきに投げかけられたそれに、「今のところは」と首を振ふる。

「そちらは？　なにかありましたか？」

　こちらの問いにも頭かぶりが振られ、茜は安あん堵どするような落らく胆たんするような気持ちで息をついた。

「麗景殿さまには？」

「……まだ、迷っています」

　実のところ、呪詛のことは照子には告げていなかった。祓えも、床下で穢けがれがあったから、と曖あい昧まいに誤ご魔ま化かして受けさせている。麗景殿であのことを知っているのは茜だけだ。

　自分が呪詛の対象にされていたと聞いたら、照子は衝しよう撃げきを受けるだろう。それだけで話は終わらない分、なおさらだ。

「自分を狙ってる……陥おとしいれようとしてる人物がいるだなんて知ったら、寝ね込こみかねません」

　言葉を濁にごしたが、もともと入じゆ内だいを嫌いやがっていた照子だ。内大臣邸ていへ帰ると騒さわぎかねない。

　だが、簡単なことではない上に、帝みかどの寵ちよう愛あいを得ている今、父は里さがりなど許さないだろう。そうなったら本当に寝込みかねないが、どちらにしろ相手の思うつぼだ。

　ことを仕組んだ者は、照子を女御の座からひきずりおとせればいいのだから──。

「だから、わたしが……犯人の本当の狙いが麗景殿女御なら、わたしが気を配ってないと」

「麗景殿さまに濡れ衣ぎぬを着せるために、東宮を狙うような相手だ。これで終わるとは思えないからな」

　あの人形を見つけ、標的が照子だとわかった時、二人のいたった結論がそれだった。

　最初、雅雪が「本当の狙いは、麗景殿女御だったのか？」と言いだした時は意味がわからなかった。が──

「──邪じや魔ま者ものを排はい除じよするためなら、幼い東宮を危険に晒さらすことも躊躇ためらわないなんて…っ」

　彼の言わんとすることがわかった瞬しゆん間かん、かっと身体が熱くなるのを感じた。

　茜が梨壺をとおりかかったのは偶ぐう然ぜんだが、あれがなくても一番に疑われたのは照子並びに父だっただろう。現に雅雪がそうだった。その場合、気づかない間に犯人にされていたかもしれないのだ。

　なにより、護られるべき幼い子どもを利用したことが茜には許せなかった。

「東宮の方は大だい丈じよう夫ぶですか？」

「そっちの警備は怠おこたりない。念のため、床下にも潜ったがなにもでてこなかった」

　だが……と言葉を切った雅雪が、ちらりと照子がいる方を一いち瞥べつする。

「梨壺以外ではあまり表だって動けない」

「わかってます」

　呪詛の件は当然朱貞に報告してあるし、彼を通じて帝の耳にもはいっているはずだ。その上で、箝かん口こう令れいが敷しかれていた。

　代替わり早々内だい裏りで騒そう動どうが起きるなど、今きん上じよう帝ていの威い光こうに関かかわる。梨壺の件はもはやしかたないが、犯人の目星もつかない状態で照子の件まで公おおやけにするわけにはいかないのだ。

「ですから、わたしだけでも、と無理を言って戻もどしてもらったんですから」

「なるべく気にかけるようにはする」

「お願いします」

　人形の件のあと、茜は東とう宮ぐうと雅雪の許しを得て、麗景殿に戻ってきていた。

　本来なら指示をだした本人、『宮』の許可がいるのだろうが、あの晩以来見かけない。

　狙いは東宮ではなかった可能性が高くなった今、彼に対する疑ぎ惑わくは思い違ちがいだったのかもしれないが、茜の中では完全に晴れてはいない。彼の行動が怪あやしく見えるのは事実だ。

　──それにあの香かおり……。

　つい考えこんでいた茜は、小さく頭を振った。

　曖昧な感覚で犯人扱あつかいはできない。怪しくても証しよう拠こがなかったら、こちらを不利にするだけだ。だからこそ、雅雪にも迂う闊かつなことは言えなかった。

「なんだ？」

　そう思いつつも物言いたげな顔をしていたのか、雅雪が片かた眉まゆをあげる。

「いえ……このあたりで失礼します」

　茜はなんでもないと誤魔化して、あまり長い間こうしていては人目につく、と裾すそを翻ひるがえした。その背に、

「──気をつけろ」

　かろうじて聞こえた声に、え？　と振りむいた時には、緋あけ色いろのうしろ姿が遠ざかっていくところだった。

「……あれって、わたしに言ってくれたの？」

　首を傾かしげるが、当然答えが返るはずもない。

　茜はくすりと笑えみを零こぼすと、「よし！」と気をいれ直す。

「今はわたししかいないんだから」

　だれにも姉を傷つけさせたりはしない。

　決意も新たに、茜は照子たちのいる場所へと戻るべく、足を踏ふみだした。







　翌日は、こちらの志気にあわせたかのように朝から晴れ渡わたっていた。

　昨夜までの雨が噓うそのようにすっきりとした青空が広がり、この時期本来の爽さわやかな風が雨に洗い流された澄すんだ空気を運んでくる。

　待ち望んだ陽気に、麗景殿の主あるじの表情もまた明るいものとなったが、それでもまだ物足りなかったらしい。

　さんさんと降り注いでいた日ざしが瞬またたく星明かりに変わるころ、待ちかねたように、いつもはおりている庭に面した御み簾すの一部が上まで巻きあげられていた。

「ひさしぶりの晴れ間とはいえ……いつだれがお越こしになるとも知れませんのに。それもこのような端はし近ぢかに……」

「これでも明るいうちは我が慢まんしていたのよ、すこしはいいでしょう？　せっかくの星月夜を楽しみたいわ。大丈夫よ、廊ろうからは見えないもの。だれかいらしたら奥へはいったらいいわ」

　ね、周防？　と微笑ほほえみかけてくる照子に、茜は控えていた開け放たれた御簾の脇わきから、黙だまったまま小さく笑みを返した。

　御簾をあげるだけでは飽あきたらず、廂ひさしの間まででてきた照子は、ぶつぶつと小言を口にする乳母めのとをあしらって、琴ことを爪つま弾びく。

　昨日までずいぶんと気鬱な様子だったから、気晴らしがしたいのだろう。それはわかる。わかるが……と、茜は笑顔の下で溜ため息いきをついた。

　──できれば、乳母の言うとおり、御簾をさげて奥にいてほしいんだけどな。

　こちらを狙ねらう者がある以上、余計な隙すきは見せない方がいい。

　最初は濡ぬれ衣を着せようとし、次は呪じゆ詛そを仕し掛かけてきた。遠回しではあるが、明確な排除の意思が見えてきた今、今度はいつどんな風に狙われてもおかしくない。

　星が綺き麗れいに見える分、見通しもよい外へ、茜はそっと視線を巡めぐらせた。

「──まさか、直接のりこんでは……!?」

　こないだろうけど、と続けようとした言葉が喉のどの奥につかえる。飛びこんできた信じられない景色に、ぎょっと目を瞠みはった。

　庭には目め隠かくしのために立たて蔀じとみが巡らされているのだが、その上から顔らしきものがのぞいているのだ。

「な、に……」

　闇やみの中にほの白い首が浮うかびあがり、大きく見開かれた眼めがぎょろりとこちらを見つめるさまに、声がひきつる。恐きよう怖ふもすぎると悲鳴もでないのだと、この時になってはじめて知った。

　──鬼おに……？　まさか！

　最初に浮かんだのは、あやかしの類たぐいだった。都でも夜の闇は深く、だれそれが都大路で鬼に行き会ったなどの噂うわさには事欠かない。

　しかし、よりにもよってそうした護まもりも固い宮中で、と否定する。

　だったらあれはなんなのか──？

　そんなことが瞬しゆん時じに頭を駆かけ巡り、反応が遅おくれる。

　はっと我をとり戻した時には、人ひと影かげはこちらにむかって弓をかまえていた。

　キラッと矢じりが篝かがり火びを弾はじいた瞬間、茜もまた弾かれるように立ちあがっていた。

「姉さまッッ」

　ここがどこだとか、だれかが見ていたらなど考える余よ裕ゆうもなく叫さけびをあげると、照子の方へと飛びだす。え？　と琴からあげられた照子の顔が驚おどろきに染まるのが、ひどくゆっくりと目に映る。

　茜は照子へ手を伸のばし、彼女の頭を自らの身体からだで覆おおい隠すように抱だきこんだ。

　足元でベキッと木が割れる音がして、膝ひざに痛みが走る。と同時に、ひゅっと耳のすぐ傍そばを矢がすぎる気配がした。

「ヒッ……姫ひめさま！」

　乳母が甲かん高だかい声をあげたのを皮切りに、いっせいに絹を裂さくような悲鳴があたりに響ひびき渡る。

　けれど、茜はそれらには目もくれず、さらにきつく照子を抱き締しめた。

　ここまで直接的に狙ってきたのだ。むこうも必死のはずだ。これで終わるとは思えない。

　案の定、すぐさまひょうっと次の矢が放たれる音が鳴った。

　──くる……！

　こちらへ一直線にむかってくるだろう矢に、今度こそ当たるのを覚かく悟ごした次の時、

「周防どのッ──」

　切せつ羽ぱ詰つまった叫びが耳を打った。そして──風切り音が途と絶だえる。

「……？」

　待てども襲おそってこない痛みに、茜はそろりと顔をあげた。一体どうして……と混乱する頭に、直前に聞こえた声が甦よみがえる。

「あれ、は──」

「きゃあぁぁっ、蔵人の少将さま！」

　鈍にぶった思考の中、だれだったのか思いだそうとする。そこへあがった叫きよう声せいに、大きく肩かたが跳はねた。考えるより先に、ばっとうしろを見返る。

　すぐ目の前に、昨日見送った緋あけの背中が広がった。

　ああ、彼だと思ったのも束つかの間、その左ひだり腕うでに深々と突つき刺ささった矢に、茜は硬こう直ちよくした。

「！　蔵人の…ッ」

「──あ……」

　即そく座ざに雅雪へと身体を返そうとする。が、胸のあたりから小さな声があがり、腕にぐっと重みがかかった。ひきずられるように傾いだ身体に慌あわてて顔を戻すと、真っ青な顔色をした照子が力なく頭こうべを垂れていた。

「姉さま!?」

　矢が当たったのかと焦あせるが、様子を見るに今の騒そう動どうと雅雪の姿を目にして気を失っただけらしい。

　無事なことに安あん堵どしつつも雅雪のことが気がかりで、照子を床ゆかへ横たえようとした時、「姫さまッ」とその身体を勢いよくひったくった腕があった。

「ああっ、いつかこのようなことになるのではないかと思っていたのです……この者のせいで！」

　きつく──それこそ鬼の形相でこちらを睨にらみつけた照子の乳母に、茜は目を見開いた。

「ちが……」

「この、あやかしがッ」

　とっさに口を突いた否定を、憎にく々にくしげな高声が遮さえぎる。

「その不気味なまなこで、今度はどんな厄やく災さいを呼びこむ気です!?」

　たぎる怒いかりを面とむかって叩たたきつけられ、息が止まった。

　なにもしていない、前から照子は狙われていたのだと、声にならない言葉が浮かんでは消えていく。

　だが、乳母の方はもはや茜などに用はないと、「姫さま、姫さまっ」と泣きださんばかりの様相で照子を抱かかえこんでいた。

　──あやかし……。

　人とは違ちがう見た目を嫌けん悪おされていただけではなく、本当にそんな風に見られていたのだと思うと、心臓が締めつけられるような息苦しさを覚えた。こちらを見る女によう房ぼうたちの顔が一様に怯おびえを帯び、遠巻きにしているのがわかる。

「……違う、わたしは──」

　あやかしなんかじゃない！──そう叫びだしたくなる衝しよう動どうをこらえて、茜はおもむろに立ちあがった。周囲がびくっと反応する。

　湧わきあがる悲しさやら悔くやしさをぐっと吞のみこんで、茜は大きく頭かぶりを振ふった。

　──今は、そんな場合じゃない。

　自分たちをかばって矢を受けた雅雪がいるのだ。早く、彼の手当てをしなくては。

　茜は奥歯を嚙かみ締め、うしろへむき直った。蔵人の少将は……と視線を彷徨さまよわせる。

　雅雪は左腕をかばうようにして簀すの子こ縁えんに立っていた。騒動を聞いて駆けつけてきた武官たちに、矢を受けているとは思えない鋭するどさで指示を飛ばしている。

「──少将さま！」

　腕に矢が刺さったままの雅雪に、茜はさっと顔を青ざめさせて駆けよった。

「なにして……すぐに手当てをっ」

　無む茶ちやなことを、と雅雪の左腕へと手を伸ばす。しかし──

「触さわるな！」
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　触ふれるか触れないかのところで、パシッ、とその手を弾かれる。

「え……」

　打たれた手が、じんと熱を持つ。なにが起きたのかと茫ぼう然ぜんと雅雪を見上げた。

　茜の手を拒こばんだ彼は、眉み間けんに皺しわをよせて顰しかめ面つらになると、無言のままふいっとこちらに背をむけた。

　拒きよ絶ぜつされた。

　手の痛みが、耳に残る響きが、はっきりとその事実を突きつけてくる。

　──嫌きら、われた……？　わたしたちのせいで、怪け我がをしたから？　それとも──

　自分が、あやかしだから？

「……っ」

　脳のう裏りに浮かんだ理由に、ずきっと胸に痛みが走る。それはさきほど乳母めのとに面めん罵ばされた時以上の苦しさだった。

　近しく感じはじめていただけに、遠く見える背中が、寂さびしい。

　思えばはじめて顔をあわせた時から、言葉であれ態度であれ、見た目について触れられたことは一度もなかった。まなざしこそ冷ややかだったが、そこに嫌悪の色が浮かんだことはない。

　ここにいたって彼も、まわりの女房たちのように自分を薄うす気き味み悪わるく思ったのだろうか。傍にいると厄災をこうむると……。

　──ああ……そういえば、迷めい惑わくばっかりかけてる気がする。

　縁からおとされたのを助け、雷らい雨うの最中にあんな場所に留とどめられ、挙句矢で腕を射られれば、嫌いやにもなるだろう。

「はは……」

　今までを振り返って、茜が乾かわいた笑いを零こぼしていると、ふいにぽんと肩に手がおかれた。びくっと知らぬ間に俯うつむいていた顔をあげる。いつきたのか、朱貞が立っていた。

「大だい丈じよう夫ぶかい？」

「あ、はい……わたしは」

　この場に漂ただよう異様な雰ふん囲い気きを感じていないはずはないのに、心配げにこちらをのぞきこんでくる彼に、さすが女性に優やさしいと評判なだけはあると場違いなことを思う。

　しかし、すぐにはっとすると茜は周囲に視線を巡めぐらせた。

「あの、蔵人の少将さまは……」

　気づけばいなくなっていた姿に、怪我は大丈夫なのかと別の不安が頭をもたげる。拒まれようと嫌われようと、心配する気持ちまではなくならない。自分たちのせいならなおさらだ。

「ああ、あれならさがらせたよ。いつまでも麗景殿を穢けがれに晒さらしておくわけにはいかないからね」

　ちらりと簀子を一いち瞥べつした朱貞につられて下を見ると、雅雪の腕から滴したたったのか、点、点とところどころに血らしきものがおちていた。

　火明かりに浮うかびあがったその赤さに、ひやりとする。

「これ……大丈夫なんですかッ？」

「あれも武官の端はしくれだ、この程度たいしたことじゃない。──それより、女房どのは？」

　食ってかかるようにつめよった茜に、朱貞は軽く目を瞠みはったあと、なんでもないことのように首を振った。ほっと息をつきながら、茜もまたゆっくりと頭を振った。

「わたしは、大丈夫です。あの方のおかげで」

　琴ことを踏ふみ壊こわした膝ひざが思いだしたようにじくじくと痛みだしていたが、矢で射られることと比べたらなんのことはない。

　そうかい？　と気き遣づかわしげなまなざしで、朱貞は彼女を部屋の中へと誘いざなった。

「なら、悪いけど、ちょっと話を聞かせてもらえるかな？　どういう状じよう況きようだったのか」

「もちろんです。わたしに答えられることでしたら、なんでも聞いてください」

　そうして、促うながされるままに茜が見たものを語り終えると、朱貞は庭へと視線を転じた。

「立蔀のむこうか……むこうにあるのは常じよう寧ねい殿でんだけど、今はどなたもおられないからね」

　隙すきを狙ねらうにはちょうどよかったのだろう、とどこか悔しげな様子をのぞかせる。

　仮にも内だい裏りを護まもる者として暴挙を許したことを悔くいている風ふ情ぜいからは、普ふ段だんの甘やかさは感じられない。

　しかし、彼はひとつ息をつくと、「疲つかれてるところをすまなかったね」とすぐに笑えみをのぞかせた。

「ことがことだし、麗景殿は穢れに触れてしまったから、女によう御ごさまにはしばらく居をお移りいただくことになる。主上おかみにご報告申しあげたあと、追って女御さまに使いがだされるだろう。だから、女房どのもさがって休まれるといい──気づいてないみたいだけど、ひどい顔色だ」

　朱貞から指し摘てきされ、茜はぎこちなく頷うなずいた。

　照子はとうの昔に乳母たちの手によって部屋を移され、いるのは武官たちだけだ。必要なことは語った以上、ここにいても邪じや魔まになるだけだろう。

　あとは彼らが犯人を捕つかまえてくれるよう、願うだけだ。

　では……と頭をさげて身体からだを返しかけた茜は、ふと足を止めた。

　──……ほんとに、それで終わり？

　じっと考えこんだあと、おもむろに顔をあげる。

「あの！」

　すでにこちらに背をむけ、部下らしき人間と言葉を交かわしていた朱貞に声を投げれば、ん？　と振りむいた。

「どうかしたかい？」

「あの……お願いがあります」

　袖そでの中でぎゅっと掌てのひらを握にぎると、茜は決意を宿した顔つきでまっすぐ朱貞を見つめ返した。

　　[image: ]

　夜が明けてなお蔀戸がおろされたままの室内で、じじ……と灯心の燃えるかすかな音がして、火ほ影かげがゆらゆらと揺ゆれる。

　灯明の灯あかりに照らされた表情には濃こい憂うれいが浮かび、輪りん郭かくを縁ふち取どる影がそれを一層深いものに見せていた。丁てい寧ねいに伏ふせられた面おもてに、はらりと黒くろ髪かみがおちかかる。

「──このたびのこと、心よりお見み舞まい申しあげます。さぞや、恐おそろしい思いをなさったことでしょう」

「桐壺女御さま直々のお見舞い、誠まことにかたじけのうございます。主あるじに代わりまして御お礼れい申しあげます」

「麗景殿さまのお加減はいかがです？」

　帳ちよう台だいと呼ばれる帳とばりで覆おおった寝しん所じよの脇わきに控ひかえた女房に、桐壺女御である聖子が尋たずねた。

　麗景殿女御が弓矢で狙われ、衝しよう撃げきのあまり寝ね込こんでしまったという報は、夜が更ふけるころには宮中中に広まっていた。そうした中、今きん上じよう帝ていに女御として仕える者同士、ことさら案じた聖子は、すこしはおちついただろう翌朝を待って直々に訪ねてきたのである。

　そのことに恐きよう縮しゆくするのか、主人の容態を憂うのか、女によう房ぼうは伏ふし目めがちに首を左右にした。

「事件のあとより、ずっと伏せっております」

「そうですか……それもしかたのないことでしょう」

　悲痛な面おも持もちで頷きながら、聖子は傍かたわらに控えた自身の女房へと目め配くばせした。受けた女房がしずしずと高たか坏つきにのせられた椀わんを運んでくる。

「高倉御息所も、そのような恐ろしいことが後宮で起こるとは、とお心を痛めておいででした。ですが、自分が見舞いに赴おもむけばいらぬ気遣いをさせるだろうから、とおっしゃられて」

　代わりにこちらを預かって参りました、と女房のおいた椀を示した。

「こちらは……？」

　女房がすこし警けい戒かいしたように椀を見やる。高倉御息所にいい思いを抱いだいていない分、無理もないだろう。

　聖子はすこし困ったように微笑ほほえんで、「薬湯です」と答えた。

「気き鬱うつの病によく効くとのことです。典てん薬やく寮りようの者に指示をおだしになって用意されたのだとうかがいました」

「さようでしたか」

　医薬を司つかさどる典薬寮の名がでたことで、女房がほっと表情を緩ゆるめる。でしたら、と聖子の方へいざりよろうとした時、

「……この香かおり、は」

　帳の奥からか細く届いた声こわ音ねに、女房と聖子が「え？」と驚おどろいたように顔をあげた。

「女御さま……？　お目覚めになられたのですか？」

「まあ、申しわけありません。お起こししてしまいましたか？」

　女房、聖子がそれぞれに声をかけると、身を起こすのかかすかな衣きぬ擦ずれの音が聞こえる。

「この香りは、薬湯、ですか……？」

　再び発せられた問いかけに、女房は困こん惑わく気味に首を傾かしげた。

「香り、ですか……たしかに、桐壺女御さまが薬湯をお持ちくださいましたが……」

　しかし、言わんとすることに先に気づいたのは聖子の方だった。

「香り……もしかして、わたくしの香こうでしょうか」

「……香」

「ええ。以前に主上から賜たまわったのです。以来、ずっと……あ」

　その時を思い起こすように微笑んでいた聖子が、ふっと表情を曇くもらせた。

「余計なことを申しました。ご気分がすぐれぬのに、申しわけありません」

　得意げに言うことではなかったと気を遣ったらしい聖子は、早々に話を切りあげた。

　代わりのように、椀ののった高坏へと手を伸のばす。

「さきほど、こちらの女房どのには伝えましたが、この薬湯は高倉御息所さまよりの差し入れにございます。こちらを召めしあがっていただいて一日も早いご回復を、とのことでしたよ」

　わたくしもそのように願っております──と言い添そえながら、聖子はそっと高坏を帳台の方へと滑すべらせた。

「さあ、こちらを麗景殿さまに──」




「──ならば、まず自分でそれを飲んでみるがいい」




　聖子の声に被かぶさるように、唐とう突とつに低い男の声音が響ひびいた。

　きぃっと蝶ちよう番つがいの軋きしむ音がして閉とざされていた妻戸が大きく開き、すっと踏みこんできた人影が、さしこんだ光に浮かびあがる。

「主上ッ!?」

　途と端たん、悲鳴じみた叫さけびがあがった。ガタッ、と勢い余って高坏をひっくり返しながら、聖子が腰こしを浮かす。

「え──お、かみ？」

　どこか啞あ然ぜんとした響きが帳の奥から聞こえるが、すでにそれを気にする余よ裕ゆうのある者はこの場にはいなかった。

　否いな、踏ふみこんできた人影──朱貞からは『宮』と呼ばれ、自らは『はる』と名のった男だけは、帳台を一いち瞥べつすると薄うすく笑みを閃ひらめかせた。だが、すぐに聖子へとむき直ったその顔は、見る者をひれ伏させるような威い圧あつ感かんをまとっていた。

「……聖子、まさかそなただったとは、な」

「っ──な、なんのお話でございますか？　こちらは高倉御息所より」

「襲しゆう撃げきの実行犯はすでに押さえた──そなたの乳ち兄きよう弟だいだ」

　突とつ然ぜんの帝の登場におろおろと目を泳がせながらも、しらを切ろうとした聖子だったが、突つきつけられた言葉に声をつまらせる。

　彼女の動どう揺ようを映すかのように固く握りあわされた手が震ふるえているのに、

「……どうして、なんですか」

　ふいに、感情を押し殺すような声がさし挟はさまれた。と同時に、帳が震えるように薄く開く。

「どうして、こんなこと……」

「！　あなた、は──」

　ゆらりと帳台の中から現れた人物に、はっとそちらを見た聖子が瞠どう目もくする。

　そこにあったのは、麗景殿女御ではなく──悲痛に顔を歪ゆがませた茜の姿だった。




　こちらを凝ぎよう視しする聖子を、茜は信じられない思いで見つめ返した。

「どうして……あんなに麗景殿女御のことを気にかけてくださってたのに……わたしにだってわざわざ声をかけてくださるような優やさしいあなたが、なんでこんな…ッ」

　たて続けに判明した出来事に、頭がついていかない。今も気を抜ぬくと足に力がはいらず、くずおれてしまいそうだった。

　しかし、すべて本当のことなのだ。

　桐壺女御が真犯人だったのも、『はる』と名のった宮が今上帝だったのも──。

　聖子が入室してきた時、動いた空気にふわりと香ったものに、茜は感覚を疑った。

　それは例の歌が書きつけられた文ふみに残っていた香の匂においだった。言葉を交かわしたことはあっても、ここまで近い距きよ離りで接する機会がなかったため、今まで気づかなかったのだ。

　それが指し示す事実に、まさか、と思わずにはいられなかった。

　同時に、やはり自分の勘かんは間ま違ちがっていなかった──とも。

　あの矢による襲撃のあと、茜が朱貞に願いでたのは「一連の首しゆ謀ぼう者しやが捕つかまるまで自分に照子の身代わりを務めさせてほしい」ということだった。

　どうしても、あれで終わりだとは思えなかったのだ。

　徐じよ々じよに過激になっていく手口は、ここまできたらもはや手段を選ばないだろう。なにより、御み簾すをあげていた隙すきを縫ぬっての犯行は、相手が麗景殿の動向に目を光らせていた証あかしだ。その執しつ拗ようさからも、このまま諦あきらめるとは到とう底てい考えられなかった。

　──こうなったら次は早いだろうからってお願いしたけど……まさか、桐壺女御さまだったなんて…っ

　代わりといっても、寝込んでいることにすれば姿を見せる必要はない。

　ゆえに、茜が麗景殿女御の仮の居所と定められた殿でん舎しやにはいり、当の照子は暗くら闇やみにまぎれて後宮を離はなれた。今ごろ、大だい内だい裏りにある、しばしば皇后や中ちゆう宮ぐうの仮在所として使われるという識の御み曹ぞう司しにいるはずだ。

　けれど、目もく論ろ見みがあたったことへの喜びは欠片かけらもなかった。ただただやるせなく、胸が苦しい。

　しばし茫ぼう然ぜんとしていた聖子は、やがてなにかを悟さとったように茜と帝を見比べた。

「わたくしを……謀たばかって、おられたのですか？」

「──」

　帝は肯こう定ていも否定もせず、沈ちん黙もくを保ったまま聖子を見下ろしていた。謀られていたのは茜も同様だったが、余計なことは言わず口を噤つぐむ。

　それを肯定ととった聖子は、顔を俯うつむけると大きく肩かたを震わせた。

「桐壺の」

「また、……なの」

　ここまできてもまだ信じたくない思いで彼女の方へ踏みだした時、ぽつりと呟つぶやきがおちる。え？　と足を止めた茜へと、聖子がのろりと面おもてをあげた。

　さきほどまで憂うれいに陰かげっていた様子が一変、怨えん嗟さに染まったまなざしが、ぎらりとこちらを射い貫ぬいた。

　背中を駆かけ抜けた悪お寒かんに、思わず立ち竦すくむ。

「あなたさえ……」

「聖子」

　不ふ穏おんな空気を感じとった帝みかどが制止の声をあげる。──が、それが後押しとなって、聖子が弾はじかれたように立ちあがった。

「あなたさえいなければ、うまくいったのに！」

　普ふ段だんの穏おだやかさをかなぐり捨てて吠ほえると、飛びかかるようにしてこちらへ突っこんでくる。その手元で、いつのまに握にぎられていたのか、短刀が凶きよう暴ぼうな光を返した。

「よせッ、聖子！」

　彼女のどこにそんな力が、と驚くほどあっという間の出来事に、とっさに止めようとした帝の手が空を切る。

「ッ──」

　深い恨うらみをたたえた形相に押されるように、茜の足がうしろにさがる。

　しかし、そこに帳ちよう台だいがあることなどすっかり頭から抜けおちていた。

「きゃ…っ」

　踵かかとが段差にひっかかり、帳とばりを巻きこんで背後へと倒たおれこむ。急いで立ちあがろうとするが、身体からだに帳がまとわりつき、もがくばかりだ。

　その間にも、刃やいばは目の前に迫せまっていた。

「あ……」

　今度こそただではすまない、と絶望めいた恐きよう怖ふが茜の手足を縛しばった時、するりと間に割ってはいった背中があった。

　見覚えがありすぎるほどある、ここにいるはずのない姿に、呆あつ気けにとられる。

「ど、して……？」

「邪じや魔まなのよッッ」

　茜の零こぼした呟きは憎にくしみのこもった怒ど声せいにかき消される。けれど、その背は怯ひるむことなく、ぱしっと突きだされた短刀を握る手を摑つかみ、すばやく捻ひねりあげた。

「きゃぁ！」

　苦鳴とともに、聖子の手から短刀が転がりおちる。勢いあまって体勢を崩くずした彼女の身体が、床ゆかへと押さえつけられた。

「──っ、なぜ、だれもかれもあの人のことを…っ、所しよ詮せん青柳のわたくしには……わたくしには主上おかみしかおられないのに！」

　なおも髪かみを振ふり乱して嘆なげく聖子を、息ひとつ乱さず制する男の冷ややかな横顔が、揺ゆらぐ火明かりに照らしだされる。茜は瞬まばたきも忘れてそれに見入っていた。

「……蔵人の、少将」

　どうしてここに、怪け我がは大だい丈じよう夫ぶなのか……など、言いたいことはたくさんあるのに、言葉になったのはそれだけだった。

「平気かい？」

　そこへ横合いからすっと手がさし伸のべられる。びくっと肩を揺らして視線を巡めぐらせた先にいたのは、朱貞だった。

　かろうじて頷うなずいた茜は、身体からふっと力が抜けるのを感じた。とともに、張りつめていた気が緩ゆるむ。

　──あ……まず、い。

　ふつりと切れた緊きん張ちようの糸に、目の前が暗くなっていく。

「──おうどの!?」

　閉とざされる意識の中、遠く、もう呼ばれることはないだろう声に、呼ばれた気がした──。







　霞かすみがかったような視界に映った姿を、茜はぼんやりと見つめた。

　──……わたし、どうしたんだっけ。

　目のみならず頭までぼうっとして、すぐには状じよう況きようの判断がきかない。

「──目が覚めたのか？」

　瞼まぶたが開いているのに気づいたのか、こちらをのぞきこんでくる人ひと影かげに、そういえば……と意識が途と切ぎれる前のことを思いだす。

　──倒れたんだ、わたし。

　だとしたら、これは夢だろうか。

　でないと、彼がここにいる説明がつかない。こんなところで、心配そうに表情を曇くもらせているはずがないのだ。

　自分を拒きよ絶ぜつした、雅雪が。

　──……ああ、だったら夢でもないや。

　夢に異性が現れるのは、相手が自分のことを想おもっているからだとされている。そんなことがあるわけない以上、これは願望だ。

　意識が途切れる前、聞こえた声が彼だったらいいと思う自身が見せる、幻まぼろしだ。

　幻げん影えいから伸ばされた手が頰ほおに触ふれる感かん触しよくがやけに現実的で、茜は口元を緩く綻ほころばせた。

　それに、彼がはっと息を吞のんだのが伝わってくる。

「す……あか、ね？」

　そろりと口にされた名に、さすがは願望だと思う。

　幻だとわかっていても、彼の声で囁ささやかれた名に、胸が弾はずむ。こんなにも名を呼ばれたいと思っていたのかと、自分でも驚おどろくほどだ。

　じっとこちらをうかがっていた彼が、ふっと短く息を吐はいた。

「どうも、起きたわけじゃ、なさそうだな」

　そっと頰をなでる指の背が、くすぐったい。指はそこに茜があるのをたしかめるように──幻である以上そんなはずはないのだが──繰くり返し頰をなぞり、ふっと止まった。一いつ瞬しゆん、なにかをこらえるようにその指を握りこんだあと、今度は掌てのひら全体で包みこまれる。

「……あのまま帳台の中にいれば、よかったものを」

　どこか苦々しげな響ひびきがおちてきて、浮うかれていた胸が、一転、重く沈しずんだ。

　自分はこの彼にまで、疎うとまれてしまうのだろうか？

　──いくら夢ゆめ現うつつの見せる幻でも、そう都合よくはいかないってことか……。

　茜が諦めのような寂さびしさを覚えた時だった。温かな吐と息いきが肌はだをなでた──気がした。

「──っ」

　思わず、息をつめる。

　吸いこまれそうなぬばたまの双そう眸ぼうが、驚くほど近くから自分をのぞきこんでいた。

「──ひやひやさせてくれる」

　そう紡つむいだ唇くちびるが、ふわりと茜のそれに触れる。まるで薄うす絹ぎぬがかすめていったかのような感触を……いや、錯さつ覚かくをおいて、幻が遠ざかっていく。

「どうせ覚えてはないだろうが……」

　今度目が覚めたら、覚えておけ。

　なにが起こったのか理解できぬままの茜をおいて、静かな足音が遠のいていく。

　──……今の、って……。

　混乱する頭が考えることを拒きよ否ひするように、重たくなっていく。

　再び気を失った茜が次に目を覚ました時、そこにいたのは照子で──。

　その時まではうっすらと残っていた記き憶おくを、おぼろげな意識が見せた幻げん想そうだと頭の外へと追いやった茜は、あとにはもうなにも覚えてはいなかった。

　　[image: ]

「桐壺女御が帝のもとへあがられた事情は知ってる？」

「あまり、詳くわしいことは……ただ身寄りを失われて、というお話は聞いたことがあります」

「そう」とどこか憂うれいを含ふくんだあいづちを返す朱貞に、茜はおちつかなげに身み動じろいだ。

「──名目上は妃きさきとはいえ、あれは姉にも等しい存在だった。それが、このようなことになるとはな……」

　遠くない位置から届いた長ちよう歎たんに、身体が跳はねそうになるのをこらえ、そっとそちらを見やる。そこには、おちつかない原因である『宮』こと帝みかどが、疲ひ労ろうの色濃こく脇きよう息そくにもたれかかっていた。

　──まさか、『彼』が主上だったなんて……。

　どうして気づかなかったのかと、自分の迂う闊かつさに臍ほぞを嚙かむ。暗がりの御み簾す越ごし、加えて緊張からあえて目をそらしていたとはいえ、宴うたげの時に姿を垣かい間ま見みていたはずなのだ。

　声こえ柄がらは公私を使いわけているようだが、よく聞いたら同じ人物だとわかる。

　あの香こうをまとっていたのは、桐壺からの帰りだったからだろう。東とう宮ぐうと一いつ緒しよの時に姿を見せなかったのも、何食わぬ顔のできる朱貞たちとは違ちがい、こちらに正体がばれてしまうからだ。

　わかってしまえばすべてに説明がつく。

　──それに、名前のことだって。

　今きん上じよう帝ていの名を、高たか晴はるという。そう、はるだ。

　それを『春の宮』と自じ称しようしているのではないかなど、見当違いにもほどがある。思いだすだに、自分の頭を殴なぐりつけたい衝しよう動どうに駆かられる──とはいえ、さすがに御ご前ぜんでこれ以上の醜しゆう態たいは晒さらせない。

　──というか、なんでわたしここにいるの？

　茜ははじめて足を踏ふみいれた室内へ、気づかれないよう視線を巡らせた。

　あの事件の朝から二日、朱貞に呼びだされて茜は清涼殿にあった。

　清涼殿といえば帝の御ご座ざ所しよであり、内だい裏りの中心と言ってもいい。政務の終わった午後の時間、人ひと払ばらいがされているとはいえ、茜程度の女によう房ぼうがおいそれと足を踏みいれていい場所ではない。

「それがことの発ほつ端たんだったようですよ」

　茜は、こちらも無念そうに息をつく、帝の傍そばに控ひかえた朱貞を恨うらめしげに見やった。

　自分だとて、どうして聖子がこんな暴挙にでたのかは気になる。だけど、なにもこんなところに呼びつけなくても、と思わずにはいられない。

　それに彼まで……と朱貞のむかい側へちらりと目をやり、感情の読めないまなざしが気づいたようにこちらをむくのに、慌あわててそらした。

「それ？　それとはなんのことだ」

　意味深な朱貞の物言いにひっかかりを覚えたらしい帝が身体からだを起こすのに、自分もまたどういうことかと耳を傾かたむけながら、視界の端はしに映る彼の姿をうかがう。

「雅雪」

　朱貞が促うながすように名を呼ぶのに、彼──雅雪は「はっ」と短く応こたえて、帝の方へとむき直った。動きにぎこちないところはなく、知らなければ矢傷を負っているとは思わないだろう。

　しかし、かえってそれが茜の胸を疼うずかせた。安あん堵どするよりも、無理をしているのではないかと、気を抜ぬくと彼のことばかり目で追ってしまいそうになる。

　そう思う端からひきずられている自分に気づき、これは他人ひと事ごとではないのだから、と茜は雅雪から意識をひきはがして目の前のやりとりに集中した。

「捕とらえた桐壺女によう御ごの乳ち兄きよう弟だいである男が申すには、女御さまはご自分の立場に強い危機感を募つのらせておいでだったようです」

「危機感？」

　雅雪の報告に、帝が怪け訝げんそうに眉まゆをあげた。

「あれがそんなものを覚える必要がどこにある」

　危機感……とつられるように口の中で繰り返した茜の耳に、『わたくしには主上おかみしかおられないのに！』という聖子の最後の叫さけびが甦よみがえる。

「……もしかして」

　ふと浮かんだものに、呟つぶやきが漏もれる。

　静かな室内に思いのほか大きく響いたそれに、茜は慌てて面おもてを伏ふせた。

「申しわけ、」

「いい。言ってみろ」

　慌てて非礼を詫わびようとするのを遮さえぎられ、先を促される。まさかの事態に逡しゆん巡じゆんするが、「どうした」と急せかされ、腹をくくった。

「──主上はこんな歌をご存じですか？

『花見には　群むれて行ゆけども　青あお柳やぎの　糸のもとには　くる人もなし』」

　だれが詠よんだものともはっきりしないが、同じ春の風物である青柳をひきあいに、桜の花ばかりをもてはやす世間の風潮を皮肉った歌だ。

　帝は「いや……」と首を左右にしたが──桐壺女御はこの歌を知っていたはずだ。そして、どこからか耳にはいってしまったのだろう。

　麗景殿女御が自らを『桜』と喩たとえたようにもとれる、あの助言が……。

　そのことに胸がつまるような息苦しさを覚える。

　だからといって、このまま黙だまっているわけにもいかず、茜はそっと深呼吸するとゆるゆると言葉を継ついだ。

「……桐壺女御さまは、ご自分を『青柳』だとおっしゃっていました。もしかすると、『花』に……麗景殿女御さまに、ご自分の居場所が奪うばわれると思われたのではないでしょうか」

「奪うもなにも、あれの女御としての立場は揺ゆらぐものではない」

　よほどのことがなければな、と続けた声には、その『よほどのこと』が起こってしまった苦く渋じゆうが滲にじんでいた。

　この様子からしても、帝は聖子に信しん頼らいと親愛をよせていたのが伝わってくる。が──聖子が欲しかったのは、そんなものではなかったのだ、きっと。さきほど朱貞も言っていたではないか。『それがことの発端のようだ』と。

　わかっていない帝を前にして、朱貞が呆あきれを隠かくさない溜ため息いきをついた。

「あなたは与あたえられるのがあたりまえのせいか、そういうところは鈍にぶいですねえ」

「なんだ、朱貞」

　気安い態度に、というより『鈍い』の一言に帝が片眉をあげる。

　だが、朱貞は臆おくする様子もなく「いいですか？」と説きはじめた。

「桐壺さまは言わば同情で入じゆ内だいさせてもらった御お方かたです。それをあの方は承知しておられたからこそ、登華殿の方さまのようにでしゃばることもなく、静かに暮らしておいででした。それこそ、主上の『姉』として、だれを敵に回すこともなく、頼たよられる存在として安定した地位を築いておられたのです」

「──そこへ、麗景殿女御さまが望まれてはいってこられた」

　つい口を挟はさんでいた茜に、しかし朱貞は気分を害した様子もなく「当代一と名高い『花』がね」とあいづちをうった。

「桐壺さまは均きん衡こうが崩くずれるのを恐おそれたことでしょう。強力な後ろ盾だてのある麗景殿さまへ貴族たちがこぞっておもねれば、ご自分の後宮での地位は危あやうくなる。鶴彼女の一声で、後ろ盾のない『青柳』など日ひ陰かげの身に──もっと言えば、後宮から排はい除じよされかねない、と」

「なにを莫迦ばかな……」

　呆れたように首を振ふった帝へ、茜はひたと視線を据すえた。

「それを、おっしゃいましたか？」

「それ？」

「そう桐壺女御さまに言ってさしあげましたか？　内大臣の女むすめの入内は、あの方の地位を危うくするものではない、と」

「──」

　返った無言が、なによりの答えだった。

　帝はそんなことを言葉にする必要はないと思ってしまった──いや、あたりまえすぎて、考えも浮うかばなかったのだ。そこにあったのが、家族同然の親愛の情であったから。

「本当に、あの言葉……『桜』を喩えにだしたことに、深い意味などなかったのです。ですが……桐壺女御さまは不安だったことでしょう。ありがたくも帝からご寵ちよう愛あいをいただくばかりか、殿てん上じよう人びとや公く卿ぎようの方々も、麗景殿へ頻ひん繁ぱんに出入りされておりましたから」

「特に、あの宴のあとは、な」

　唐とう突とつにさし挟まれた、ひやりとした声こわ音ねが耳じ朶だを打つ。

　茜が反射的に声の主──雅雪の方へ目をむけると、むこうもまたこちらを見つめていた。すべてを見み透すかすようなまなざしに、じわじわと冷たいものが背中を這はいのぼってくる。

　──なに？……どうして急に宴のことなんか……。

　それでもなんとかさりげなさを装って視線をはずし、ぎくりとする。

　朱貞と帝みかどまでもがこちらを見つめていたのだ。

　どくどくと心臓が痛いほどに鳴りはじめる。いきなりの事態に、まさか、どうして、と思考が空回りする。

　なんとかこの場を切り抜けなくては、と動どう揺ようした茜は、

「──あ、あのっ、桐壺女御さまの気持ち、わたしにはわかる気がします」

　気がつけばそんなことを口走っていた。

「わかる？」

　次の時、耳に届いた雅雪の低い声に、はっと我に返る。

　──わたし、今、なに言って……!?

　茜はさっと顔を青ざめさせると、とっさに袖そでで口元を覆おおった。

　──どうしようっ……なんであんなこと。

　しかし、雅雪ばかりでなく、帝までもがどういう意味かと目顔で先を促してくる。

　こうなったら、もう説明するしかないだろう。本当はもっと穏おん便びんに、できたら自身で察してくれたらと願っていたが、しかたない。

　無礼の咎とがはあとで受ければいい、と開き直った茜は、居住まいを正した。急に変わった様子に、今度は朱貞が「女によう房ぼうどの？」と訝いぶかしげに声をあげる。

「主上」

　それには応こたえず、茜は帝へとむき直った。

「桐壺女御さまは、主上をお慕したいしておられたのです。──『姉』としてではなく、一人の女性として」

　怪訝そうに眇すがめられていた双そう眸ぼうが見開かれるのを認めたあと、そっと目を伏せる。

「だからこそ……あの方は嫉しつ妬とされたのだと思います。自分にはむけられない想おもいをむけられる、麗景殿女御さまに」

　照子が悪いわけではない。けれど、聖子の胸のうちを思うと、たまらない心地ここちがした。

　どれほど望んでも得られないものを、彼女から見たらなんの苦労もなしに得ることができる照子は、どんな風に映っていたのだろう。それでいて、貴族たちからももてはやされているのを見て、燃えあがってしまったのだろうか……妬と心しんの炎ほのおが。

　立場も想いも違ちがう。しかし、まるで、今の自分とは反対の道を歩んだ『もう一人の自分』を見ているようで、茜は小さく身を震ふるわせた。

　自分にとって照子は羨うらやみの対象であると同時に、救いでもあった。彼女からむけられる開けっぴろげな好意と頼られている実感が、自分はここにいてもいいのだと思わせてくれた。踏ふみ止とどまることができた。

　だからこそ、単純に聖子を責める気にはなれない。

　彼女の行動に自分のあの助言が関かかわっていたかもしれないと思えば、なおさらだ。

　罰ばつを負うことは免まぬがれなくても、せめて帝にはわかってほしいと思ってしまう。

「……彼女の言うとおりです」

　そこへ静かに、けれどきっぱりと援えん護ごする声があがった。

「蔵人の、少将さま……」

　意外な思いで雅雪を見やるが、彼はこちらを一いち瞥べつもしないまま、帝へと言葉を続けた。

「最初は麗景殿さまにあらぬ疑いがかかり、皆みなの……主上おかみの御お心こころが離はなれればよいと思っていたと──取り調べた男が申しておりました」

「聖子の乳ち兄きよう弟だいか」

「はい。──ですが、いっこうに主上のご寵愛が薄うすれる様子がなく、思うとおりにことが運ばないいらだちも伴ともなって徐じよ々じよに理性を失っていった、ということのようです」

　挙句、高倉御息所の名を騙かたって麗景殿女御を毒殺しようというところまで思いつめ、あの朝の出来事へと繫つながったのだという。

　雅雪の報告に、帝はしばしの無言のあと、ふっと息を吐はきだした。

「……わたくしには主上しかおられないのに、か」

　その唇くちびるに、薄い笑えみが浮かぶ。どこか苦さのこもった笑みだった。

「『姉』とも慕いながら、そんな気持ちにも気づいてやれなかったとはな」

　たしかに私は鈍いらしい、と自嘲したあと、帝の双眸が茜を映した。

「周防とやら」

「はい」

　呼び名ながら、こちらを個として認める呼びかけに、反射的に背筋が伸のびる。

「聖子の闇やみに気づけなかったのは、こちらの落ち度だ。結果的に、危険な目にあわせることになったのを詫わびよう」

「！　お止やめくださいっ」

　まさかそんなことを言われるとは思っておらず、面食らう。

「わたくしは、姉への嫌けん疑ぎが晴れればそれで──……あ」

　謝罪の必要などないのだと慌あわてて言い募つのったところで、はたと止まる。

　──今、わたし、姉って……。

　雅雪からとっくに報告がいっているだろう。しかし、よりにもよって帝の前で自ら公言してしまったことに気づき、しまった！　と顔を顰しかめそうになるのをかろうじてこらえる。

　とはいえ、とりつくろうにはすでに遅おそかった。

「──姉、か」

　なぞるように繰くり返した帝に、しっかり彼らの耳に届いていたことを突つきつけられる。

「そういえば、おまえも内大臣の女らしいな」

　こちらを検分するように細められた双眸に、藪やぶを突つついて蛇へびをだしてしまったことを悔くいながら、茜はおそれ多そうに頭をさげた。

「……数のうちにははいらぬ身ですので」

「麗景殿とは双ふた子ごだと聞いたが？」

「!?　どう──」

　どうしてそれを、と口を突きかけ、すんでのところで吞のみこむ。

　雅雪に聞かれたあの時、照子は姉だ妹だとしか口にしていなかったはず……と思い巡めぐらし、ふいに合が点てんする。

　──頭とうの中ちゆう将じよう。

　単なる色好みでないことは、言葉を交かわしたこともない自分の顔を覚えていたことからもわかる。さまざまな女性と繫がりがあるということは、それだけ広い情じよう報ほう網もうを持っているということだ。密ひそかに流れている例の噂うわさも、きっとどこかで聞いたことがあったのだろう。

　──ということは……『あやかし姫ひめ』のことも、知ってるってこと、よね？

　じわりと冷たい汗あせが浮かぶ。

　得体が知れないと、自分が内だい裏りから放ほう逐ちくされるくらいならいい。ただ、この累るいが照子まで及およんだら……。

「名は？」

　ぐるぐると考えこんでいたところへ、有う無むを言わさぬ声が降りかかる。

　なんとか誤ご魔ま化かそうにも、帝がすでに確信している今、どうしようもない。

「……茜、と申します。ですが、主上！」

「そうか、茜とやら」

　自分と照子はあくまで別の人間であって、あの噂は彼女には関係ないことだと、度たび重なる無礼を承知で続けようとした出で鼻ばなを挫くじかれる。

　覚かく悟ごを決めたとはいえ、さすがに帝の言を遮さえぎるわけにはいかず、口を閉とざす。

　帝はおもむろに脇きよう息そくへもたれかかった。

「あの宴うたげの晩──」

　唐とう突とつに持ちだされたそれに、びくっと身体からだが揺ゆれる。そんな茜を帝のまなざしがまっすぐに射い貫ぬいた。

「あそこにいたのは、おまえだろう」

　疑問でも確かく認にんでもなく言い切られ、ひゅっと喉のどが鳴った。

　──……だめ、今は、固まってる場合じゃないっ

　こわばりそうになる顔をなんとか動かし、戸と惑まどう表情を装う。

「……んの、ことでしょう？」

　なのに絞しぼりだした声は擦かすれていて、なにをしてるんだと自分を罵ののしりたくなる。案の定、

「演技が下手へただな」

　帝みかどはこちらの動どう揺ようをおかしそうに喉で笑った。

「アレは、宴の前、二、三度顔をあわせた時には、おとなしいだけの女に見えた。美人なことは美人だが、親の言いなりになって育った典型的な貴族の娘むすめに」

　的確に照子という女性を見み抜ぬいている帝に、茜は無言を返した。しかし、相手はかまった様子もなく先を続けた。

「だからあの宴の時は、少々意外だった。あの性格なら登華殿に突っかかられてもおろおろするのが関の山だと思ったからな。それが即そく座ざに応えてみせた上に、ずいぶんと粋いきな内容だ」

　歌の出来云うん々ぬん以上に、その人間性に興味が湧わいた──と照子のことを語りながらも、こちらを射るまなざしはいっこうに緩ゆるまない。

「だが、幾いく度どか召めしてみても、前の印象となんら変わりがない。ならば、とこちらから足を運んでみたが、同じこと」

　加えてだ、と帝の瞳ひとみに面おも白しろがるような気配が閃ひらめき、茜はぞくりと背中を震わせた。

「同席している場でそれとなく歌を所しよ望もうしても、言を左右にして応えたことがない。どころか、桜をひきあいにこちらの要求を封ふうじる始末だ。『今小町』ともあろう者が、不思議な話だとは思わないか？」

　三さん対ついの目に晒さらされて、茜は小さく喉を上下させた。

　今すぐ逃にげだしたい衝しよう動どうに駆かられるのをこらえて、緊きん張ちようにからからに渇かわいた口を開いた。

「……『今小町』など過か剰じような賛美であると、姉は常々申しております。期待を重く感じれば、応こたえられぬ時もあるかと……」

「文ふみでよこす歌は、どれもさすがと思わせるものだがな」

　間かん髪はつをいれずによこされたそれに、ぐっとつまる。

「『春の夜の　やみはあやなし　梅の花　色こそ見えね　香かやはかくるる』」

「！」

　さらにたたみかけるように口ずさまれた歌に、茜ははっと目を見開いた。

　今ここでその歌を持ちだしてきた意味が頭をよぎった瞬しゆん間かん、

「隠かくそうと思っても隠せないものがある。──あの宴だけではない。麗景殿の歌を作っているのはおまえだな？　茜」

　足元が崩くずれていくような錯さつ覚かくに囚とらわれた。

「違ちがっ──」

　弾はじかれたように身をのりだして否定しようとした茜を、帝が手で制する。

　その揺るぎない態度に、もはやそれは無意味なことなのだと悟さとった。

　──どうしよう……！

　帝の言うとおりだ。

『今小町』と称しようされる照子の『歌人』の部分は、すべて茜が担になっていた。

　照子は手習いや琴ことに関する才能は、当代一の美び姫きと言われるにふさわしいものだったが、唯ゆい一いつ歌だけはその才に恵めぐまれなかった。いや、なかったわけではない。普ふ通つうの姫なら十分だったのだろうが、容姿を含むほかに比べて歌だけが平へい凡ぼんすぎたのだ。

　照子もわかっていたからこそ、歌が苦手になってしまった。

　反対に、歌に心を慰なぐさめられ、その奥深い世界に魅み了りようされたのが茜だった。

　父はそこに目をつけたのだ。茜の存在が表向きにされていないことを逆手にとって、照子の代わりに歌を作るように命じたのである。

　──わたしはただ、歌が認めてもらえたら……それで役にたてれば、嬉うれしかっただけなのに。

　照子の歌に関する名声がすべて偽いつわりのものだった。あまつさえ、帝を騙だましていたことまで明るみにでた今、自分たちはどうなってしまうのだろう。

「別段咎とがめようというわけではない。二人一役の『今小町』というのも、興味深いと思ったまでだ」

　青ざめて震ふるえるしかない茜の耳をなでるように届いた声に、ゆるりと顔をあげる。

「──わたし……いえ、わたくしたちは、主上おかみを謀たばかっていたのですよ？」

　咎めるつもりはないという帝を信じられない気持ちで見つめた。

　騙そうとしていたわけではないが、故意に隠していたのだから、結果的には同じことだ。

「巷ちまたではよくある話だ」

　しかし、なんでもないことのように返され、困こん惑わくする。

「ですが……」

「なんだ？　咎めがほしいのか？」

　からかうようなそれに「そういうわけでは」と口では応じたものの、表情が晴れないのを見てとった帝が、ふむ、と頰ほお杖づえを突ついた。

「ならば──私の妃きさきにでもなるか？」

「──え？」

「っ、主上ッ」

　耳を疑った茜より先に声をあげたのは、雅雪だった。これまで我関せずと言わんばかりの無表情を貫いていた顔に、険しさが滲にじんでいる。

「なにを、お戯たわむれを」

「戯れ？　本気だと言ったら？」

　ちらりと投げられた一いち瞥べつに、雅雪がくっと唇くちびるを嚙かむようにして押し黙だまる。

　帝はそんな雅雪から、まだ茫ぼう然ぜんとしている茜へと視線を戻もどした。

「おまえは面白い。おまえのような女は今まで見たことがないからな」

　おまえが傍そばにいれば殺さつ伐ばつとした宮中ここにあっても、さぞや心が慰められるだろう。

　そう薄うすく笑った帝に、ようようことを理解した茜の胸に湧きあがったのは──憤いきどおりだった。

　──あんなことが起こったすぐあとに妃だなんて、なに考えて…っ、それに『面白い』って人をまるで珍ちん獣じゆうみたいに……！

　しかも、帝は自分と照子が姉妹だと承知の上で言っているのだ。過去に例がないわけではないだろうが、姉妹で同じ帝の寵を競きそいあわせるなど悪あく趣しゆ味みにしか思えない。

　なにより──。

「どうだ、茜」

　それこそ楽しそうに促うながしてくる帝を、茜は内心の怒いかりを目にこめて見返したあと、ことさら丁てい寧ねいに頭をさげた。

「光栄なお話ですが──お断りいたします」

「ほう？」

　暗に『咎めがほしいと言ったのはそちらだろう』という意を含ふくんだ声こわ色いろだ。

　しかし、憤りが恐おそれを上回っているせいで、茜は臆おくすることなく続けた。

「わたくしは、わたくしだけを見てくれる方がよいのです。主上やそちらの頭とうの中ちゆう将じようさまのお相手はとても務まりません」

「私は女性と逢おう瀬せを交かわす時に、ほかのだれかを想おもったりはしないよ。目の前にいるその人のことしか目にはいらないからね」

　混ぜ返すようにうそぶく朱貞へ、「さようですか」と笑え顔がおを返す。それにはさすがの彼もきまり悪げな苦く笑しようを浮うかべた。

「わたくしは大勢の中の一人に埋うもれて、見も知らぬだれかや主上を恨うらみたくはないのです。──わたくしは桐壺女御さまにはなりたくありません」

　はっきりと告げた茜に、帝が虚きよを衝つかれたように瞠どう目もくする。朱貞や雅雪でさえ、今この場でその名をひきあいにだすのかと、ぎょっとしたのがわかった。

　痛いほどの沈ちん黙もくがおちる。

　やがてそれを破ったのは、ばさりと広げられた檜ひ扇おうぎの音だった。

　表情を隠すように広げられた扇のむこうで、帝が小さく肩かたを震わせる。

　今度こそ勘かん気きに触ふれたかもしれないと、床ゆかについた指先に力がこもる。

　けれど、後こう悔かいだけはなかった。東とう宮ぐうを突き倒たおした時同様、自分は間違ったことは言っていないという強い思いが茜にはあった。

「主上──」

「……くっ」

　黙したままの帝をうかがうように朱貞が声をかければ、それがきっかけとなって低い呻うめきが漏もれた。次の瞬間、

「く、はははははッ！」

　弾はじけるような笑い声が響ひびき渡わたる。

　今度は茜が啞あ然ぜんとする番だった。

　朱貞は『やっぱり』とでも言いたげに首を振ふり、雅雪にいたっては溜ため息いきだ。

「あ、の……」

　一人ついていけない茜が三人を見回すのに、帝みかどが気にするなと手を振るように扇を閉じた。

「いや……今のはこちらが悪かった。ほんの戯ざれ言だ、忘れろ」

「はあ……」

　なにがなにやら状じよう況きようが摑つかめないまま気の抜ぬけた返答が零こぼれるのに、帝は一ひと際きわ大きく肩を震わせた。朱貞が気にしなくていい、とばかりに目め配くばせを送ってくる。

　やがて、笑いをおさめた帝がまだ笑みの滲む表情で茜を見み据すえた。

「麗景殿を咎めだてはしない。聖子のことも、内大臣の手前お咎めなしとはいかぬが、できるかぎりの手はつくす──これでいいか？」

「！──はい、ありがとうございます…っ」

　呈ていされた言葉にと胸を衝かれたあと、茜は深く頭をさげた。

「これからもよく仕えよ」

　帝は言外に茜に関するあれこれも不問に付すと告げると、さがっていい、と許可をだす。

　茜は再度礼をとると立ちあがった。そして、部屋をでていこうと返した背に、

「茜」

　静かに呼び止める声があがった。

「やはりおまえは面おも白しろい」

　え、と意表を衝かれて立ちつくした茜に、帝はにやりと笑うと、これで終しまいだとばかりにひらひらと手を振る。

　──今のって……。

　今度こそ御ご前ぜんを辞しながら茜は、なにがどうしてそうなったのか、ずいぶんと厄やつ介かいな相手に目をつけられてしまったらしいことだけを、ひしひしと感じずにはいられなかった。
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　清涼殿をでて、仮の在所である殿でん舎しやへと足をむける。

　軒のき先さきから見える初夏の空の眩まぶしさに、茜は軽く目を細めた。

　さまざまな余波を残しつつも、君きみ影かげ草そうの一件からはじまった一連の騒そう動どうもこれで一応の決着をみたことになる。

　──なのに、このもやもやした感じは、なんなんだろ……。

　眼前の晴れ渡った青空のように、すっきりとはいかない心持ちに、小さく息をつく。

「──茜！」

　その時かかった呼び声に、茜は肩を揺ゆらがせて周囲を見回した。と、こちらにむかって駆かけてくる見知った人影があった。

「右う兵ひよう衛えの佐すけさま」

　すんなり口を突いた呼びかけに、内だい裏りへきてからの時の長さを実感する。

「今、むこうから、おまえの姿が見えて」

　わずかに息を切らしてやってきた保秋に、申しわけなさと嬉うれしさがこみあげてきて、茜は自然と笑みを浮かべていた。

「ありがとう」

「あ？」

　突とつ然ぜん礼を言われた保秋が、怪け訝げんそうに眉まゆをあげる。

「遠くから姿を見て、走ってきてくれるくらい、心配してくれたんでしょ？」

　一いつ瞬しゆんぽかんとした保秋の顔が、かっと赤くなる。

「ばっ、別にそんなんじゃ……！　オレは後宮で騒動が起こったって耳にして──」

　怒おこっているのか狼狽うろたえているのか、保秋はなにやら言い募つのっていたが、笑顔を崩くずさない茜に毒気を抜かれたように嘆たん息そくして、ふいっとそっぽをむいた。

「で、大だい丈じよう夫ぶなのかよ」

　そっけなさを装いつつも自分を心配してくれる幼おさな馴な染じみに、茜は、ああ、と感かん慨がい深く思う。

　──ここにも一人、わたしのことを想ってくれてる人がいる。

　頷うなずきを返しながら、茜は一昨日のことを思いだしていた。




「茜ッ」

　茜が失った意識をとり戻もどした時、真っ先に目に飛びこんできたのは今にも泣きだしそうな照子の相好だった。

「……姉、さま？」

「よかった！　倒れたと耳にしてどれほど心配していたことか」

　なぜここに姉がいるのか、いつのまに自分は眠ねむっていたのかと束つかの間混乱していた茜は、『倒れた』の一言にはっと上体を起こした。

「茜！　まだ寝ねていないとっ」

　慌あわてたように床とこへ押し戻そうとする照子の手を摑む。

「桐壺女御さまは!?　それに、主上おかみや蔵人の少将さまは……」

「存じあげないわ。わたくしはあなたが倒れたと聞いただけですもの」

　別のだれかのことなど──帝のことでさえどうでもいいと言わんばかりに、「さあ、早く横になって」と促うながしてくる。

　その勢いに押される形で、茜は頭を床へと戻した。倒れたと言っても緊きん張ちようの糸が切れただけで、身体からだはなんともないと告げても聞く耳を持ちそうにない。

　あのあと聖子がどうなったのか、これからどうなるのか──。

　気にはなるが今はわかりそうもないと、そのことはいったん脇わきへおき、茜はなにができるわけでもないのに座ったり腰こしをあげたりと忙いそがしい照子を見上げた。

「そういえば……姉さまは、どうしてここに？」

　昨夜内裏をでて識の御み曹ぞう司しへ移ったはずだと尋たずねた茜に、照子は柳りゆう眉びを逆立てた。

「どうして？　それはわたくしが言いたいわ。『どうして』妹が倒たおれたと聞いて、駆けつけないわけがあるというの」

　あたりまえだと憤ふん慨がいする姉に、戸と惑まどう。

「でも……姉さまの乳母めのとたちは、いい顔をしなかったんじゃ……」

「それこそ関係ないことだわ。だれがなんと言おうとわたくしはあなたの姉なんですもの」

「姉さま……」

　迷いのない照子の言葉からは、心からそう思っている気持ちが読みとれた。

　たしかめたことがないから、彼女が自分についてどこまで知っているかはわからない。けれど、帝の身より先にこちらを案じ、信しん頼らいも厚い乳母の注意にも耳を貸さず傍そばにいてくれたことからは、自分を想おもってくれていることだけが伝わってくる。

「姉さまは……わたしが、恐おそろしくないの？」

　だから、つい零れおちていた。

　いつだって、胸にひっかかっていた。『あやかし姫ひめ』と呼ばれる自分が傍にいることは、あの時乳母が糾きゆう弾だんしたように、照子の身を危険に晒さらすことではないだろうか、と。

　かみなりのこと同様、そんなはずはないと思いながらも、不安は拭ぬぐいきれなかった。

　そんな恐れを滲にじませた茜に、照子は小首を傾かしげた。

「どうして、わたくしが妹を恐れなくてはいけないの？」

「だって、わたしは……」

　心底不思議そうな姉を前に、言い淀よどむ。

　知らないのなら、知らせるべきことではないと、父やまわりの者たちが判断したということだ。それを自分の口から言うのは躊躇ためらわれる。

　しかし、こちらの内心の葛かつ藤とうなど知らぬげに、照子はなんでもないことのように続けた。

「茜が『あやかし』なら、同じ日に同じ母から生まれたわたくしだって『あやかし』ではなくて？　けれど、わたくしは『あやかし』などではないもの」

　だから茜も違ちがうし、怖こわがる必要などどこにもない、とあっけらかんと告げる照子に、茜は声を失った。

「……照、子」

　彼女は知っていて、出会った日から今まで変わらず『姉』でいてくれたのだ。

　──……わたしの居場所は、ちゃんとここにあったんだ。

　こみあげる、胸つまるような嬉しさとも驚おどろきともつかない思いが、こらえきれず涙なみだに変わる。目を赤くした茜を、照子が慌てたようにのぞきこんだ。

「どうしたの、大丈夫？　そうだ！　典薬寮の者を──」

「待って！　わたしは大丈夫だから」

　本当に呼びにいきそうな照子を慌ててひき止めながら、茜はその心配にくすぐったいような温ぬくもりを覚えていた。




　あの時覚えた温もりは、自分の胸にわだかまっていた照子への複雑な想いをじんわりと溶かしていった。のみならず、ここにもまた一人、自分を案じてくれる人がいる。

　それで十分だ。そう思うのに──

「──大丈夫。蔵人の少将さまが、助けてくださったから」

　口にした名に、心が疼うずいた。彼に拒きよ絶ぜつされたという事実が、抜ぬけない棘とげのように痛む。

　茜の心中を察したわけでもないだろうに、雅雪の名がでた途と端たん、保秋は眉を顰ひそめた。

「蔵人の少将が？」

「うん。あの方は今回の一件を帝みかどから任されておいでだったから……」

　一昨日おとといの朝も、結果的にそうなっただけで自分を助けようと思って助けたわけではないのだろう。だが、二度にわたって命を助けてもらった事実は変わらない。

「せめて一言、お詫わびができるといいんだけど」

「──おい、茜」

　つい独りごちるように零こぼした時、低くかけられた声に茜は保秋へ意識を戻した。その顔がどこか固い。

「？　右兵衛の」

「周防どの」

　どうしたのかと口を開くのと被かぶるように、名を呼ばれる。時をおかず、うしろから袖そでからのぞく手を摑つかまれた。

「！」

　驚いて振ふり返れば、今まさに話題にのぼっていた雅雪の姿がある。

「すこしいいか」

　立ち竦すくんだ茜を意に介かいさず、言うが早いか、手をとったまま歩きはじめる。

「は？　え、ちょ……」

「待てよ、あんたなにを急に──茜っ」

　目を白黒させてたたらを踏ふんだ茜は、緩ゆるまない手に転ばないよう必死についていくしかない。追ってくる保秋の声に、このままだと彼に迷めい惑わくがかかりかねないと、肩かた越ごしに背後を見やって、『またね』と唇くちびるの動きだけで返した。

　前にむき直りながら、冷たい横顔をうかがう。だが、その表情からはなにも読みとれない。

「あのっ、どこへ」

　思いきって声をあげるが、雅雪は一いつ顧こだにしない。

　無言のまま廊ろうを進むと、さっとあたりを見回し、御み簾すを捲まくって中へと茜を押しこんだ。自身もそれに続くと、ばさりと御簾をおろす。

　人ひと気けのない室内にわけもわからず連れこまれ、ようやく緩んだ雅雪の手を茜は振り解ほどいた。

「なんなんですか、一体!?」

　理り不ふ尽じんさに自然と声が尖とがる。

　眦まなじりを吊つりあげた茜は、しかし同じかそれ以上に鋭するどい眼光に出会ってわずかに怯ひるんだ。

「──本当にいいのか」

　低く、問い質ただされる。

「……いいのかって言われても……」

　なんの話かわからずに困こん惑わくする。そんな茜に、雅雪はいらだたしげに嘆たん息そくした。

「妃きさきの話を断っていいのかと聞いてる」

「なっ……そんなこと、」

　あなたに言われる筋合いはない！　とかっとなって返そうとして、はたと口を噤つぐむ。

「もしかして……主上が、なにか？」

『忘れろ』と言っていたが、やはり不興を買っていたのだろうか。

　けれど、その不安に返ったのは、なにを言ってるんだ、と言わんばかりの顰しかめ面つらだった。

「そうじゃない。おまえがいいのかと聞いてるんだ」

「わたしが？」

「主上おかみに見み初そめられて召めしあげられたとなれば、内大臣とておまえを女むすめとして認めるだろう。今までのように麗景殿さまの陰かげに隠かくれている必要はなくなる。──歌人としての名声も、おまえのものだ」

　あの話を受ければ日陰者に甘んじなくてもすむようになる。

　そう告げる雅雪に、茜は大きく目を瞠みはった。予想外の言葉に、戸惑いを隠せない。

「な、んで……さっきは、反対して」

「あれは──」

　雅雪は言い淀んだあと、軽く息をついた。

「──気まぐれなら、双そう方ほうにとっていいことにはならないと思った。それだけだ。あの方はそれが許されるお立場だからな」

　そっちこそ本当にいいのか、と改めて目顔で問うてくる雅雪に、茜はぎこちなく面おもてを伏ふせた。

　──なんだろう……気き遣づかってもらえて、嬉うれしいはずなのに。

　同じくらい、やるせない気持ちがこみあげてくる。まるで、帝の妃になった方がいいと言われているようで──。

　茜は小さく頭かぶりを振ると、まっすぐに雅雪を見上げた。

「本当にいいのかもなにも、さきほどの言葉がわたしの噓うそ偽いつわりない本心です。名声などいりません。わたしはただ、歌が好きなだけですから」

　帝の妃になりたいなど、思ったこともない。

　きっぱりと告げた茜を、雅雪はじっと見下ろしてゆっくりと息を吐はきだした。

「……あの方が『燃ゆる思ひ』の相手ではなかったのか。わかるなどと言うから、てっきり」

「え？」

　ぼそりとおちた呟つぶやきはよく聞きとれず、首を傾かしげる。

「いや──」

　しかし、雅雪はそれには応こたえず、「悪かった」と言いおくとそそくさと背を返した。

「あの！」

　その背中を、茜はとっさに呼び止めていた。なんだ、とこちらへむけられた顔に、こくりと喉のどを鳴らした。

「どうして……わたしのことを気にかけてくれるんですか？」

　問うた途端、くっとよった眉まゆ根ねに、「だって！」と慌あわてて言い添そえる。今、否定的な言葉を聞いてしまったら、なにも言えなくなってしまう気がした。

「あの時、拒絶したのに……」

「拒絶？」

　雅雪の眉み間けんの皺しわが深まる。心あたりがまるでなさそうな言動に、かっと頭に血がのぼった。

「触さわるなって言ったじゃない！　わたしたちをかばって矢を受けた時。あれは、わたしのことが迷惑だったからでしょ？」

　本当はこんなことを言うつもりはなかった。だが、一度溢あふれだした言葉は止まらない。

　昂たかぶった感情に、目の奥がじんと熱くなる。それを誤ご魔ま化かすように、茜はたたみかける勢いで言を重ねた。

「それとも、『あやかし』なんて呼ばれてる得体の知れない女に、触ふれられたく──」

　皆みなまで言い切る前に、ちっと鋭い舌打ちが耳を打った。

　それに茜の肩がびくりと跳はねる。

「……あ」

　なにを自分は……と我に返ると、掌てのひらで口元を覆おおった

　──助けてくれた人にむかって、なにを莫迦ばかなこと…っ

　謝らなくては、と思うのに、雅雪がどんな表情をしているかと思うとまともに顔が見られない。

　そこへ、すっと影がさした。

　雅雪が動いたのだ、と悟さとった茜は身を固くしてぎゅっと目を閉じた。──と、強く腕うでをひかれる。

「っ!?」

「──莫迦が」

　低い吐と息いきが耳じ朶だにかかる。反射的に身体からだを震ふるわせた次の時、大きな、それでいて力強い温ぬくもりに包まれるのを感じた。

　覚えのある感覚に驚おどろいて瞼まぶたをこじ開ければ、目の前が緋あけに染まる。まさか、とゆるゆると上を仰あおいだ茜は、すぐそこにあった冷れい艶えんな相そう貌ぼうに息を吞のんだ。

「だれがおまえを拒きよ絶ぜつした、俺は触るなと言っただけだ」

「そんなの……」

　同じことだ、と続けようとするのを遮さえぎるように、背中へ回された腕に力がこもった。

　そのことに今さらながら雅雪に抱だきこまれている自分を実感し、頰ほおが熱くなるのがわかる。

　彼にこうされるのははじめてではない。けれど、あの時は半ば我を失っていた。

　正気の状態で、しかもより強く、熱く、逃にげるのを許さないとばかりに囲われていることに、狼狽うろたえずにはいられない。

「そもそもあの状じよう況きようで不用意に触ろうとする方がどうかしてる。矢に毒でも仕込まれてたらどうするつもりだ」

「……毒？」

　まさか、と目を見開くと、「可能性の話だ」と即そく座ざに否定が返る。

　あの矢に毒が塗ぬられていたわけではなかったのだ、と胸をなでおろしながら、じゃあ……と茜は目をしばたかせた。

「毒が塗ってあるかもしれないから、触るなって……？　わたしが、気味悪かったわけじゃなくて？」

　最後はさすがに口にするのが躊躇ためらわれて小声になったが、雅雪にはしっかりと聞こえたらしい。「あの『あやかし』がどうのと叫さけんでいたやつか」と思い返すように告げた彼に、ぎこちなく頷うなずく。

「あやかしなど、ばかばかしい」

　雅雪が心底呆あきれたように吐き捨てる。

「──ばかばかしい……」

　茜の啞あ然ぜんとした呟きなど耳にはいっていないように、「第一だ」と先を続けた。

「主上のおわす内だい裏りに、僧そう侶りよや陰おん陽みよう寮りようの者たちがあやかしの侵しん入にゆうを許し、あまつさえ気づかないなどあるわけがない」

「……」

　彼の指し摘てきに虚きよを衝つかれる。

　言われてみればそのとおりだ。いや、言われなくても自分で思ったことがあったはずだ。

『護まもりも固い宮中で』と。

　ただ、自分のこととなると、そこまで考えが回らなかった。

「じゃあ、わたしは──、え？」

　ふとした拍ひよう子しに、例えば照子の傍そばにいる時、あやかしだったら……などと不安に駆かられる必要はないのだ。

　そう思った時、ふいに頰に触れた温もりに意識がひき戻もどされる。

　温もりの正体が雅雪の手だと気づいたのは、頰を包みこんだ掌に上をむかされ、黒々とした瞳ひとみにのぞきこまれてからだった。

　──……な、に？

　その掌に、瞳に、なぜか既き視し感かんがよぎる。

　だが、それも一いつ瞬しゆんだった。

　間近にからんだ視線に、息を吞む。鼓こ動どうがあり得ないほど高鳴り苦しいくらいなのに、目をそらすどころか、瞬まばたきもできなかった。

「それでなくとも、そんなものを信じるほど、おまえのことを見てなかったわけじゃない」

　低い声が、頰をなでる。

「くろ、どの……」

　放して、と言いたいのに、唇くちびるから零こぼれたのは喉にからんだか細い呼びかけだった。

　それにひかれたように、ゆっくりと近づいてくる雅雪の顔に、茜はたまらず目を閉じていた。固く瞑つむった震える右の瞼に、柔やわらかな熱がおちる。

「──この目を不気味だと思ったことなどない」

「……っ」

　雅雪が一言発するたび、瞼をかすめる感かん触しよくに、どこか甘やかな声こわ音ねに、身体が戦慄わななく。

　吐息が、言葉がくすぐったくて──泣きだしたくなる。

　わけもわからないまま、これ以上は耐たえられない、と心臓が悲鳴をあげた時、

「おまえの瞳には……なにが映ってるんだろうな」

　静かに言いおいて離はなれていく唇に、ほっと息をついて茜は恐おそる恐る双そう眸ぼうを開いた。

　いつもは冷ややかなまなざしに、なにかをこらえるような、それでいて焦こがれるような熱さを孕はらんだ雅雪が映る。

「主上おかみのお気持ちがわかる」

「？　主上の……？」

　瞬いた拍子に、潤うるんでいた目元から雫しずくが零れおちる。

　手を頰に添えたまま、雅雪の親指がそっと目め尻じりを拭ぬぐった。

「おまえみたいな女は見たことがない」

　たしかに帝みかども同じことを言っていた。だが、褒ほめられているとは思えず、茜は無意識のうちに顔を顰しかめていた。

「それって、どういう」

「女などこの見た目と家名や地位によってくる者ばかりだ。──だが、この目はそんなものや噂うわさに惑まどわされることなく、ものの本質を見ようとする目だ」

「わたしは──」

　そんな立派な人間じゃない、とあげようとした反はん駁ばくは、

「俺を『花』だなどと言う人間がいるとはな」

　薄うすく笑えんだ雅雪に面食らって、霧む散さんする。

　そんな茜へ雅雪は目を細めた。

「今まで見てきたどんな女とも違ちがう。おまえは──美しいな」

「な…っ!?」

　茜は零れおちんばかりに目を見開いた。言葉の衝しよう撃げきが大きすぎて、声にならないどころか、呼吸まで止まりそうだった。

　美しいなんて、だれにも言われたことがない。あくまで照子の傍かたわらで聞いている賛辞でしかなかった。

　それを自分こそが美しい男性に言われて、狼ろう狽ばいしないわけがない。からかう色があるならまだしも、彼の瞳はどこまでもまっすぐだ。

　──っ、これは、ほら、可愛かわいらしいとか立派だって意味であって、別に特別な意味があって言ってるわけじゃ……！

　それでも過か剰じような賛美だとは思うが、茜は必死に自分に言い聞かせた。
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　そうでなくては、この胸の高まりは抑おさえられなかった。これ以上はないというくらい早はや鐘がねを打つ鼓動の音が、自分の動どう揺ようを──嬉うれしいと思う以上の心を伝えてしまいそうで……。

　──わたし、絶対真っ赤だ。

　顔を見られたくなくて、茜は雅雪の手を逃のがれるようにして俯うつむいた。

　だが、おちかかった髪かみからのぞく、頰が、耳が、首元が桜色に染まっていることに、彼女だけが気づいていない。

　くっと押し殺したような笑いが、身体からだ越ごしに響ひびく。

　だれのせいだと…っ、とむっとするより早く、大きな手がするりと頰をなで──温もりが離れていく。

　あ……とその手を追うように顔をあげ、漏もれそうになった声を茜は慌あわてて吞みこんだ。

　胸のどきどきがおさまらない。雅雪のふるまいに嫌けん悪おを覚えるどころか、解かれた腕うでを寂さびしいと感じてしまう自分に戸惑う。

「これで、わかっただろう」

「……な、に？」

　唐とう突とつな問いかけに動揺する心が追いつかず、瞬く。

　わかっていない茜に、雅雪はあからさまに嘆たん息そくすると、すっと顔をよせた。再び近づいた距きよ離りに思わず顎あごをひく。

「──おまえを拒絶したんじゃないってことがだ」

　こちらの耳へ吹ふきこむように囁ささやくと、雅雪は身を退ひきざまに背を返した。

　茜はゆるゆると目を見開いた。

　──まさか……それを証明するために、こんなこと!?

　たしかに、人をよせつけないと言われる彼が、自らその腕を伸のばしたのだ。拒きよ絶ぜつされたと思ったのは、勘かん違ちがいだったのだろう。けれど……

「……それだけの、ため？」

　ちくりと胸をかすめた痛みが、か細い呟つぶやきになっておちる。

「おまえは、どう思うんだ」

「！」

　拾われると思っていなかった茜がはたと我に返れば、いつのまにやら御み簾すに手をかけ、こちらを見返る雅雪と目があった。

　彼の唇が、わずかに弧こを描えがく。

「いつまでそうしてるつもりだ──茜」

　そうして、一足先にでていったうしろ姿を、茜は茫ぼう然ぜんと見つめた。

「……今、名前…っ」

『茜』とじわりと胸に響いた声に、その顔に笑みが広がっていく。

　この感情に、つける名を知らない。

　むけられた思いも、なんなのかはわからない。

　けれど、ひとつはっきりしているのは──彼に名前を呼ばれることがこんなにも嬉しいということだ。

「──待って！」

　その想おもいに導かれるままに、茜は御簾のむこうにある姿を追って駆かけだしていた。







　鳴る神の　音にのみ聞く　富士の嶺みね


いかでかしらむ　燃ゆる思ひを──









　あとがき




　はじめましての方も、おひさしぶりですの方も、こんにちは。岐き川がわ新あらたです。

　このたびは『平安うた恋語』をお手にとっていただき、ありがとうございます。

　今回はタイトルもそのままに、平安時代を舞ぶ台たいとした恋こい（未満？）物語です。「平安時代とかどうですか？」と提案された時は、好きなだけに逆に躊ちゆう躇ちよしましたが、やるからには！　と好きなものをつめこんでみました。不ふ遇ぐうな身の上にもめげない明るく元気なヒロインと、クーデレなヒーローをとおして、皆みなさんにも平安の世界を楽しんでいただけたら嬉うれしいです。

　終わりに、お世話になった方々にお礼を。まずは担当様。色々と面めん倒どうな相談にのっていただき、ありがとうございました。また、イラストを担当してくださった、このか様。かわいい茜あかねとそれぞれ違ちがったタイプのかっこいい男性陣じんににやけ顔が止まりませんでした。すてきなイラストをありがとうございます。そして、この作品を読んでくださった方々に心からの感謝を。

　願わくは、また皆様とこうしてお会いできる機会がありますように──。
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